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第
三
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

問

題

の

所

在

第
三
イ
ザ
ヤ
書
(
イ
ザ
ヤ
書
五
六
|
六
六
章
)

の
冒
頭
と
末
尾
に
如
何
な
る
編
集
が
‘
な
さ
れ
て
い
る
か
を
聞
い
、
延
い
て
は
そ
の
編
集

者
像
を
闇
明
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
然
し
こ
の
点
を
問
う
前
に
予
め
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
問
題
連
関
の
中
で
こ
の
間

い
と

f
ち

い
が
立
て
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
由
っ
て
来
た
る
緒
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
緒
論
と
は
先
ず
、
こ
と
の
由
緒
を
尋
ね
る
論
の
謂
で
あ

る。

本
稿
は
、

翌
二
月
受
理
さ
れ
た
学
位
論
文

F
込
島
一
江
。

ga
- 30ー

、
ユ
ン
へ
ン
大
学
福
音
神
学
部
に
一
九
八
四
年
一
一
月
提
出
、

m
g
n
v
w
z
-
w
v
o
ω
宮
内
出
ゆ

N
C
B
H，
EZ]gmw]mwσcoy
の
う
ち
、
第
二
部
一
・
一
一
章
お
よ
び
中
間
考
察
一
の
部
分
を
適
宜
改
変

し
つ
つ
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
量
的
に
は
全
体
の
約
一

O
分
の
一
に
あ
た
る
。
第
一
部
は
ド
ヮ
!
日
)
以
降
の
研
究
史
を
辿
り
、

そ
こ
か
ら
出
て
来
る
新
し
い
問
題
を
定
位
し
、
更
に
そ
の
問
題
を
正
し
く
問
う
為
の
方
法
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
続
く
第
二

一
二
に
分
け
た
第
三
イ
ザ
ヤ
書
の
各
単
元
を
編
集
史
的
視
点
か
ら
釈
義
し
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
最
後
に
編
集
史

的
仮
説
を
呈
示
す
る
。
今
、
第
一
・
二
部
の
論
の
骨
子
を
辿
っ
て
お
き
た
い
。

部
は
実
際
に
、

周
知
の
通
り
、
第
三
イ
ザ
ヤ
書
の
近
代
研
究
史
は
ド
ク
l
ム
に
始
ま
る
。
彼
は
一
八
九
二
年
の
イ
ザ
ヤ
書
註
解
で
、
従
来
イ
ザ
ヤ
一
人

の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
イ
ザ
ヤ
書
全
六
六
章
を
三
分
し
、
そ
の
第
二
・
第
三
の
部
分
(
四

O
i五
五
章
・
五
六
!
六
六
章
)
の
作
者
を
、

名
前
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
第
二
イ
ザ
ヤ
(
ロ

2
5吋
♀

2
乱
凶
)
、
第
三
イ
ザ
ヤ
(
叶
号
。

}g丘
釦
)
と
呼
称
し
た
の
で
あ
れ
v

一ニ年

後
の
チ
ェ
イ
ン
の
註
解
は
、
こ
の
三
分
説
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
五
六
章
以
下
に
第
三
イ
ザ
ヤ
の
み
な
ら
ず
複
数
の
作
者
の
存
在
を
想
定
し



た
0

・
雨
後
イ
ザ
ヤ

っ
か
の
根
拠
不
充
分
な
異
説
を
徐
け
ば
、
の
定
説
と
な
っ

の
著
者
問
題
を
め
ぐ
っ
て
段
、
単
数
説
・
複
数
設
が
相
対
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
リ
?
ト
マ
ン
、

ボ
ッ
ク
ス
ら
の
諸
家
は
単
数
設
を
、
キ
ッ
グ
レ
ス
マ
ン
、
グ
レ
イ
マ

1
、
ブ
ッ

てず

lt〆

な
カ為

の
一
一
一
分
説
は
、

Jえ
ふ，
みi

ン γ

ナノレ

l~ テ
、<f~つ

、-c
-liよ
ワハ L、
ンLヵ:

チ
レ

イ
ザ
ヤ

ずん
ず
く
ア
ブ
ラ
モ
フ
ス
;
は
複
数
説
を
、

九
二
八
年
の
で
ジ
ガ

l
の
研
究
で
、
殺
は
一
七
五
の
文
体
的
特
徴
が
第
三
イ
ザ

し
、
単
数
競
を
カ
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
後
今
日
に
至
る
研
究
史
会
組
る
と
、
な
る
ほ
ど
品
リ
ガ

i
設
の
傍
証
念
館
め
る

こ
と
な
意
関
し
た
オ
?
デ
ベ
ル
バ

v
合
筆
頭
に
、
ケ
ス
ラ

J
M
J

ボ
ナ
仁
川
付
府
中
T
V
単
数
説
支
持
者
は
散
発
的
に
出
て
い
る
と
は
い

勢
は
一
得
び
複
数
説
で
あ
る
。
均
衡
の
と
れ
た
ブ
ォ
ル
ツ
の
註
解
を
拐
め
と
し
、
カ
イ
ザ

1
、

タ

i
マ
ン
、
ψ

で
し
て
マ
ず
ケ
ン
ジ

l
、
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
、
シ
品
ラ
イ
ナ
ー
、
ワ
イ
ブ

内
務
)

究
、
最
近
で
は
ス
メ
ン
ト
に
五
る
設
で
、
特
に
患
懇
的
e

擬
史
的
翠
点
か
ら
の

で
あ
る
。
だ
が
設
ら
は
エ
リ
ガ
!
の
文
体
論
的

唱
え
よ
う
と
す
る
者
は
、

の
論
拠
を
挙
げ

た。

一
旦
こ
の

に
決
着
を
村
け
た
か
に
箆
え
た
の
が

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と大

方
の
趨

ツ
ゅ

4
1

最
も
詳
纏
カミ
ペコ
$ 
汎
な

ウ

ヲ
ア

チぎヴ
の z

研ス

ー
を
経
て
、

主とこ

い
て
、
帰
納
的

に
到
達
し
て
い
る
の
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エ
ヰ
'
ガ
!
と
問
じ
文
体
論
の

を
不
当
に
無
視
し
た
と
の
誹
り
を
莞
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
世
旬
、
、
品
リ
ガ
!
以
後

に
立
っ
て
論
騒
が
出
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
彼
ら
は
そ
れ
宏

な
し
得
て
い
な
い
。
だ
が
翻
っ
て
エ
リ
ガ
ー
が
彼
ら
、

な
か
ん
ず
く
ブ
庁
ル
ッ
、

パ
ウ
ヲ
ッ
チ
等
と
出
向
謹
度
の

の
厳
蜜
さ
を
有
し
て

い
る
か
と
い
う
と
、
答
え
泣
明
ら
か
に

は
、
初
め
か

の
前
提
に
立
つ

に
演
鐸
的
で
期
的
解
で
あ

る
が
故
に
、
却
っ
て
テ
グ
ス
ト
の
複
雑
と
多
肢
の
前

の
査
み

て
い
る
か
に
晃
え
る
。

中
道
を
行
き
た
い
。
最
初
か
ら
著
者

の
ま
ま
に
眺
め
賠
題
の
複
雑
さ
を

イ
ザ
ヤ
書
の
こ
の
護
者
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
こ

を
単
数
か
複
数
か
決
め
て
そ
の
親
点
か
ら
鵠
観
念
切
り
取
る
の
で
も
な
く
、
逆
に
個
々
の

ニ
つ
の
流
れ
の
い

北
中
人
文
学
部
紀
委



第
三
イ
ザ
ヤ
議
務
後
史
緒
論

放
寵
す
る
の
で
も
な
く
、

そ
う
で
捻
な
く
て
単
数
説
・
複
数
説
共
通
の
釈
義
上
の
了
解
幕
張
に
先
ず
規
点
を
据
え
、
そ
の
観
点
か
ら
、
そ

の
接
点
と
は
到
に
な
さ
話
料
た
個
々
の
岡
市
続
的
釈
畿
、
宏
、
棋
倒
静
的
に
整
理
し
て
行
く
と
い
う
遺
り
方
で
あ
る
。
具
体
的
に

ほ

ぼ
全
て
の
卦
閥
解
者
が
、
(
一
)
第
一
一
一
イ
ザ

イ
ザ
ヤ
と
い
う
個
人
の
手
に
嬉
ず
る
、
と
い
う
点
で
意
見
の

の
雪
頭

か
の
形

の
筆
を
認
め
、
(
一
…
)
中
核
と
な
る
六

O
i
Jハ

お
り
、
私
忠
身
こ
の
ニ
点
に
関
L
同
紙
愈
殺
さ
し
は
さ

-
地
理
的
・
思
想
的
・
文
体
的
等
の
特
患
を

む
余
地
は
な
い

需
題
は
こ

よ
び
第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
が
ど
の
よ

宥
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
私
は
先
ず
こ
の
点
を
五
六
二
ハ

O
i六
二
二
ハ

イ
ザ
ヤ
警
に
最
も
本
球
的
な
貢
献
を
し
た
こ
人
の
人
物
像
が
浮
き
彰
り
と
な
る
。
続
い

の
釈
義
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
得
る
と
思
う
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て

イ
ザ
ヤ

の
他
の

々

32 -

そ
の
館
内
れ
〈
の
部
分
)
の
作
者
が
こ
の
こ
人
の
人
物
と
、
そ
の
議
特
性
に
窯
ら
し
て
、
間
定
さ
れ
る
か
を
比
較
検
訴
し
て

行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
ど
の
部
分
が
繍
集
者
の
筆
で
あ
り
、
ど
の
部
分
が
第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
の
作
で
あ
り
、
の
部
分
が
夫
々
ど
の
よ

う
な
作
者
の
作
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
編
集
史
的
仮
設
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

の
都
合
上
五
六
・
六
六
章
の
釈
義
と
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ

る。

の
中
に
本
稿
の
主
欝

i
l紙
揺

の
叙
述
に
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い

i
iは
佼
畿
付
け
ら
れ
る
の
で
あ

以
上
が
学
位
論
文
第
一
二
一
部
の
概
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
更
に
第
一
二
・
西
部
で
陪
題
が
ど
う
展
開
す
る
か
に
つ
い
て
も
二
貼
付

し
て
、
お
こ
う
。

第
二
部
の
麗
築
史
的
結
論
を
意
味
論
的
に
検
討
し
、
併
せ
イ
ザ
ヤ
議
各
層
の

具
体
的
に
は
、
編
集
史
的
仮
説
と
し
て
一
一
一
の
編
集
壌
の
存
夜
を
想
定
す
る
が
、
そ
の
夫
々
の
層
に
つ
い
て
救
審
理

-
祝
福
理
解
・
神
理
解
・
契
約
理
解
・
終
米
強
解
等
二
二
の
主
要
概
傘
に
つ
い
て
意
味
論
的
考
察
を
加
え
、

か
に
す
る
こ
と
を

関
指
す
。

解



概
念
の
意
味
の
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
例
え
ば
、

A
層
・

B
層
の
救
済
理
解
・
罪
理
解
が
一
致
す
る
な
ら
ば
、
両
層
を

分
け
た
先
の
仮
説
は
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に

A
層
・

C
層
が
二
二
の
主
要
概
念
全
て
に
つ
い
て
異
る
理

解
を
示
す
な
ら
ば
、
こ
れ
を
別
の
著
者
に
帰
し
た
先
の
仮
説
は
思
想
内
容
の
上
か
ら
検
証
さ
れ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

操
作
を
経
て
第
三
部
は
第
二
部
の
仮
説
を
検
証
・
修
正
な
い
し
は
補
完
し
、
編
集
史
的
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
を
意
図
す
る
も

の
で
あ
る
。

最
後
に
第
四
部
は
第
一
部
に
対
応
し
て
著
者
問
題
に
戻
る
。
私
は
結
論
と
し
て
は
著
者
複
数
説
に
な
る
が
、

で
は
あ
の
、
単
数

説
を
文
体
論
的
に
「
証
明
」
し
て
み
せ
た
エ
リ
ガ

l
の
研
究
は
ど
う
な
る
の
か
。
叙
上
の
議
論
は
主
と
し
て
思
想
的
・
歴
史
的
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
最
後
に
エ
リ
ガ
!
と
同
じ
文
体
論
の
土
俵
に
立
っ
て
彼
の
一
七
五
の
論
点
を
逐
一
論
駁
し
、
従
来
の
研
究

史
の
欠
を
補
う
試
み
が
第
四
部
に
外
な
ら
な
い
。

以
上
論
述
は
粗
策
に
終
始
し
た
が
、
学
位
論
文
の
骨
格
は
概
略
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
の
発
表
を

期
し
、
今
は
先
ず
第
三
イ
ザ
ヤ
書
冒
頭
の
編
集
史
的
考
察
を
も
っ
て
績
を
解
く
こ
と
と
し
た
い
。
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イ
ザ
ヤ
書
五
六
章
一
|
八
節
を
め
ぐ
っ
て

a 

本

文

批

半1

以
下
本
文
は
切
HHWF
ロJ

「w

一
回
何
回
初
〉
H
n〉ー

ω
同，
C
H，
吋
の
〉
m
H，開
Z
ω
H
k
r
(
以
下
略
し
て

B
H
S
)
を
用
い
た
。
本
文
批
判
で
は

B
H
S

の
脚
註
広
従
わ
な
い
読
み
に
の
み
言
及
す
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



七
十
人
訳
、

第
三
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

五
節
目
ド
ヮ
l
d
v
以
降
マ
イ
レ
ン
パ
l
M
V
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
(
地
を
経
て
ボ
ナ
l
M
)
に
至
る
ま
で
殆
ど
の
註
解
者
は
、
ク
ム
ラ
ン
写
本

a
、

ベ
シ

y
夕
、
タ
ル
グ
ム
、
ヴ
ル
ガ

1
タ
と
共
に
志
の
代
り
に

Z
F
o
g
と
読
む

(
B
H
及
び

B
H
S
は

F
P
Sひ
の
可
能

フ
ォ
ル
帰
)
の
み
見
解
を
異
に
す
る
。
フ
ォ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
マ
ソ
レ
ッ
ト
本
文
は
「
個
々
の
個
人
へ
の
適
用
」
を
意

で
あ
る
。
私
も
又
フ
ォ
ル
ツ
と
は
別
の
理
由
か
ら
も
(
後
述
)

「
安
易
な
画
一
化
」

ヤマ

性
も
考
え
て
い
る
)
。

図
し
て
お
り
、
押
し
並
べ
て
複
数
に
す
る
の
は
、

ソ
レ

y

ト
の
読
み
に
留
ま
り
た
い
。

六
節

H
B
H
及
び

B
H
S
は

記
1
1
H
d
司
げ
の
代
り
に
必
E
M刊
を
、
マ
印
日
同
仰
吋
J
F
φ

の
代
り
に

-
d
y
仰
円
。
任
問
巴
を
、
回
『
戸
市
山
自
可
F
d
『
げ
の

代
り
に
回
目
H
O
E
?を
、
そ
し
て
広
の
代
り
に
ロ
を
夫
々
提
案
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
ら
の
推
読
を
裏
付
け
る
古
代
語
訳
は
実
は
一
つ
も

(

お

)

〈

訂

)

(

お

)

フ
ォ
ル
ッ
、
マ
イ
レ
ン
パ

l
ク
、
ケ
ス
ラ

l
、

七
十
人
訳
は
印
F
O
E
m吋
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な
く
、
近
年
の
殆
ど
全
て
の
研
究
者
も
、
こ
れ
ら
の
読
み
に
従
っ
て
い
な
い

フ
ォ
ラ
町
、
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
花
、
バ
ウ
リ
ッ
丹
、
ボ
ナ
l
M
V等
を
参
照
)
。
私
も
マ
ソ
レ
ッ
ト
の
伝
承
に
従
う
。

(
例
え
ば
、

の
代
り
に
回

FOBOE-
グ
ム
ラ
ン
写
本

a
は
出回

ω}戸包
-oE
の
代
り
に

Bag--Aω
げ
を
夫
々
伝
え
て
い
る
が
、
取
ら
な
い
。
理
由
に
つ

い
て
は
後
述
。

b 

文

A主ゐ
寸ー

批

由
十

ミ
ヒ
ェ
ハ
川
一
一
は
五
六
章
一

1
1
七
節
が
一
つ
の
単
元
を
な
し
て
い
る
と
考
え
る
。
即
ち
、
「
伝
承
占
、
〔
」
れ
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
(
一
節
)
、
こ
の

言
葉
の
解
釈
(
二
節
)
、
こ
の
解
釈
の
現
状
へ
の
適
用
(
三

l
七
節
)
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
た
一
単
元
」
な
の
で
あ
る
(
ド
ク
I

崎
仁
「
八
節
を
後
代
の
付
加
と
と
る
人
が
い
て
も
、
私
は
全
く
反
対
で
は
な
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
)
。
そ
れ
に
対
し
て
ケ

l

ニ
ツ
吋
〕
は

「
九
節
も
一

l
八
節
と
一
纏
ま
り
で
あ
る
」
、
と
考
え
る
。
然
し
他
の
殆
ど
の
研
究
者
は
、

一E
I
-
-

八
節
が
一
つ
の
単
元
を
成
す
と
の
見
解



レで、

イ言あ
る。

加
加
え
ば
、

〈

H
刊
〉

チ

思

イ
e

ン、

'"7 

;1〆

品
(
日
刊

V
J

a
ブ
吋
J

J

ア、

ハ
円
引
戸

ブ
品
ル
ト
マ
ン
、

内
線
〉

マ
イ
レ
ン
パ

i
夕、

〈
幼
時

V

ブ
ォ
!
日
フ
;
、

;tミ
ナ

ノレ£、〉

ワ
イ
ブ

。

ブ
ォ

1
ラ
ー
は
こ
れ
を
ふ
ハ
ウ
の
段
落
に
分
け
る
〈

マ
イ
レ
ン
パ

i
ク
も
五
つ
の
段
議
に
分
け
て
(
一
・
ニ

「
教
え
と
福
音
と
は
不
一
円
分
で
あ
り
、

!
一
了
一
二
・
四
1

五
二
ハ
・
七
・
八
節
)
が
、
六
段
落
と
も
一
人
の

帰

こ
と
を
当
然
と
し
て
い
る
。

-
間

i
五
・
六
!
七
・
八
欝
〉
、

そ
の
ど

こ
に
も
知
人

h

旬、。

φ
ト
旬
、

v

郎
ち
、

こ
の

こ
の
ニ
つ
の

に
支
寵
さ
れ
て
い

る
」
の
で
あ
る
。

持
人
か
の
註
解
者
は
、
|
八
節
の
テ
ク
ス
ト
に
後
拾
の
付
加
を
見
る
。
胸
部
え
ば
、

被
は
mm
つ
理
由
を
挙
げ
て
い
る
が
、
特
に
の
は
、
四

i
五
顛
と
六

l
七
欝
の
構
文
が
第
一
一
…
イ
ザ
ヤ
審
全
体
で
他
に
は
ど
こ
に
も
出

L
P
ガ

i
に
よ
れ
ば
一
一
一

?3595585

入
第
は
付
加
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
州
一
は
逆
に
一

l
l
一
一
節
を
付
加
と
み
な
す
。

者
と
直
営
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
は
散
文
体
で
品
繁
か
れ
て
お
り
、

の
結
び
付
き
は
ゆ
る
い
。

な
か
ん
ず
く
一
一
難
は
散
文
の
手
紙
と
は
熱
り
、
均
衡
の
と
れ

行
詩
で
あ
る
」
。

内総
v

ケ
ス
ラ

i
辻

-35 -

て
来
な
い
、
と
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。

「
主
礎
部
分
で
あ
る
一
一
一
i
八
節
は
、
呉
邦
人
改
宗

ユ
ダ
ヤ
人
の
教
鵠
へ
の
手
紙
の

:
こ
の

「
こ
の
挿
入
は
こ
こ
の
聞
い
に
対
し
て
、

日
者
の
言
葉
は
一
簡
と
入
煎
だ
け
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

近
年
の
研
究
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
編
集
者
の
筆
を
こ
こ
に
読
み
取
る
傾
向
が
強
い
。
ヴ
ェ
ス
タ
i
仁
川

v

は
、
五
六
章
一
・

8
5
1
5
1

一

人

i
一
一
四
節
を
編
集
表
に
よ
る
後
代
の
付
加
で
あ
り
、
第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
寄
金
体
安
衿
付
け
て
い
る
鍾
象
品

吋
独
立
の
文
学
単
一
克
を
成
す
の
は
一
手
a
E

・
E

・
-
P

七
節
だ
け
で
丸
内
ぃ
、
「
八
節
は
む
し
ろ
恐
ら
く
そ
れ
患

ハ四ぎ

の
単
一
克
三

i
七
節
を
閥
む
為
に
覇
集
者
が
付
加
し
た
も
の
と
み
の
が
よ
か
ろ
う
」
。

い
る
。

敬
度
な
者
が
律
法
を
守
る
こ
と

し
て
い
る
の

ケ
ス
ラ

ー
八
鮪
と
巻
末
の
六
六
章

る
と
み
な
す
。
バ
ウ
ヲ
ッ
ヂ
に
よ
れ
ば
、

島
湾
独
立
の
言
葉
で
あ
り
、
一

l
二
節
と
共
に

北
大
文
学
部
紀
要

竺で

あ



第一一一イザ

ゼ
i
ム
ス
ド
ル
フ
は
、
忍
六
章
一

i
八
舗
が
「
と
り
わ
け
異
邦
人
に
対
す
る
態
度
に
お
い

〈

M
開
V

応
し
て
い
る
」
こ
と
に
詮
窓
を
換
起
し
、
こ
の
単
一
克
に
申
命
記
史
家
の
籍
条
な
採
ろ
う
と
し
た
。

持
軍
記
上
八
意
思

節
以
下
と
見
事
に
対

我
々
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
こ
で
ど
う
一
民
怒
る
か
、
と
い
う
関
麓
に
対
す
る
解
答
の
型
は
、

少
な
く
と
も
ド
ク
:
ム
以
障
の
研
究
史
に
現
れ
た
め
ぼ
し
い
解
答
は
、
以
上

で
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

て
マ
あ
る
。
然
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
い
ず
れ
の

の
諸
問
問
題
会
兜
金
に
解
い
た
と
は
い
え
な
い
。
以
上
の
諸
説
た
考
惑
し
な
が
ら
、

d
鰐
に
私

8
島
常
の
解
釈
を

述
べ
ざ
る
な
得
な
い
所
以
で
あ
る
。
然
し
次
第
C

で
は
予
め
、
そ
も
そ
も
符
が
釈
畿
上
の
問
題
で
あ
り
、
上
の
諸
家
は
そ
れ
ら
に
ど
こ
ま

で
答
え
、
ど
こ
か
て
い
な
い
か
、
会
研
究
交
を
も
う
少
し
具
体
的
に
顧
み
な
が
て
お
き
た
い
。

説
も
、
以
下
に

C 

釈
義
上
の

の
解
筈
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八

-
一
一
欝
を
め
ぐ
っ
て
〉

一
欝
は
果
た
し
て
第
三
イ
ザ

の

に
相
応
し
い
か
一
合
か
。

バ
ウ
?
?
チ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
復
者
の

r-、、

一
'---' 

で
導
入
し
た
後
、

の
ん
山
口
知
を
警
告
の

H 

'--

一
一
一
欝
の
祝
福
の

著
者
は

の
言
葉
は
詩
篇
一

の
言
葉
の
方
が
い
か
に
も
「
警
物
の
巻
頭
に
相
応
し
い
」
。

六
ノ
二
一
一
も
併
燕
)
。

第
二
イ
ザ
ヤ
護
冒
頭
〈
イ
ザ

上
対
応
し
て
い
る
が
、

問
。
ノ

以
下
)

祝
福
の
言
葉
ょ

の
一
連
の
命
令
形
と
の
対
応
に

エ

i
ル
ヲ
ヒ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
へ
ブ
ラ

き
で
あ
る

〆綱、

一一、、./

d
Z
H
E
S若
乃
一
命
て
ま
mw

唱。母戸川田円山静とい

2HUM-P
議
mwne俳
凡

w
gお
り
邸
付
巧
d
e仏吋
MM山
内
私
と
な
る
べ
き
マ
あ
る
」
、

舗
、
二

い
方
は
あ
る

が
、
宗
認
認
さ
広
間
}
伯
仲
は
あ
り
簿
な
い
。
普
通
の
数
文
で
は
こ
こ
は

〈
制
問
V

と
。
ゼ

l
ム
九
ド
ル
フ
は
然
し
な
が
ら

ZMMM問

M
E
S忠
と
い

い
方
を
中
命
記

-
一
七
節
、



一
六
節
、
列
王
記
上
八
章
五
八
節
、
九
章
四
節

(
日
代
下
七
ノ
一
七
)
、

ホ
セ
ア
書
一
二
章
七
節
、
詩
篇
一

O
六
篇
三
節
、

二
九
篇
一

O
六
節
、
更
に
は
又
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
一
一
章
二

O
節、

節
に
見
出
し
た
。
パ
ウ
リ
ッ
チ
は
よ
り
厳
密
に
次
の
よ
う
に
議
論
す
る
。

一
八
章
九
節
、

二
O
章
一
八
・
一
九
・
二
一
節
、
三
六
章
二
七
節
、
三
七
章
二
四

「
最
初
の
命
令
形
即
日

B
B
は
他
に
ホ
セ
ア
書
一
二
章

即
ち
、

七
節
に
し
か
出
て
来
な
い
。
然
も
そ
こ
で
は
単
数
の
命
令
形
だ
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
申
命
記
史
家
(
レ
ピ
二
五
ノ
一
八
参
照
)
や
エ
ゼ

キ
エ
ル

(
一
一
ノ
二

O
、

一
入
ノ
九
、
二

O
ノ
〔
一
〕
九
・
一
八
・
二
一
)
が
好
ん
で
使
う
釘

B
R
よ
り
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
二
二
章
三
・
一

五
節
、

二
三
章
五
節
等
の
よ
う
に
以
訟
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
」
、

と

，-司、

一一一、.../

一
・
二
節
の
た
っ
た
四
行
に
お
自
民
と
・
創
立
は
夫
々
三
例
、
叩
A
V
M
E
P
は
二
例
出
て
来
る
。
然
も

白
山
H
出
向
凶
吋

は
三
つ
共

違
う
意
味
だ
。
即
ち
、

一
節
で
は
公
義
を
「
守
る
」
こ
と
、

一一

b
α
節
で
は
安
息
日
を
「
遵
守
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
二

b

p節
で
は
手

を
「
出
さ
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
叩
。
門
出
品
A
P

の
二
つ
の
用
例
も
別
々
の
意
味
で
あ
る
、
即
ち
、

一
a
節
で
は
「
義
」
、

〈応〉

は
神
の
「
救
い
」
な
の
で
あ
る
。
「
か
く
も
近
接
し
て
勺
門
出
品
ρ
降
、
が
別
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
フ
ォ
ル
ツ
は
奇
妙
だ
と
見
て

(印〉

エ
リ
ガ
ー
は
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
状
況
を
著
者
の
「
語
実
の
貧
困
」
を
表
わ
す
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

一b
簡
で

- 37ー

い
る
。

八
三
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

(
四
)

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
異
邦
人
と
宣
官
の
「
恐
れ
の
叫
び
、

な
い
し
嘆
き
の
叫
び
」

(
パ
ウ
リ
ッ
チ
)

の
歴
史
的
背
景
は
何

か
。
ど
の
註
解
者
も
こ
こ
の
背
景
に
申
命
記
二
三
章
二
|
七
節
を
考
え
る
。
こ
の
申
命
記
律
法
に
よ
れ
ば
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
集
会
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
べ
き
者
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
捕
囚
後
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
に
、
申
命
記
二
三
章
二
l
七
節
に
基

づ
い
て
異
邦
人
・
匡
官
を
締
め
出
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
ら
の
恐
れ
、
な
い
し
嘆
き
が
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る

北
大
文
学
部
紀
要



第
三
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

の
で
は
な
い
か
。

「
こ
こ
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
自
身
が
聖
書
を
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ

(
飽
)

る
。
聖
な
る
テ
ク
ス
ト
の
撤
回
は
旧
約
全
体
で
こ
こ
に
し
か
な
い
」
(
ド
ン
ナ

l
)
。

(
五
)

然
し
そ
の
恐
れ
、

な
い
し
嘆
き
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

上
述
の
と
お
り

関
係
に
つ
い
て
は
諸
家
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
、
三

a
b
節
は
異
邦
人
に
つ
い
て
、
三

c
節
は
宜
官
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る

(
六
)

(
b
・
文
学
批
判
参
照
)
、

こ
こ
の
段
階
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
諸
説
粉
々
で
あ
る
が
、
三
節
と
四
!
七
節
の

の
に
対
し
、
そ
の
発
言
の
根
拠
を
今
度
は
交
差
配
列
で
、

四

l
五
節
で
は
匡
官
に
関
し
、
六

l
七
節
で
は
呉
邦
人
に
関
し
て
呈
示
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

八
四
|
五
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

- 38ー

い
ず
れ
の
註
解
者
も
四
節
を
、
コ
一
つ
の
関
係
文
が
宮
山
田
島
一
円
山
回
目
自
に
掛
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
-
訳
し
て
い
る
。
例
え
ば
ヴ
ェ

ス
タ

l
マ
バ

u

は
ぷ
ロ
仏

g
〈

O円印。
F
E
3
S
O
D
-
門出

O
E
O
-
5
ω
与
g
z
o
E
E
1
8
5仏
2
4『酔
F
Z
P
4
3
5口
問
。
げ
の
ゆ
え
巳

-
g

ボ
ナ

l
ル
は

(
七
)

z
v
o
(
w
)
ロロ仏

2
0
州
吉
田
氏
ロ

σ百
回
ロ
ロ
仏
同

02vm号
8
3
、

内

同

信

即

O
同
】
4

口角川口同匂
O
ロ
吋
の
ゆ
門
H

Z

山
口
M
m
w
H
U

】
白
山
件
。
件
直
己
-
m
o
巳
ゆ
ロ
ロ
σロ丹

E
5
5
3
 

ぺ
〉
C
M
向
。
ロ
ロ
ロ
門
戸
口

2
ρ
E
m
ω
E
o
E
B
2
8
σ
E
F

そ
し
て
マ
イ
レ
ン
バ

1
ク
は

山口

-m凶ロの
σ省

、

な
叶
。

F
o
oロ
ロ
ロ
の
月
岡
田
当
日
回
。

wgMM
白
河
田
山

σ
Z
5♂
項
目

HonF。。∞∞
F
o
s
z
m町
田
岳
町
民
主

g
田
σ
E
O
m昌
弘

F。
E
E
E
B
M刊の
043mWE--

と
-
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
箇
所
の
へ
ブ
ラ
イ
語
の
構
文
は
独
特
で
あ
り
、
果
た
し
て
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
い
い
か
、
疑
問
な

し
と
し
な
い
。
何
故
な
ら
三
つ
の
動
詞
の
う
ち
、
第
一
、
未
完
了
形
の

1
Z
1
Z
と
第
二
、

ワ
ウ
継
続
完
了
形
の
ひ

σF凶
匂
ユ
の
こ
っ

が

v
g印
仰
『
目
的
問
自
に
掛
か
る
よ
宮
門

H
関
係
文
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
第
三
の

Em-vpNE目
白
は
複
数
の
分
詞
形
で



む
し
ろ
よ
加

R

H
関
係
文
の
外
に
出
、
}
凶
器
印
同
円
四
即
日
H
H
H

と
対
に
な
っ
て
い
る
と
み
な
す
方
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

(市〉

ド
ヮ

1
ム
は
旧
約
中
こ
こ
に
し
か
用
例
の
な
い

(
八
)

M
U
E
F
d
司忠
O
B
と
い
う
表
現
を
一
種
の
重
言
法
と
み
な
し
、

窓
口
巾
口
付
目

N
O
目。
voロ

(
サ
ム
下
一
八
ノ
一
八
お
よ
び
サ
ム
上
一
五
ノ
一
二
参
照
)
。

離
し
て
訳
す
(
例
え
ば
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
沈
)
は

J
E日
ロ
ロ
仏

z
m
E
8
3
)。
然
し
可
包
F

を
「
記
念
碑
、
記
念
像
」

み
な
一
致
し
て
い
る
。
但
し
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
最
近
新
し
い
見
解
を
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
可
注
目
H

に
関
し
て
は
創

の
一
語
で
訳
し
て
い
る

殆
ど
の
註
解
者
は
む
し
ろ
両
語
を
分

(
パ
ウ
リ
ッ
刊
)
の

類
と
解
す
る
点
で
は
、

世
記
コ
一
五
章
四
節
、

p

四
三
章
三
四
節
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
一

O
章
二
五
節
、
申
命
記
一
五
章
二
節
、
サ
ム
エ
ル
記
上
九
章
八
節
、
サ
ム
エ
ル
記

下
一
九
章
四
四
節
の
、
又
仰
の
自
に
関
し
て
は
創
世
記
二
一
章
二
節
、
申
命
記
二
五
章
六
節
、
サ
ム
エ
ル
記
上
二
四
章
二
二
節
、
サ
ム
エ
ル

イ
ザ
ヤ
書
五
八
章
一
四
節
、
ル
ツ
記
四
章
一

O
節
の
用
例
と
の
連
関
に
着
目
し
て
、

記
下
七
章
九
・
一

O
節、

こ
こ
の
可
包

y
t
S
W
O
B

を

J
E
〉ロ件。日目

(
。
仏
ゆ
円
回
。
回
目
昨
N
)

ロ
ロ
仏
ゆ
山
口
開
ユ
)

と
い
う
の
で
あ
る
。
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(
九
)

五

a
p節
は
、

「
後
代
の
挿
入
で
あ
る
『
息
子
・
娘
に
ま
さ
る
』

の
一
旬
の
為
、
元
来
の
著
者
が
意
図
し
な
か
っ
た
よ
う
な
比

較
表
現
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
ル
テ
I
ジ
が
上
が
り
、
論
争
的
な
様
相
を
帯
び
た
。
神
の
民
の
救
済
と
生
命
の
待
望
に
よ
っ
て
寝
官
の
期
待
が
斯

く
も
過
度
に
盛
り
上
が
っ
た
と
み
な
す
こ
と
は
、
無
理
だ
と
思
わ
れ
る
」
(
パ
ウ
リ
ッ
チ
)
。

パ
ウ
リ
ッ
チ
は
又
五

b
p節
も
後
代
の
挿
入
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
、
即
ち
、
「
箱
入
り
文

(ω
の

V
R
E
o
-
g片

N
)

で

(

一

O
)

あ
る
五

b
p節
を
編
集
者
の
付
け
た
説
明
的
付
註
と
し
て
除
去
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
と
、

五
a
b
節
は
初
め
て
一
つ
の
纏
ま
っ
た

文
と
な
る
の
で
あ
る
」
、

と

八
六
|
七
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

北
大
文
学
部
紀
要



第
三
イ
ザ
ヤ
議
綴
築
史
他
総
論

a
c
節
が
二

i
密
節
と
陣
ゅ
ん
ぬ
連
関
す
る
表
現
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

必
σ
y
d
b
y
m
w
ロ
D
m
k
y
m
w
H，
Y州
WMMHM
ロ
d弔
問
詰
〆
ナ
可
v
d奈

は

〆ー¥

‘一
一、-'

関
口
ず
べ
き
事
実
で
あ
る
。
期
ち
、
ム
ハ

a
蔀

a
第

二
uoHマ叩凶器削防御
w
v
r・
ym気
回
同
正
当
hv
ぶ
M
w
y
d司
げ
と
対
ん
め
し
て
お
り
、
ム
ハ

c
a
節
は
二

b
N
M
節
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

に
六

c
p鎗
は
問

c
p聞
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

〆旬、

、物〆

同
様
に
こ
こ

べ
き
は
、
六

cα
節
の
単
数
形
が
ふ
ハ
節
全
体
の
援
数
形
の
や
で
、

々
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
〈
上
述
本
文
批
判
参
照
〉
。

c
p節
の
一
人
称
の
人
称
接

経
辞
が
六
節
全
体
の

ボ
ナ

l
ル
は
間
約
全
般
に
口
。
詰
る
吋
山
川
口
〈
飼
え
ば
出
エ
一

一
ノ
間

出
土
五
ノ

ノ

二
等
〉
と
品
交
河
川
思

係i

え
ば
申
・
一
間
ノ

1・

u

、

J
J〆

レ
ビ
一
九
ノ

四
等
)

の
用
鍔
を
比
較
し
て
、

で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
一
時
蔀
な
滋

と
し、

て
い
る
。
然
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
必
ず
し
も
、
イ
ザ
ヤ
書
笈

の

ゲ

OHH2ymMMP
接
室
吋
及

び
六
節
の

守
口
A
V

…叩
Mm凶凶器品川
W
Y
可
が
バ
ピ
開
ン
の
地
に
於
る
呉
邦
人
改
宗
者
を
指
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
言
え
な
い
マ
あ
ろ
う
。

「
こ
こ
の

40 

歴
史
的
常
盤
は
バ
ピ
ロ
ン

の
第
二
回

g
の

な
っ
て
い
る
の
は
、
問
問
邦
人
改
宗
者
と

る
註
解
者
も
い
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
解
釈
を
裏
付
け
る
表
還
は
実
は
テ
グ

で
あ
り
、

絡
に
エ

スル
ト サ

の Lノ

どム
ぃ Vこ

に来
もて
な よ
し、 L、
」 か
/ヘヨr;;

3宅
/しょ

ツ76て了、w〆仏J。、

(
一
回
)

黙
し
近
年
の
研
究
者
(
鍔
え
ば
ブ
ォ
ル
河
、

(mv 

M

ソ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
、
パ
ウ
リ

ボ
ナ

々
、-'

2う:

σ
S
M
i
 
(
な
い
し

ぴ

d
g
w
M州
WMM出
向
山
日
両
日
戸
市
四
円
を
バ
ビ
口
ン
の
呉
邦
人
改
宗
者
と
取
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
当
然
、

ふ
ハ
!
七
節
の

の
相

議
を
何
ら
か
の

説
照
的
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
後
ら
は
説
明
す
る
は
お
ろ
か
、
こ
の

て
い
な
い
か
に
晃
え
る
。
然
し
康
史
的
背
景
の
柏
議
は
厳
と
し
て
あ
る
。
際
、
、
一
…
一

b
節
で
は
呉
邦
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル

忠
一
教
屈
に
麗
し
て
い
る
の
に
対
し
、
六

i
七
節
で
は
呉
邦
人
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
認
の
外
に
お
り
、
将
来
初
め
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
の

そ
も
そ
も
気
付
い

に
ヤ
ハ
ウ



な
る
山
」
・
「
祈
り
の
家
」
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

八
八
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

(
一
五
)

神
の
言
葉
を
導
入
す
る
定
型
句
が
、
一
節
と
四
節
で
は

エ
リ
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、

日
向
。

d
B
R
河
町
当
日
戸

で
あ
る
の
に
対
し
、

八
節
で
は

口。
口
百

A
V
O
ロ
3
1
1戸
当
町

で
あ
る
。
然
も
、

一
・
四
節
で
は
「
導
入
句
は
定
型
通
り
で
、
第
二
イ
ザ

ヤ
書
に
よ
く
出
て
来
る
よ
う
な
修
飾
句
が
つ
か
な
い
」

の
に
対
し
、

入
節
で
は

B
d
m
w
σ
σ
Z
E【
呂
志

u
A
宵
似
ば
と
い
う
修
飾
句
が
つ

い
て
い
る
。

(
一
六
)

門戸仰
σ
F
m引
は
こ
の
他
に
も
二
回
出
て
来
る
。
パ
ウ
リ
ヅ
チ
は
そ
の
事
実
を
、

八
節
を
七
節
ま
で
と
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

「D
M
H
b
ー
町
内
各
は
門
戸
川
口
)
F
m
g

と
結
び
会
わ
さ
れ
て
専
ら
救
済
の
言
葉
の
中
に
出
て
来
る
。

『
集
め
る
』

- 41-

と
は
そ
の
際
『
外
か
ら
引
っ
張
っ
て
来
る
』
の
意
味
で
あ
る
。

丁
度
羊
飼
い
が
、
群
れ
か
ら
離
れ
た
羊
を
引
っ
張
っ
て
来
る
よ
う
に
。
.

:
・
従
っ
て
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

と
を
決
意
し
、
彼
ら
を
新
し
い
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
へ
引
っ
張
っ
て
来
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
当
然
匡
官
・
呉
邦
人
の
中
の
ヤ
ハ

ウ
ェ
信
者
の
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
」
。
然
し
こ
う
言
い
な
が
ら
パ
ウ
リ
v
チ
は
結
論
的
に
は
、

ヤ
ハ
ウ
ェ
が
独
り
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
か
ら
又
そ
の
土
地
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
者
達
を
救
う
こ

特
に
理
由
を
挙
げ
な
い
で
、
「
八
節

は
恐
ら
く
独
立
の
言
葉
で
、

う」、

一
l
l
二
節
と
共
に
三
l
七
節
の
託
宣
を
枠
付
け
る
た
め
編
集
者
が
付
加
し
た
と
み
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ

(
邸
)

ゼ

l
ム
ス
ド
ル
フ
は
然
し
こ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
彼
は
O
包
u
y
忠
と
い
う
語
の
用
例
を
検
討
し
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
の
用
法
が
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
文
字
通
り
た
だ
集
め
る
と
い
う
非
神
学
的
な
用
法
と
、
終
末
の
審
判
の
時
に
集
め
る

「
Smwぴ
ymZ
は
し
ば
し
ば
巳
門
臣
志

1
b門
町
巴
と
対
に
な
っ
て

と
述
べ
て
い
る
。

と
い
う
優
れ
て
神
学
的
用
法
で
あ
る
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



ヤ
書
編
集
史
総
論

出
て
来
る
の
み
な
ら
ず
、

七
節
の
よ
う
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
誼
間
関
シ
オ
ン
に
連
れ
戻
す
と
い
う
文
脈
に
、
場
合
に
よ
っ
て

に
六

a
p節
以

の
よ
う
な
文
援
に
も
出
て
来
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
ヘ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
散
ら
さ
れ

に
祖
国
帰
還
を
約
束
す
る
鍾
所
長
」

し
で
は
、

イ
ザ
ヤ
書
一
一
章

節

-li 
ノ、

九
節
、

エ
ゼ
ム
ザ
品
ル

…
一
一
四
章
一
五
節
、

は
や
命
記
コ
一

O
章
洲
口
節
、

よ乙

レ
ミ

二
九
章
…
問
鮪
、
一
一
一
二
章
一
ニ
七
節
、

ネ
ヘ
ミ
ヤ
室
百
一
章
九
鱗
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
う
ち
最
後
に
挙
げ
た

第 簡
一
般
で
は
、
帰
還
の
際
的
地
と
し
て
窺
接
・

一
一
章
一
一
一
七
節
、
ネ
ヘ
ミ

シ
オ
ン
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
又
山
中
命
配
…
一
一

O
章
五
節
、

品
レ
ミ
ヤ

二
九
章
一
四

…
章
九
郎
や
、

ゼ
パ
ニ
ヤ
書
一
ニ
業
一
一

O
節、

エ
ゼ
キ
エ
ル

。
掌
照
二
節
、
一
一
一

一一一節、一ニ

六
章
一
一
間
節
、

一
七
章
一
二
節
で
は
持
ら
か
の
形
で
ヤ
ハ
ウ
品
が
連
れ
戻
す
こ
と
律
知
ぴ
詑
)
或
い
は
帰
ら
ぜ
る
こ
と
宗
志
向
ぴ
思
が
主

題
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
ぜ

l
ム
ド
ル
ツ
は
結
論
す
る
、

か
ら
j
e
-
-
イ
ザ
ヤ

六
章
七
節
と
入
欝
が
探
く
連
関
し
て
い
る
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こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
ヘ

と

〆が崎、、

七

と
す
る
と
、

の
文
学
批
判
判
の
顎
で
紹
介

た
、
イ
ザ

一
i
七
節
が

る
ケ
l

ニ
ッ
ヒ
読
も
根
拠
薄
弱
で
、

ま
り
だ
と
い
う
ミ
と
ヂ
ル
説
は
否

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悶
に
九
節
を
一

l
八
節

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
私
は
少
な
く
と
も
、
五

い
な
い
の
は
当
然
の
こ
と

一
agees
入
節
た

み
な
す
点
で
、
他
の

て
の

の
一
致
を
み
る
。

た
だ
こ
の
単
一
克
の
中
で
、
ど
こ
で
没
落
、
そ
区
切
り
、

ど
こ
に
編
集
者

か
、
に
つ
い
て
私
は
従
来
の
ど
の

も
与
し
得
な

ぃ
。
以
下
の
考
察
を
敢
一
行
ず
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
で
イ
ザ
ヤ

な
、
或
い
は

六
章
一

i
八
欝
を
釈
義
ず
る
上
で
主
総
武
な
問
題
点
は
ほ
ぼ
尽
く
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
私
は
、

に
見
え
る
間
態
も
、

ど
の
よ

あ
り
e

の
ま
ま
に

る
こ
と
に
努
め

務
え
ば
第

. 
f叫、

、、..，/. 
/ー、、

--
一一 品、、J. 



(
一
四
)
な
ど
は
寡
聞
の
限
り
従
来
の
研
究
史
で
は
、
そ
の
意
味
を
問
う
は
お
ろ
か
、
そ
も
そ
も
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
こ
と
す
ら
気
付
か

れ
な
い
で
き
た
。
然
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
徒
ら
に
看
過
で
き
な
い
、
否
こ
の
単
元
を
正
し
く
解
釈
す
る
鍵
と
も
い
う
べ
き
問

題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
史
が
ど
こ
ま
で
答
え
、
ど
こ
か
ら
答
え
て
い
な
い
か
、
で
き
る
だ
け

客
観
的
に
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

E
C
・
(
九
)
・
(
一

O
)
・
(
一
五
)

に
解
か
れ
て
は
い
な
い
と
思
う
。

(
七
)
・
(
一
一
)
・
(
一
一
一
)
・
(
一
回
)

の
諸
点
と
共
に
、

は
従
来
の
研
究
史
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
が
ま
だ
充
全

相
互
の
連
関
に
於
い
て
以
下
そ
の
意
味
を
我

々
自
身
聞
い
進
む
こ
と
と
し
た
い
。

d 

編
集
史
的
考
察

を
参
照
〕
。
そ
の
理
由
は
以
下

- 43ー

編
集
句
ニ
ハ
節

編
集
史
的
な
視
点
か
ら
特
に
注
目
す
べ
き
は
六
節
で
あ
ろ
う
〔
上
述

c
l
(
一
一
)
・
(
二
己
・
(
一
一
一
一
)

1 

の
通
り
で
あ
る
。

(
イ
)

六

a
節
と
一
ニ

a
節
の
構
文
は
明
ら
か
に
同
じ
だ
が
、
六
節
で
は
単
数
が
複
数
に
変
化
し
て
お
り
、
前
置
調
も
が
}
が
内
包
に
代

え
ら
れ
て
い
る
。

(

ロ

)

こ
の
複
数
へ
の
変
化
は
、

一一一

c
節
の
宮
山
師
団
常
目
的
が
四

b
節
で
複
数
日
H
g
m
m
Hユ
回
目
自
に
変
化
し
て
い
る
の
と
対
応
し
て
い
る

が
、
四
節
と
六
節
で
は
そ
の
複
数
形
の
主
語
の
修
飾
句
の
形
が
違
う
。

即
ち
、

四
節
の

y
m
m
m
削
円
四
回
目
白
を
修
飾
す
る
の
は
よ
P
2
H
関

係
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
六
節
の
守
口

P
Eロロ
m
w
F
P
円
を
修
飾
す
る
の
は
目
。

H
不
定
詞
句
な
の
で
あ
る
。

六

cα
節
は
、

-s-ー
が
付
い
て
い
る
以
外
、

〆戸、、
ノ、

¥ーノ

一一

b
α
節
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

北
大
文
学
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イ
ザ

〈
一
一
〉

だ
が
六

cα
節
が
}
向
。
ァ

8
8
0吋
ゆ
と
な
ら
な
い
で

w
a
iお
川
口
号
と
単
数
形

る
の
は
、
そ
れ
以
外
六
節
は
護
数
形
で
統

一
さ
れ
て
い
る
中
で
奇
異
に
映
る
。

」〆

六

c
p節
は
蹄

c
p蔀
と
全
く
問
じ
引
に
あ
る
。

〆A 町、
J、、
、ーノ

だ
が
六

c
p節
立
問
M
V吋山岳山

の
一
人
称
の
人
称
接
馬
辞
は
、

そ
れ
以
外
六
欝
は
三
人
称
で
統

て
い
る
の
で

lこ
映

(
ト
)

ム
ハ
欝
は
こ
の
よ
う
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
語
り
を

6
c
p節
以
外
三
人
称
で
怯
え
て
い
る
が
、
実
は
一
!
八
節
全
体
の
流
れ
で
は

以
外
神
の
語
り
は
全
て

人
称
な
の
で
、

な
い
時
象
な
与
え
る
。

以
上
七
つ
の
理
由
か
ら
六
節
は
ど
う
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

に
六
欝
は
、

二
j
四
鰯
か
ら
取
っ

44ー

且
つ
西
節
と
の
対
認
を
考
嘉
し
た
ふ
ハ

b
節
を
補
い
つ
つ
、

う
な
一
時
期
は
、
鱒
集
者
の
筆
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

し
て
一
曾
九
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

麟
築
意
図
を
め
ぐ
っ
て

然
し
こ
れ
を
編
集
勾
と
い
う
か
ら
に
は
、
編
集
者
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な

2 

節
合
作
り
上
げ
た
の
か
、

こ
の
点
が

J

て
問
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
応
の
萎
え
は
こ
う
で
あ
る
。

ぴ

mw
ロ
iymwHMmmrymw門
》

』

ymw訪
日
出
問
門
的
研

々
に

禁
止
の
命
令
が
告
げ

ι

ら
れ
て
お
り
、
後
者
合
基
礎
付
け
た
四
節

黙
し
斯
く
言
え
ば
斑
ち
に
次
の
よ
う
な
…
反
論
が
予
懇
さ
れ
る
。

交
差
配
列
的
に
前
殺
を
基
礎
付
け
る
為
、

六
節
を
作

っ
て
こ
こ
に

た
の
だ
、
と
。

即
ち
、
?
と
す
る
と
、
ム
ハ
欝
宏
除
い
た

の
断
片
が
一
一
一
部
で
異
邦
人
・

戸〉

てコ、

で
は
呉
邦
人
へ
の

片

ち
に
な
る
で
は
な
い



か」、

と
の

る。

だ
が
私
見
に
よ
れ
ば
そ
の
よ

関
口
節
の
ヘ
ブ
ヅ

の
玄
こ
と
に
奇
妙
な
構
文
を
無
煙

み
飛
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

の
で
あ
る
。

即
ち
、

町
長
話
青
山
田
山
富

に
か
か
る
よ
伯
作
『

れ
れ
欝
係
文
が

同

HMWH》
ymAMAい

同

明
、
終
り
、

吉川
M
m
w
M
%

以
也
自
立

σ青
山
付
窓

は
際
係
文
の
外
に
出
て
、

ま
る
で

M
M

知
的
的
部
門
的
研
開
設
と
対
置
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
奇
妙
な
構
文
で

あ
る
(
上
述

c
l

参
額
三
こ
の
A
M
M
沼
町
会

J
E日S
E
C
Yユ
芸
附
は
従
来
ど
の
註
解
者
も
よ
船
足
時
欝
係
文
の
中
に
入
れ
て
-
訳
し
、

納
得
し
難
い
と
こ
ろ
を
無
理
に
鶴
得
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
が
、

は
こ
こ
に
一
つ
の
本
紫
的
な
問
題
が
欝

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

3 

四
節
の
E
h
w
M
M

旅
立
伝
説

Eσ
雪
印
同
窓
の
位
置
と
意
味

y
M
V
は
そ
の
詳
細
な

し
て
い
る
。
郎
ち
、
定
動
認
な
鏡
つ

ヘ
ブ
ラ
イ
語
構
文
法
知
の
中
で
、
短
縮
文
と
完
全
文
の
相
互
関
係
な
論
じ
て
次
の
点
今
一
穣
認

に
比
べ

不
定
詞
な
い
し
分
諮
を
佼
つ

移
行
す
る
こ
と
は
、
そ
の
逆
の

← 45 

P
・
E
・
ケ

i

て
め
っ

な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
ケ
l
ニ
ツ
と
は
イ
ザ

五
六
章
西
節
、

一
C
章
五
節
、

吋出、ブ

の
分
詞
慢
と
い

d
g同
州
討
を
未
完
了
動
将
乱
部
同
H
H
J
D

及

び
ワ
ウ
完
了
動
詞
忠
ν叩
M
M

広
三
与
と
共
に
よ
称
号

u
関
係
文
に
組
み
入
れ
る
全
て
の
-
惑
解
者
と
鷺
見
を
異
に
し
、
同
H
M
ω

背
泳
悲
告
を
関
係
文

五

て
い
る
。

ケ

i

y

ヒ
は
イ
ザ

の
外

誌
は
即
日
吉
と
対
援
さ
れ
た
名
認
と
と
る
可
能
性
会
考
嘉
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

の
は
、

ヨ
ブ
詑

五

も
分
詞
〈
一

の
げ
州
代

OB@円
同
議
〉

の
よ
吉
司
詩
関
係
一
文
(
一
六
節
)

の
外
に
出
、

関
係
文
の
修
飾
し
て
い
る

〆摘、、

五
欝
の
同
問
。
仲
v
b
i
d認
さ
)
と
並
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
と
は
、
関
係
文
と
分
詞
が
ち
山
V
Y
M
M

設
。
ρ
で
分
か
た

れ
て
い
る
の
で
、

λ

ょ
う
の
な
い

更
に
は
関
係
文
の
外
の
分
認
は
、
関
係
文
の
主
語
と
別
の
も
の
を
指
す
こ
と
も
可
能

北
大
文
学
部
紀
要



第
三
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

で
あ
る
。
そ
の
例
が
、
列
王
記
下
一

O
章
五
節
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
分
詞

(
F
E
N
d
m巳
E
同
び
町
内

O
B
O
E
E
)
は
直
前
の
よ
帥

2

H
関
係
文
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
関
係
文
と
並
立
さ
れ
て
別
の
主
語
を
指
し
て
い
る
と
解
す
外
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
用
例
と
比
較
対
照
す
る
な
ら
ば
、

イ
ザ
ヤ
書
五
六
章
四
節
の
分
調

BmHVPNE四
百
も
よ
宮
門

H
関
係
文
の
外
に
あ
り
、
元

来
の
文
脈
で
は
包
吋
目
的
問
自
と
は
別
の
も
の
を
指
し
て
い
た
と
読
む
こ
と
が
必
ず
し
も
無
稽
で
な
い
こ
と
が
見
え
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
凹
町
田
ユ
色
目
と
は
別
の
何
を
指
す
か
と
い
え
ば
、
三
節
を
考
慮
し
て
可
能
性
は
唯
一
つ
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
守
口
P
F
m
E岡市川区る円

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
諸
点
も
こ
の
推
論
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
。

第
三
イ
ザ
ヤ
書
に
出
て
来
る
ど
の
関
係
文
に
お
い
て
も
、
関
係
文
の
主
語
の
述
語
と
し
て
分
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
な

(

ロ

)

ゼ
リ
バ

ν

は
統
計
的
に
次
の
点
を
確
認
し
て
い
る
。
即
ち
、
動
詞
的
な
分
調
は
一
図
的
で
比
較
的
速
く
過
ぎ
去
る
行
為
に
つ
い
て

- 46一

(
イ
)

L 、。述
べ
る
か
、
或
い
は
歴
史
的
事
実
と
係
わ
る
一
定
の
出
来
事
を
指
す
の
に
対
し
、
名
詞
的
な
分
詞
は
、
操
り
返
さ
れ
、
比
較
的
長
く
持
続

す
る
、
一
般
的
な
行
い
、
仕
事
な
い
し
態
度
を
表
す
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ザ
ヤ
蕎
五
六
章
四
節
の
日
ω守
N
E四
日
正

F
Vユ
岳
山

(
我
が
契
約
を
守
る
)
が
一
回
的
で
速
く
過
ぎ
去
る
行
為
を
表
し
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
分
詞
は
、

従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
関
係
文
の
中
の
動
調
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
外
に
立
つ
名
詞
で
あ
る
公
算
が
高
い
。

，--、、

ノ、
¥ョノ

更
に
は
、

五
六
章
六
節
の

Eω
守
N
E由
自
立
σ伊
円
山
岳
山
も
名
調
的
分
調
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
こ
れ
は
、
明
ら

か
に
名
調
的
分
詞
で
あ
る

zsm吋
と
対
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
並
行
箇
所
四
節
の

gmw守
N
E由
自
立
σ可芹
E
も
名

詞
的
分
調
に
と
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。



以
上
の
三
点
も
、

五
六
章
四
節
の
自
己
v
d
E円
日
が
元
来
の
テ
グ
ス
ト
で
は
よ
山

2
H関
係
文
の
外
に
あ
り
、
回
問
円
山
田
回
目
と
対
に
な
っ

て

σ
d
p
y
m
g
D
O
W宮
町
を
指
し
て
い
た
、
と
い
う
我
々
の
推
論
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

4 

四
ー
五
節
の
元
来
の
テ
ク
ス
ト

本
題
に
戻
ろ
う
。
以
上
で
我
々
は
、
六
節
が
編
集
勾
で
あ
り
、
四
l
五
節
の
元
来
の
テ
ク
ス
ト
は
思
ユ
即
日
目
及
び

σ
d
p
F
Sロ
昇
防
月

両
者
に
言
及
し
て
い
た
可
能
性
を
確
認
し
た
。
四

c
p節
の
原
テ
ク
ス
ト
は
恐
ら
く
、
話
。
紅
白
山
門
戸
ば
一

E
E
H
m
w
v司
自

与
}

N

E
日目

Eσ
ゲ
ユ
匹
目
な
ど
で
あ
っ
た
公
算
は
高
い
。
然
し
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
推
測
の
域
を
出
な
い
。
さ
て
と
れ
に
加

え
て
、
パ
ウ
リ
ッ
チ
〔
上
述

c
l
(九
)
・
(
一

O
)
参
照
〕
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、

(
息
子
・
娘
に
ま
さ
る
)
は
「
後
代
の
挿
九
」
、
五

b
p節
の
よ
加

2
5
1
w
g円
。
匹
(
絶
た
れ
る
こ
と
の
な
い
)

た
説
明
的
付
出
」
で
あ
る
公
算
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
点

i
l四
c
p節
が

d
R
H関
係
文
の
外
に
出
、
四

b
節
の
匹
見
曲
目
自
と
対
置

五

a
p節
の
芯

σ
F
E
F
σ
仰己
E
D
5
5
σ
凶ロ
2
F

も
「
編
集
者
の
付
け

- 47一

さ
れ
て

σ
d
p
!げ
ωロロ
mwy町
田
円
を
指
し
、

且
つ
五

a
p
・
五

b
p節
が
後
代
の
挿
入
で
あ
る
こ
と
な
ど
1
ー
を
考
量
す
れ
ば
、

四

i
五
節

の
原
テ
ク
ス
ト
の
訳
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

「
何
故
な
ら
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
こ
う
言
わ
れ
た
、
『
我
が
安
息
日
を
守
り
、
我
が
喜
ぶ
こ
と
を
選
び
取
る
賢
官
達
、
ま
た
我
が
契
約
を
固

く
保
つ
者
達
(
即
ち
、
異
邦
人
達
)
、
私
は
彼
ら
に
我
が
家
と
我
が
城
壁
の
中
で
記
念
の
名
(
或
い
は
、
分
け
前
と
相
続
)
を
与
え
、

ま
た
永
遠
の
名
を
私
は
彼
に
与
え
よ
う
』
、
と
」
。

斯
く
し
て
四
1
五
節
の
原
テ
ク
ス
ト
も
、
三
節
の
異
邦
人
・
臣
官
へ
の
命
令
を
、

て
、
六
節
を
編
集
句
と
と
る
と
原
テ
ク
ス
ト
の
四
l
五
節
に
呉
邦
人
へ
の
言
及
が
欠
け
片
手
落
ち
に
な
る
、

二
つ
な
が
ら
基
礎
づ
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
つ

と
の
先
の
反
論
は
成
り
立
た

北
大
文
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第
三
イ
ザ

な
い
こ
と
と
な
る
。

な
お
五

b
節
の
目
。
恥
鉱
山
抑
炉
支
出

と
し
て
押
し
援
べ
て
複
数
に
読
み
換
え
る
の
は
「
安
易
な
闘

(お〉

で
あ
る
と
、
私
も
ツ
ォ
ル
ツ
と

共
に
考
え
る

(
上
述
本
文
批
判
を
参
織
〉
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
ブ
ォ
ル
ツ
の
指
摘
す
る
通
り
、

サ
ソ
レ
ヅ
ト
の
伝
え
る
単

数
形
は

々
の
個
人
へ
の

を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第

の

は
こ
う
で
あ
る
。

ま
ず
四
節
の
研
都
江
前
向
言

及
び
言

mwσ匂

P
N
X同

H
M
M

な
る
複
数
形
に
対
応
し
て
五

a
舗
で
お
F
2ぴ

、
続
い
て
今
度
は
交
差
配
列
部
に
一
一
一
能
の
ぴ

g
i
g
g
m
w
E円

及
び
誌
町
一
吋
訟
な
る
単
数
と
対
応
さ
佼
て
五

b
節
で
は
向
。
合
間
用
い
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
点
か
ら
も
、

ク
ス
ト
が
五
舗
で
終
っ
て

い
た
と
い
う
我
々
の
先
の
認
定
は
傍
証
を
得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

続
い
交
ぜ
に
使
う
五
節
の
作
者
が
七
鮪
も
書
い
た
と
す
れ
ば
、
対
応
す
る
弓
ぴ
広
ぶ
笹
山
川
口
及
び
念

ggmw宮
山
詩
の
二
つ
の

方
は
単
数
で
熱
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
と

に
「
個
々
の
倍
人
へ

を
顧
麗
し

の
人
称
接
罵
辞
を

-48-

込

こ
の
点
も
、

や
は
り
康
テ
ダ
ス
ト
が
五
節
設
で
で
七
錦
織
は
別
の
作

者
だ
と
い
う
想
定
の
正
し
さ

こ
と
と
な
る
で
あ
あ
う
。

然
し
こ
こ
で
も
又

つ
の
一
反
論
が
予
課
さ
れ
る
。
鰐
ち
、

四
C
G
Y節
の
呉
邦
人
へ
の

間

b
-
c
α
節
の
寂
官
な
修
飾
す
る
欝
係

文
の

に
比
し
て
短
く
、
均
衡
が
と
れ
て
い
な
い
、
と
の
…
反
論
で
あ
る
。
然
し
…
一
一
節
を
見
る
と
、
逆
に

円

4

・
b
節
の
呉
邦
人
へ
の
一
宮

及
に
対
し
て
一
一
一

c
節
の

る
。
況
や
、
上
述
の
通
り
部

cse節
の
原
テ
ク
ス
ト

へ
の
言
及
は

の
長
さ
に
議
ぎ
な
い
。
従
っ
て
一
一
一
節
・
器
節
は
全
体
と
し
て
均
衡
が
と
れ
て
い
る
の
で
あ

て
よ
い
と
す
れ
ば
、
一
一
一

i
四
節
の
み
な
ら
ず
、

四
節
だ
け
で
も
充
分
均
衡

が
と
れ
る
こ
と
と
な

従
っ
て
こ
の
良
識
も
成
り
立
た
な
い
。

5 

ま

と

め



以
上
の

こ
こ
で
要
約
し
て
お
こ
う
。
呉
邦
人
・

へ
の
一
一
一
節
の
二
つ
の
命
令
形
を
二
つ
な
が
ら
根
鎚
付
け
る
為
に
、
一
万
来
間
関

!
五
舗
は

!
一
ニ
態
と
男
一

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。

厳
密
に
言
え
ば
、
以
上
の
論
は
密
i
去
飾
と

時
間
一
作
者

と
い
う
こ
と
で
、

-
賢
官
へ
の

の

で

あ
る
一
千
l
五
節
に
、

一
般
的
な
警
告
の

て
い
い
も
の
か
、

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
上
述
文
学

批
判
の

然
し
私
は
次
の

つ
の
理
恵
か
ら
こ

は
り
同
一
作
者
に

骨四、。

み
ム
ド
、
し
V

一
i
二
節
も
コ

}i五
節
も
正
し
い

へ
の
数
い
を
歌
っ
て
い

で
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

〆崎、

問
、、ノ

節

4
1
で
始
ま
り
、

i
…
一
節
の
続
き
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

/'"、、

ノ、
、ーノ

ニ
b
-
関

b
節
の
宮
ゲ
ず
的
伊
丹
げ
を
釘
母
印
可
す
る
こ
と
の
強
調
、

一
a
・
四

a

全
神
の
言
葉
の

日
同
ひ
ぷ
凶
同
民
間
門

編
集
者
拭
こ
の
元
来
の
テ
ク
ス
ト

可}凶
d

司
}
凶
の
対
応
、
一

7
0
・
西
C
節

の

言

語
A

ヒ
フ
ィ
ル
十
前
置
詞

σ。
の

a
N
M
-
笈

b
α
節
に
、
五

a
p
-
五
b

p離
を
加
え
、
又
恐
ら
く
関
口
c
β
節
を
若
手
類
織
す

い
て
こ
の
縮
集
者
は
、
思
節
、
と
対
に
な
る

文
体
・
怒
殺
が
共
通
し
て
い
る
。

- 49 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

四
i
五
節
を
独
り
笠
宮
へ
の

に
変
形
し
た
。

し
て

ら
絵
外
し
た
、

へ
の
言
及
を

に
拡
大
し
た
形
で

っ
た
の
で
占
め
る
。
斯
く
し
て
一
一
一
欝
の
異
邦
人
・

入
部
は
七
節
と
同
断
の

i
問
問
節
の
表
現
を
借
り
来
た
っ
て
作
り
あ
げ
、

家
た
五
節
と
対
に
な
る
七
節
を
制
創
作
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

七
簡
と
別
の

に
根
露
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四

l
五
諮
・
中
ハ

i
七
節
で
夫
々

出
し
て
お
り
、

る
積
極
的
な
恐
出
は
何
も
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
上
述
門
c
!
〈
二
ハ
)
参
照
〕
ゼ

i
ム
ス

FF

旧
約
全
般
の
用
例
に
当
日
っ
て
確
認
し
た
と
お
り
、

ZMH-uymg
は

な
ら
ず
、
七
館
の
よ
う
に
ヤ
ハ
ウ
ェ

ーν
Jば
己
円

FHHゆ
吋
山
首
相

wdM
と
対
に
な
っ
て
出
て
来
る
の
み

シ
オ
ン
に
連
れ
突
す
と
い
う
文
緩
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
六

a
p節
以
下
の
よ
う
な
文
既
に

北
大
文
学
部
紀
委



第
一
…
…
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

も
出
て
来
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
」
。

ま
す
ま
す
七
館
と
八
節
は
分
ち
難
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

以
上
の
結
論
は
更
に
、

c
i
(三
)
及
び
〈

の
指
摘
に
基
づ
く
文
体
論
的
な
比
較
に
よ
っ
て
、

一
一
層
の
義
付
け
な
得
る
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、

一
・
四
節
と
入
館
で
は
神
の
一
言
葉
な
導
入
す
る
定
型
勾
が
異
h
ソ

参
照
〕
、
日

i
ニ
節
の
「
語
裁
の

参
類
〕
と
い

は
五

a
p
-
五
b
S
4
・ムハ

i
入
節
に

取
れ
な
い
。

な
る
ほ
ど
七
節
に
ニ
震
ぴ
A
X
V

今
回
}
日
正
広

の
黒
部
が
あ

る
が
、

こ
の
旧
約
中
こ
こ
に
し
か
出
て
来
な
い
表
現
は
同
じ
意
味
で
窓
閥
的
に
譲
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
入
館
に
一
一
一
度
錬
り

る
A
M
U
H
H
ま
も
「
外
か
ら
引
っ
張
っ

二
八
)
参
照
〕
と
い
う
同
じ
意
味

て
い
る
の
で
あ
り
、
一
l
I
ニ
第

の
お
Hmm吋
や
ぷ
怠
品
会
色
町
山
山
内
同
仇
w

の
よ
う
に
加
の

で
L 

い
の
と
は
訳
が
違
う
。
斯
く
し
て
、
一
克
来
の
断
片
〈
一

か
な
り
擾
然
と
し
て
い
る
と
患
わ
れ
る
。

50 -

ー
五

aNM
・
五

b
p節
)
と
一
編
集
匂

a
p
-
五

b
p
-
六
!
入
節
〉
と
の
文
体
の

6 

編
集
者
と
そ
の
持
代

に
、
何
故
籍
条
者
が
探
テ
ダ
ス
ト
な
こ
の
よ
う
に
改
変
し

た
の
か
、
が
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ

ち
の
こ
と

、
揺
集
者
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
り
、

の
よ
う
な
璽
史
的
背
紫
合
背
負
っ
て
い
た
か

こ
と
と
も
な
る

ろ
う
。こ

の
問
問
題
を
解
く
鍵
は
、
思
見
に
よ
れ
ば
、

C
1
(
一
四
)
に
拙
掲
げ
た
観
察
に
寵
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
従
来
の

の
一
つ
で
あ
る
が
、
患
に
は
元
来
の
断
片
と
瀦
築
勾
で
は
異
邦
人
の
稔
鷺
に
関
す
る
前
提
が
間
切
ら
か

る
。
即
ち
、

。〉

の
入
ら
な
い
捺
断
片
で
は
、
呉
邦
人
は

る
出
」
・
「
祈
り
の

研
究
史
が
見
過
ご
し
に
し
て

に
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
患
わ
れ
る
の

に
い
る
。
と
い
う
の
は
一
ニ

b
欝
乙
よ
れ
ば
呉
邦
人
は
ヤ
ハ
ウ

の
出
?
で
イ
ス
ラ

ル
人
と
共
に
生
活
し
て
お
り
、

五
節
の
由
民
務



の
前
提
も
又
彼
ら
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
「
家
」
と
「
城
壁
」
の
内
部
に
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
編
集
者
に
よ
る
七

節
で
は
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
未
来
形
の
動
詞
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
異
邦
人
は
現
在
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
に
属
し
て
い
な
い
の
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
は

将
来
「
彼
ら
を
我
が
聖
な
る
山
に
来
さ
せ
、
彼
ら
を
我
が
祈
り
の
家
で
喜
ば
せ
よ
う
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
明
ら
か
に
、

一
元
来
の
断
片
の
作
者
と
編
集
者
と
、
夫
々
の
歴
史
的
背
景
が
異
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
即
ち
元
来
の
断
片
で
は
、
異
邦
人
は

l
i
申

命
記
二
三
章
四
|
七
節
の
律
法
に
従
っ
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
を
追
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
|
|
イ
ス

ラ
エ
ル
人
と
共
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
に
属
し
て
い
た
が
、
編
集
者
の
時
代
に
は
、
異
邦
人
は
既
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
を
追
わ
れ
て
そ
の
外
に
い

る
の
で
あ
る
。

で
は
両
者
の
聞
に
一
体
何
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
直
ち
に
我
々
の
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
マ
ラ
キ
書
二
章
一

O
l
二
一
節
、

エ
ズ
ラ
書
九
章
一
1
1
ニ
・
一

O
節
i
一
O
章
四
四
節
、

ネ
ヘ
ミ
ヤ
書
九
章
二
節
、

一
O
章
一
一
一
一
節
、

一一一一章一

l
一
ニ
・
二
三

l
二
九
節
等

- 51一

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
紀
元
前
五
世
紀
ユ
ダ
に
興
っ
た
雑
婚
禁
止
の
問
題
で
あ
る
。

呉
邦
人
排
斥
と
雑
婚
禁
止
は
直
ち
に
同
一
で
は
な
い
。
然
し
エ
ズ
ラ
書
九
章
一

l
二
節
、

一
O
章
一
一
節
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ
書
九
章

一
一
ニ
章
一

l
一
一
一
節
等
を
イ
ザ
ヤ
書
五
六
章
一
|
七
節
と
比
較
し
て
ド
ン
ナ
ほ
)
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
異
邦
人
・
混
血
児
排
斥
に
つ
い
て
の
歴
史
の
詳
細
は
、
雑
婚
禁
止
の
情
況
同
様
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
だ
。

一
!
こ
節
、

一
O
章
二
九
|
三
二
節
、

然
し
一
つ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
捕
囚
後
の
エ
ル
サ
レ
ム
神
肢
で
の
神
権
政
治
的
な
教
団
が
自
分
達
を
血
縁
集
団
と
し

て
『
イ
ス
ラ
エ
ル
』

と
解
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
、
と
。

こ
の
よ
う
に
大
き
く
見
て
両
者
は
共
通
の
背
景
か
ら
理
解
し
得
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
箇
所
に
は
、
捕
国
後
ヤ

m
ウ
ェ
教
団
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
異
邦
人
達
が
、
新
た
に
申
命
記
二
三
章
四
i
七
節
の
重
要
性
が

北
大
文
学
部
紀
要



ヤ
警
編
集
史
緒
論

見
産
さ
れ
る
に

一
得
び
教
団
か

た
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
状
況
に
、

ま
だ
呉
邦

人
排
斥
の
動
き
が
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
原
テ
ク
ス
ト
合
連
合
さ
せ
る
べ
く
、
…
糠
集
者
は
こ
れ
を
上

手
続
誉
会
経
て
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
呉
邦
人
へ
の
慰
め
の
言
葉
を
独
立
し
て
六
i
七
部
に
拡
大
し
、
異

邦
人
が
践
に
教
聞
の
外
に
排
斥
さ
れ
て
い
る
状
況
に
合
わ
せ
て
七

a
-
b
範
で
は
教
問
へ
の
参
入
を
将
来
の
こ
と
と
し
て
予
言
し
、
併
せ

七
c
i
人
節
で
普
一
泌
救
済
主
義
的
な
基
本
態
懇
な
歌
い
上
げ
た

註
解
者
の
指
摘
す
る
通
り
、
イ
ザ
ヤ
議
五
六
議

ド
ン
ナ
i
は
こ
こ
を
マ
ラ
ム
ヤ

た
よ
う
な

る。

一i
i
七
蔀
は
申
命
記
一
一
一
一
一
章
二
i
七
節
の
古
き
律
法
を
廃
棄
し

の
と
し
て

嗣
期
的
で
あ
る
が
、

ニ
章
二
ニ
i
一

イ
ザ
ヤ
書
ニ

七
!
一
八
察
、

品
ゼ
や
エ
ル
一
一
一

i
(五
)

ド
ン
ナ
ー
は
五

て
、
戴
く
も
徹
底
し
た
「
議
な
る
テ
ク
ス
ト
の
議
題
い
は
悶
約
中
他
に
類
例
が
な
い
、
と
主
張
す
る

り
と
し
〔
上
述
b
の
な
よ
早
川

v
説
お
よ
び
c
!
こ
七
)

C 

52-

…
i
七
節
を
一

の
そ
れ
ヘ

の
批
判
参
照
〕
、
又
籍
条
史
的
視
点
を
欠
く
な
ど
、

与
し
得
な
い
点
も
少
な
く
な
い
が
、

そ
の
主
張
の
大
綱

で
き
る
と
思

ぅ
。
こ
の
点
は
次
章
で
ム
ハ

の
編
集
枠
を
考
え
る
際
参
考
と
な
る
の

」
F

}

」

r
」

て
お
く
。

」
の
よ

る
時
我
々
は
鴎
ず
も
、
編
集
者
の

か
な
り
挟
い
一
憾
な
も
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
雑
婚
禁
止
が

の
問
題
と
な
っ
て
い
た
マ
ラ
キ
・
エ
ズ
ヲ
・
ネ
ヘ
ミ
ヤ
と
同
時
代
、
五
車
そ
れ
へ
の
批
判
持
、
が
生
ま
れ
た
少
し
降
っ

た
時
代
と
と
る
の
が
適
切
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ

ノ

一
神
験
再
建
後
の

ノ
一
・
一

O
参
照
〉
。
ェ
ズ
一
ブ
の
エ
ル
サ
レ
ム
帰
還
の
年
代
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
る
が
、

マ
ラ
キ
は
照
切
ら

一
五
年
の

る
ノP‘、
ーマ

ブ

ズ
ラ
堂
百
七
章
八
欝
の
プ
ル
タ
グ

セ
ル
ク
セ

役
と
と
る
か

る
か
に
よ
っ
て
、

ル
タ
グ
セ
ル
ク
セ
ス

の
治
世
の
二

(
ネ
へ
一
ノ

五
八
年
か
一
ニ
九
八
年
か
の
侍
れ
か
で
あ
ろ
う
。
ネ
ヘ
ミ
ヤ
の
帰
還
は
ア

ペ羽〉

、
一
一
ノ
一
)
の
で
、
関
口
五
年
で
あ
る
点
は
鰐
題
な
い
。
と
す
れ



ば
こ
の
編
集
者
の
時
代
も
ほ
ぼ
紀
元
前
五
世
紀
後
半
、
降
っ
て
も
四
世
紀
初
頭
に
定
位
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

マ
ラ
キ
の
時
代

に
は
異
邦
人
排
斥
の
動
き
は
未
だ
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
編
集
者
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
、
デ
ィ
プ
ス
ポ
ラ
・
ユ
ダ

ヤ
人
の
祖
国
帰
還
と
い
う
テ

1
7

ノ
四
i
七
三
、

一
一
ノ
一
!
二
四
、

(
八
節
参
照
)
が
特
に
エ
ズ
ラ
(
一
ノ
三
・
五
、
二
ノ
一
l
l
七
O
、
入
ノ
一

l
三
六
)
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ

に
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
、
両
者
の
時
代
を
同
定
す
る
有
力
な
根
拠
で 七

二
ア
一

l
一
一
六
)

あ
る
と
付
言
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

な
お
元
来
の
断
片
(
イ
ザ
五
六
ノ
一
!
五

a
α

・
五

b
α
)
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
前
五
一
五
年
と
五
世
紀
半
ば
の
間
と
と
り
た

ぃ
。
五
節
は
第
二
神
殿
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
し
、

と
い
っ
て
三
・
五
節
な
ど
に
よ
れ
ば
異
邦
人
排
斥
の
動
き
は
さ
ほ
ど
激
し
く
な

よ
り
時
代
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
パ
ウ
リ
ッ
チ
が
五
六
章
一
l
l
八
節
全
体
に
つ
い
て
言
つ

即
ち
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
股
が
完
成
し
た
直
後
に
は
、

誰
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団

- 53一

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
は
、
特
に
一

l
五
節
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
。

に
属
す
る
か
、

と
い
う
問
題
が
時
代
の
問
題
で
あ
っ
た
。
祭
儀
集
団
が
新
た
に
構
成
さ
れ
る
に
当
り
五
六
章
三
節
以
下
で
発
せ
ら
れ
た
よ

う
な
聞
い
が
早
急
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
、

と

と
す
れ
ば
、

元
来
の
断
片
の
成
立
年
代
と
し
て
、
特
に
前
五
一
五
年
直
後
と
い

う
線
が
浮
か
び
上
っ
て
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

イ
ザ
ヤ
書
六
六
章
一
|
二
四
節
を
め
ぐ
っ
て

a 

本

文

批

d
H
H坊

主
'

二
節

h
E
1
W
}
H
P
(
伊
)
の
代
り
に
、
ロ
D
W
R
を
伝
え
る
写
本
が
あ
る
。
ク
ム
ラ
ン
写
本

a
は
E
H
W
Y
J
、
デ
・
ラ
ガ
ル
デ
、

(
m
m〉

マ
ル
一
ア
ィ
、

北
大
文
学
部
紀
要



第
三
イ
~
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

B
H
は
君
。
巳
wvwhv(忌
と
読
み
換
え
て
い
る
。

wmwd(『
)

の
ニ
フ
ァ
ル
・
男
性
・
分
詞
に
つ
い
て
は
詩
篇
一

O
九
篇
二
ハ
節
、
形
容
詞

え
る
、
形
容
詞
口
町
広
島
b
(げ
)

の
連
語
形
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。

フ七
オ章
ノレ 一一・

ツ~二
お節
よ
び ー
ボ 八
ナ章

ノレ員四

を節
参 を
照参
。照、

然
し
マ
ソ
レ
ッ
ト
の
伝

ロ帥
W
F酔
(

噂

)

の
女
性
・
連
語
形
に
つ
い
て
は
寵
言
一
五
章
二
ニ
節
、

七
節

h
B
H
S
脚
註
の
読
み
換
え
に
従
う
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。

「
彼
女
は
陣
痛
に
襲
わ
れ
る
前
に
、

生
ん
だ
」
と
、
意
味
は
マ
ソ

レ
y

ト
の
ま
ま
で
明
確
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
韻
律
の
為
に
何
か
補
う
と
い
う
に
は
、
歌
全
体
の
韻
律
が
余
り
に
不
明
確
で
あ
る

ル
ツ
)
。

(
フ
ォ

八
節

h
B
H
S
の
提
案
す
る
改
変
は
不
要
で
あ
る
。

念
頭
に
お
い
て
い
る
」
(
ケ

I
ニ
ッ
ヒ
)
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「

.
2
8
と
い
う
一
語
で
著
者
は
そ
の

.
2
2
に
住
む
民
の
こ
と
を

同
様
の
例
は
、

イ
ザ
ヤ
書
二
六
章
一
八
節
、
三
七
章
一
一
節
、

- 54-

列
王
記
下
一
九
章
一
一
節
等
に
見
ら
れ
る
。

一一一一節
u

終
り
の
二
語
を
除
去
す
る
研
究
者
は
多
い

〈
卯
〉

(
ハ
ラ

l
、

(
卯
)

エ
リ
ガ

l
、
ヴ

コユ

ス
タ

vマ

ン100

ノ、

ウ

リ
ッ

チ芭
等。

B
H
S
脚
註
も

併
照
)
。
然
し
こ
の
ニ
語
を
除
く
写
本
・
古
代
語
訳
は
実
は
な
い
。

(
問
)

一
八
節
一
フ
ォ
ル
ツ
は
百
円
よ

$
0
5
0
5
m吾
郎

d
g
s
s
o
E
の
前
後
に

E
と
可
似
合
帽
を
補
い
、
そ
の
全
体
を
一
六
節

g
Z吋

(

問

)

(

間

)

ド
ヮ

l
ム
、
パ
ウ
リ

γ

チ
ら
と
共
に
、
た
だ
こ
の
二
語

と
話
。
円
山
ぴ
σAM

の
聞
に
移
す

(
B
H
S
脚
註
参
照
)
。
然
し
よ
り
簡
単
な
の
は
、

を
一
七

c
節
苫
ー
ザ
仏
似
者
の
前
に
移
す
こ
と
で
あ
る

(
B
H
S
脚
註
参
照
)
。

b 

文

i>'4 
寸ー

批

d
H
M
"
 

虫
十

「
第
三
イ
ザ
ヤ
書
の
中
で
六
六
章
ほ
ど
、

そ
の
統
一
性
と
著
者
問
題
に
つ
い
て
様
々
に
評
価
さ
れ
て
き
た
章
は
他
に
な
い
」
。
但
し
「
次



の
点
で
は
今
日
意
見
の
一
致
を
見
て
い
る
、
即
ち
六
六
章
全
体
で
一
ウ
の
単
元
を
な
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
点
で
あ

(
問
)

る
」
。
こ
の
よ
う
な
適
切
な
書
き
出
し
で
パ
ウ
リ
ッ
チ
は
六
六
章
の
文
学
批
判
を
始
め
て
い
る
。

(

間

)

(

川

)

パ
ウ
リ
ッ
チ
は
一

l
四
節
を
独
立
の
断
片
と
み
な
す
。
そ
れ
に
対

L
、
ヴ
ェ
ス
タ

I
マ
ン
に
よ
れ
ば
一
l
l
四
節
は
一
貫
し
た
纏
ま
り
で

(

附

)

(

川

)

(

附

)

一
ー
ー
ニ
・
三
|
四

a
・
四
b
c
節
に
分
割
し
得
る
。
更
に
フ
ォ
ル
ッ
、
マ
イ
レ
ン
パ
1
ク
、
フ
ォ
1
ラ
l
は、

(

川

)

(

川

)

エ
リ
ガ

l
は一

i
コ
7
4
・
b
節
と
三

C
1四
節
、
ゼ
1
ム
ス
ド
ル
フ
は
一

a
・
二
b
!
四
、

は
な
く
、

一
l
二
節
と
?
三

ー
四
節
に
分
け
、

一b、
そ
し
て
二

a
節
に

分
け
る
の
で
あ
る
。

(

山

)

(

川

)

(

川

)

ブ
ッ
デ
は
五
節
を
一
七

l
二
四
節
、
チ
ェ
イ
ン
、
デ
ィ
ル
マ
ン

l
キ
ッ
テ
ル
は
五
節
を
一
七

l
一
入

a
節
と
夫
々
結
び
付
け
て
考
え
る

(

川

)

(

川

)

(

川

)

が
、
エ
リ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
五
節
は
続
く
六
!
一
六
節
の
導
入
句
と
み
な
さ
れ
る
。
フ
ォ
ル
ツ
、
マ
イ
レ
ン
パ
ー
ク
、
ボ
ナ

l
ル
は
五
節
・

(

川

)

(

川

)

(

凶

)

六
節
で
一
纏
ま
り
だ
と
考
え
、
ア
ブ
ラ
モ
フ
ス
キ

l
、
ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
、
パ
ウ
リ

γ
チ
は
五
節
を
そ
れ
だ
け
で
独
立
の
断
片
と
と
る
。

(

間

)

(

山

山

)

ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
、
パ
ウ
リ

γ
チ
に
よ
れ
ば
七

l
一
四
節
は
六
節
と
一
五

l
一
六
節
に
よ
っ
て
枠
付
け
ら
れ
て
い
る
。
七

l
一
四
節
を

(

印

)

(

問

)

(

附

)

更
に
細
分
す
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
一
節
と
一
二
節
の
聞
に
区
切
り
を
入
れ
る
か
(
ド
ゥ

l
ム
、
エ
リ
ガ

l
、
パ
ウ
リ
ッ
チ
等
)
、

(

四

)

(

凶

)

或
い
は
よ
り
細
か
く
は
七
|
九
・
一
O
|
一
一
・
一
一
一

l
一
四
節
に
分
割
可
能
で
あ
ろ
う
(
マ
イ
レ
ン
バ

l
ク
、
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
ン
、
ボ

(
町
)

ナ

l
ル)。

(

凶

)

(

凶

)

(

問

)

(

間

)

ド
ゥ
!
?
?
と
マ
ル
テ
ィ
は
一
七
節
は
先
行
二
一

l
一
六
節
に
繋
る
と
い
い
、
チ
ェ
イ
ン
、
デ
ィ
ル
マ
ン
|
キ
ッ
テ
ル
は
逆
に
後
続
一
入

(

悦

)

(

問

)

(

山

山

)

ケ
ス
ラ
ー
は
飛
ん
で
二
四
節
に
夫
々
繋
げ
る
。
こ
こ
で
も
慎
重
な
の
は
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
ン
と
パ
ウ
リ
ッ
チ
で
、

a
節
に
、

一
七
節
だ
け
切

り
離
し
て
独
立
の
小
断
片
と
み
な
す
。

(
防
)

フ
ォ
ル
ツ
、

(
前
)

マ
イ

ν
ン
パ

l
ク、

(
町
)

フ
ォ

l
ラ
ー
は
、
編
集
者
に
帰
す
べ
き
だ
、

末
尾
一
八
|
二
四
節
に
関
し
て
は
、

と
い
う
意
見
で
あ

北
大
文
学
部
紀
要
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ヤ
書
編
集
史
緒
論

切る
り。

プ

ノミ γ 

ウデI38
ザは)

y 方自
チ5さえ
tまで
む五
L- . 
ろ一
一七
八節
!も

(
羽
)

て
縮
集
者
に
婚
す
。
ド
ゥ

i
ム、

(
附
)

キ
リ
ガ
ー
は
一
八

i
一
一
一
…
節
と

(
川
町
)

四
節
の
簡
で
切
る
。
グ
品
ス
タ
!
マ
ン
の

二
回
簡
の
問
問
で

師
?で

つ
の
脳
卒
売
を
な
し
、

-一一一一
l
二
関
節
で
又
加
の
一
か
た
ま
り

と。
ノ、

1/ 

リこ
y う
チi43で
は)あ
こる
の O

グ
二Z

ス
タ

伽湾民

ン

の

八
・
…
九
二
二

主
張
を
捻
轄
し
で
い
る
〔
後
述
d
1
1
参
照
〕
。

う
区
切
る
か
に
つ
い
て
の
、
様
々
な
説
を
見
て
来
た
。
区
切
り
方
に
関
し
て
は
、
以
上
で
可
能
性
は
ほ
ぼ

尽
く
さ
れ
た
か
に
み
添
え
る
。
こ
れ
ら
研
究
史
上
の
諸
説
を
考
墨
し
て
、
六
六
掌
を
出
来
る
限
り
制
腕
か
く
一
弘
切
る
な
ら
ば
、

以
上
我
々
は
、
六

i
一一・一一一
1833335a

四
・
五
・
中
ハ
・
七

i
九
・
一

O
l
炉
問
・
-
-
一
1
8

間

五
1

一
六
・

七
・
…
八
l
一一一一・

-
一
一
回
節
と
な
る
で
あ
ろ
う
ο

し、

ま
仮
り
に
こ
れ
ら
の
何
れ
も
が
単
元
を
形
成
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
最
も
慎
重
な
立
場
か
ら
出
発
し
、
個
々
の
小
単
位
ご
と
に

先
づ
別
偲
に
研
究
史
の
整
理
を
し
、
続
い
て
小
単
位
指
互
の
連
腐
と
全
体
の
論
理
の
麓
遊
と
を
編
集
史
的
に
謀
る
こ
と
と
し
た
い
。

-56-

C 

釈
義
上
の
諸
問
題
と
そ
の
解
答

〈
一

i
ニ
絡
を
め
ぐ
っ
て
〉

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
神
殿
建
築
に
は
、
何
か
具
体
的
な
歴
史
的
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
を
め
ぐ
っ
て

(
川
市
)

様
々
な
解
答
の
試
み
が
な
さ
れ
て
来
た
。
部
え
ば
、

mw
ヒ
ッ
チ

y
レ
μ

及
び
グ
ノ
ー
ベ
ル
は
こ
れ
な
品
ジ
ブ
ト
の
レ
オ
ン
ト
ポ
予
ス
の
神
殿

と
、
母
ド
ゥ
!
ム
、
マ
ル
テ
ィ
、
ス
キ
ン
ナ
ー
ら
は
ゲ
リ
ジ
ム
山
の
サ
寸
リ
ヤ
人
の
衿
鍛
と
、
そ
れ
ぞ
れ
醸
造
づ
け
た
。
舎
ゼ

p
ン、

ヲ
ガ
!
、
ぜ
l
ム
ス
ド
ル
フ
は
ゼ
ル
バ
ベ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
衿
綾
を
こ
こ
の
背
景
に
読
む
(
但
し
、
一
プ
グ
ス
ト
は
神
殿
建
築
自
体
に

た
だ
特
定
の
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
建
築
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
反
対
な
の

〆“、、

'--" 

ニ己

な
の
で
は
な
く
、

と
こ
の
一
一
一
人
の
研

は
考
え
て
い



る〉。

昏
ヴ
広
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
、

ブ
ず

グ
レ
ス
マ
ン
、

uu
・
シ
品
ミ

V
L
2

、
/レ

ド
ノレ

ブ、

ブ
ヰ
ル
ツ
、

ト

i
h
v
イ、

ブ

ォ

i
Fブ
i

、

ヴ
ェ
ス
タ
!
?
ン
、

パ
ウ
リ
ッ
チ

主主

こ
れ
は
神
醸

般
で
あ
る
、

と
考
え
、

⑨
キ
7

セ
イ
ン
、

ツ

ィ

ザ

シ

ャ

l
、
ブ

ノレ

ト

マ
ン
檎
擦
は
異
教
的
禅
譲
を
懇
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

の
う
ち
岳
と
ゅ
は
テ
ダ
ス
ト
上
の
根
躍
が
な
い
。
又
一
，
Ogee-

二
銭
宏
一
一
一
節
以
下

と
密
接
に
結
び
付
け
な
い
服
部
り
、
①
乃
至
告
に
毅
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
と
す
る
と
残
る
昏
説
が
思
ら
く
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
υ

然
し
勿

論
そ
も
そ
も
神
殿

般
の
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
直
接
の
切
っ

た
品
ル
サ
レ
ム
衿
駁

(
陥
)

に
は
全
て
が
出
火
く
な
る
、
と
の
誤
っ
た
期
待
〈
ハ
ガ
ニ
ノ
一
九
参
照
ご
〈
バ
ウ
り
一
ッ
チ
〉
だ
っ
た

tま

ハ
ガ
イ
、

ザ
カ
ヲ
ヤ
に
よ
っ
て
進
め

の
建
設
で
あ
り
、
又
「
神
殿
再
建
の

る。

〆問、

一-'-/ 

末
尾
の

あ
る
中
ハ
ム
ハ
章
が
冒
頭
の
五

同
様
使
者
の

M
S
d
H
H
M
m
H
・
1
M
d
喝
か
で
始
ま
る
こ
と

に
値
す
る
。

又
六
六
章
二
節
と
五
六
章
入
欝
の
同
%
が
認
〈
ょ
ふ
宮
内
M
H
H
m
qー
)

凶

ゐ

H
d
qげ
の
対
応
に
も
往
路
。

で
あ
る
。

他

に
し
か
出
て
来
な
い
。
郎
ち

- 57 

〆ーヘ

一一、司d〆

言
語
ふ
叩
ぺ
mHlsoず
ぴ
鍛
え
〈
我
が
言
葉
に
戦
く
)
と
相
似
た
表
裏
は

イ
ガz

六
六
章
五
節
、

他
に
四

O
、
一
五
心
、

品
。
ス
ラ
議
九
掌
四
節
、

こ
こ
に
伝
承
(
史
的
に
詩
篇

五

九

六

九

議

も

併
mm〉
の
影
響
関
係
を
見
、

!一一

a
節
か
ら
ニ
L
U
鎗
へ
の
移
行

こ
こ
か
ら
説

現
し
よ
う
と
し
た
。
然
し
こ
の
説
明
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
一

i
ニ

a
節
の
中
心
で
あ
る
神
殿

及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

a
館
か
ら
ニ

b
館
へ
の

一、建
設
は

見、
F乙、
る、

だ ー
け ー
で 三
あ 議
ゥで

tま

よ
れ
ば
、

』土

よ
く
考
え
て
み
る
と
内
在
的
に

で
あ
る
。
一
つ
は
、
神
殿
宏
一

i
二

a
節
で
、
ひ
い
て
は
そ
こ
で
執
り
円
な
わ
れ
る
祭
犠
そ
の
も
の
を
一
ニ

i
圏
第
で
苔
諮
ず
る
関
連
で
、

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も

つ
の
解
釈
が

よ
り
実
質
的
で

へ
の
信
仰
的
態
震
が

一
b
節
で
述
べ
、
b
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

い
は
第
二
に
、
伝
統

北
大
文
学
部
紀
要



吹
い
審
議
集
史
緒
論

靖
国
期
に
成
立
し
シ
ナ
ゴ

l
グ
の
母
麓
と
な
っ
た
「
言
葉
に
よ

(

問

)

(

潟

)

播
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
(
グ
ェ
ス
タ
!
?
ン
お
よ
び
バ
ウ
ラ
ッ
チ
を
参
照
ゴ

的
な
祭
儀
応
対
し

の
重
要
性
を
、

!
問
問
揺
は
対
立
的
に

〈一

z
i関
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

(毘〉

a
-
b欝
で
は
持
が
論
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
釈
の
可
能
性
、
と
し
て
次
の
三
つ

る
。
§

「
羊
を
犠
え
に

「
索
祭
を
捧
げ

「
乳
香
を
獄
、
ず
る
」
と
い
っ
た
、

正
統
的
な
禁
獄
そ
の
も
の
が
論
難
さ
れ
て
い
る

(グ

早
ル
川
ウ
ゼ
一
ン
、
プ
グ
デ
、

グ
レ
ス
マ
ン
、

H
・
シ
品
ミ
ず
ト
、

フ
ォ

i
一ブ

O 

φ
今
建
設
を
一
計
関
さ
れ
て
い
る
不
必
要
な
神
毅

拒
否
さ
れ
て
い
る

吋
二
ア
ル
、

マ
ル
日
プ
ィ
、

ヶ
;ι

ッ
ヒ
、

ブ
思
ル
ト
マ

γ
、
ブ
ォ
ル
ッ
、

ア
ィ
ッ
シ
ャ
i
、
ツ
ィ
!
、
グ
ラ
i
、

(

約

)

(

叶

州

)

マ
イ
レ
ン
パ
!
ク
、
ヴ
ェ
ス
タ

i
γ

シ
、
最
近
で

ーマ

イ

。。
に
d

!二
a
節〉

で
の
車
中
献
が
否
定
さ
れ
て
い
る

(
ド
ゥ
，

i
ム、

リ
ガ

i
)
。
母
ヤ
ハ
ウ
品
祭
儀
と
異
教
謀
議
の
混
合
し
た
形
で

;ヱ レ
ン
パ

i
夕、

{
間
)

ッ
ソ
ン
等
に
よ
れ
ば
、
ゅ
の
解
釈
試
行
き
過
ぎ

ケ
ス
ラ

i
、
グ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
、

ゼ
1
ム
ス
ド
ル
ブ
、

サ
ッ
ソ
ン
)
。

っ
て
、
犠
牲
奉
献
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
毅
説
的
に
批
判
さ
れ
る
と
と
は
旧
約
で

は
あ
り
得
…
な
い
、
と
い
う
。
然
し
七
十
人
訳
志
切
か
ふ
さ
え

p
gァ
・
:
・
・

1

ヴ
ル
ガ

i
タ
〈
円
以

C
m
H

即
日
宮
内
山
口
雪
之

EE----e
・
〉
そ

し
て
タ
ム
ラ
v
t

a 
ノ{、

防ー

ロ‘
言
欠4
::r-ロa

¥-' 

は

「
:
・
・
:
ず
る
人
は
、

:
:
:
す
る
人
の
よ
う
な
も
の
だ
」

る
こ
と
に
よ
っ
て
む

ポ
〈
@
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

エ
リ
ガ
ー
は
逆
に
@
の
解
釈
を
苔
怒
し
、
こ
れ
が
成
り
立
つ

{
山
川
〉

ゼ
i
ム
ス
ド
ル
ブ
ば
、
か
な
り
詳
じ
く
ゆ
と
告
の
解
釈
が
成
り
立

み
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
彼
の
議
論
は
本
文
批
判
上
問
題
の
多
い
H
H

阿
久
よ
か

g
Z
M
V酔
ふ

ω
g
q
p
N守
と
い

パ
ウ
ロ
ツ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、

い
こ
と
を
証
顎
し
よ
う
と
試

し
ろ
こ
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
る
。

は
夫
々
の
文

に
接
続
詞

に
川
知
っ
て
い

を
欠
く
。

「
正
抱
一
な
犠
牲
祭
最
と
異
教
的
な
そ
れ
と
を
意
識
的
に
論
争
を
巻
き
起
す
役
方

一
視
す
る
の
が



(
向
山
)

一
本
来
の
意
味
だ
」
と
い
う
可
能
性
を
考
醸
し
つ
つ
も
、
結
論
的

!
二
節
と

ら

一
i
ニ
節
が
衿
殿
建
設
を
全
面
的
に

で
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
二
一
一
i
四
抽
出
が
正
当
な
犠
牲
祭
犠
そ
の
も
の
念
論
難
じ
て
い
る
の
で
も
な
い
、
と
い
う
見
解
に
傾
く
。
「
こ

(
向
山
)

こ

の

背

談

に

は

、

宗

教

的

な

も

の

が

必

ず

し

も

信

仰

深

い

の

で

あ

る

凡

例

し
て
い
る
と

L 、、

と

れ
に
せ
よ
ど
の
解
釈
が
庇
し
い
か
の
決
め
手
は
、
一
一
一

l
四
掛
却
を
一
i
i
一

に
読
む
か
一
台
か

っ
て
い
る
。

(
五
)

関口

b
-
c
欝
は
六
五
章

b
-
c
節
と
ほ
ぼ
間
同
じ
で
あ
る
。

A
五
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

EMMpgS山
富
一
£
l

今川

MVM山
村
ひ
(
設

〔

上

述

も

併

照

u
o

議
集
史
的
な
視
点
か
一
度

(
山
山
)

グ
ス
ト
の
文
脈
か
ら
の
み
解
す
る
限
り
、
次
の
よ
う
な
ヴ
ェ
ス
タ

i
マ
ン
の
解
釈
は
正
鵠
を
得
て
い
る

に
恐
れ
戦
く
者
達
)
と

外
視
し
て
、

う
に
思
わ
れ

る。

れ
司
君
達
を
追
い
出
し
た
者
達
』

の
、-'

瑚
り
は
或
る
特
定
の
神
の

つ
ま
り
救
済
の
約
束
、

に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

59 

る
か
ら
、
こ
の
吋
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
に
戦
く
者
連
』
と
い

て
い
る
の

救
済
の
約
束
司
令
}
経
く
鍛
じ
て
い
る
人
達
の

ラ長r こ
ると
円、で
宍あ
ーろ

う
しー

と

色

5
0仲
(
喜
び
)
と
い
う
盤
要
な
言
葉
、

六
章
一

O
館
。
他
に
六

O
章
一
部
以
下
、
六
一
章
一

O
節
も
保
照
〉
と
い
う
事
実
も
上
の
ヴ
且
ス
タ
1
マ
ン

い
は
そ
の
動
語
形

zgmwザ

が
龍
の
箇
所
の
約
束
に
出
て

七

続
い
て

る
べ
き
は
、

ょ
事
狩
炉
内
W
H
M
M

窓口
@
w
b
k
Z
話
回
以
@
波
乱
円
山

pwzgMagmwぷ
話
相
。
富
山
門
我
が
名
の
故
に
君
達
を
増

遣
を
追
放
し
た
君
達
の
兄
弟
議

1
i
こ
の
訳
に
つ
い
て
は
後
述
(
八
)
参
鰐
〕
と
は
一
体
持
者
か
、
で
あ
る
ハ
後
述
(
八
〉
円
九
)
併
惑
〕
。

(
校
)

ヴ
ム
ズ
ダ
!
マ
ン
そ
の
他
多
《
の
一
一
政
解
者
の
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
教
務
の
約
束
を
無
益
な
い
し
潮

ず
る
者
達
で
あ

北
大
文
学
部
紀
婆



第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
議
議
集
史
緒
論

{
叫
明
}

る
。
然
し
ヴ
ェ
ス
タ
!
?
ン
は
こ
の
解
釈
が
必
ず
し
も
自
拐
で
な
い
こ
と
合
正
当
に
も
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

い
わ
く
、

ニ
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
情
説
に
つ
い
て
よ
り
は
っ
き
り
脅
か
れ
て
い
る
錨
所
は
市
約
中
ど
こ
に
も
な
、

と
一
言
っ
て
こ
こ
で
も
、
「

ガ
が
品
加
方
を

何
故
楢
憎
ん
で
い
る
の
か
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
い
、
又
い
わ
く
、

五
章
一
節
以
下
や
六
六
章
コ
一
節
で

(
異
教
〉
祭
儀
に
奔
っ

て
非
難
さ
れ
て
い
る
人
々
が
こ
こ
勺
も
問
欝
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

(向山)

研
究
者
も
い
る
。
部
え
ば
ド
ヮ

i
ム
泣
「
君
達
の
兄
弟
達
」
と
は
、
捕
臨
帰
還
の
品
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
サ

γ
リ
ヤ
人
勺
あ
る
と
し
、
ブ
ォ

(
問
問
〉ル

ツ
は
祭
最
教
関
の
中
で
支
観
的
位
罷
に
立
ち
終
末
論
的
な
神
の
言
葉
を
蔑
し
た
不
度
者
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈
叫
明
}

ロ川削内山叩
whw

と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
ド
ゥ
!
ム
に
よ
れ
ば
、
ロ
MHay妙
は
こ
こ
で
タ
ル
ム
ー
ド
に
お
け
る
よ
う
な
「
破
門
す
る
」

こ
れ
又
判
然
と
し
な
い
」
。

他
の
解
釈
の
可
能
性
を
唱
え
る

〈
八
)

ドと
'7 ¥，、

l う
ム意
説味
tこで
詑使
う まっ
。れ

独て
り L、
ブる
オの
ノレ ¥: 

ツま

のな
く

離
後
ほ
ど
ん
ど
全
て
の
註
解
者
が
こ
の

は
向
。

smw〆
ロ
加
。
詰
問
と
い
う
設
い
廻
し
も
考
え
併
伎
で
、
か
な
り
後
代
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
へ
レ
ぷ
ズ
ム
持
代
ま
で
降
る
、
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
説
も
充
分
可
能
で
あ
る
。
伺
故
な
ら
ロ
山
田
忠
弘
と
い

単

「
追
い
出
す
」

と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

一鈴ー

加

、剛惇

は
市
約

で
は
他
に
「
迷
、
ざ
け
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
ア
モ
ス

の
用
例
し
か
な
く

スで
タの
l 用
マ 法
ン'@を
は推
グ定

ず
る
結
対
数
に
欠
け
、
ま
た
タ
ル
ム
ー
ド
の
用
法
が
こ
こ
に
開
放
合
わ
な
い
か
も
詳
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ヴ

{制収

ラ
;
ン
と
共
に
、
「
閥
グ
ル
l
ヅ
は
ま
だ
同
じ
教
患
に
属
し
て
い
る
」
、
と
考
え
る
。
然
し
一
方
の
グ
ル

i
ブ
が
既
に
追
放
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
主
張
す
る
決
め
手
は
な
い
。
分
錦
〈
b
O
H
w
o
d
詑
5
5
及
び
怒

d
立
た
w
w
y品
刊
誌
)
は
必
ず
し
も
米
来
な
い
し
現
在
を
指
す
の
み
な
ら

ず
、
過
去
を
も
指
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
文
脈
か
ら
は
む
し
ろ
過
去
宏
指
し
て
い
る
可
能
性
の
方
が
高
い
。
と
い
う
の
は
、
元
来

す
で
に
追
放
さ
れ
た
者
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
窃
り
の
営
葉
を

の
兄
弟
達
は
諮
っ
た

(
d
c
u
Jひ
と
い
う
完
了
形
が
能
わ
れ
て
い

る
と
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
一
つ
並
ん
で
出

る
分
誌
の
持
制
は

応
関
じ
と
と
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
米
楽



と
と
る
と
、
芯
弓
d
w
y
o
B
の
意
味
(
「
君
達
を
憎
む
で
あ
ろ
う
」
)
が
お
か
し
い
。
こ
れ
を
現
在
と
と
る
と
、
今
度
は

B
d
m門

EAM-岳
O
B

の
意
味
(
「
君
達
を
追
出
い
し
つ
つ
あ
る
」
)
が
如
何
に
も
奇
妙
で
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
分
調
も
過
去
と
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
意
味

市
九
)

-
。
白
山
崎
向
ロ
加
。
自
問

(
君
達
の
兄
弟
達
は
語
っ
た
)
」
!
〕
。

(
防
)

と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
「
『
私
の
名
の
故
に
』
と
い
う

ま
た
君
達
を
追
放
し
た

が
通
る
の
で
あ
る
〔
「
君
達
を
憎
ん
だ
、

理
由
付
け
は
、
敬
度
者
達
が
そ
の
敵
達
に
対
し
て
、
神
と
そ
の
言
葉
の
故
に
対
立
し
た
、

換
言
す
れ
ば
、
「
君
達
の
兄
弟
達
」
は
「
君
達
」
が
神
と
そ
の
救
済
の
約
束
に
固
執
じ
た
が
故
に
、
こ
れ
を
圧
迫
し
た
の
だ
、
と
。
然
し

}OBmぺ
ωロ
と
い
ラ
言
葉
は
通
常
理
由
付
け
の
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
特
に
お
自
と
結
び
付
い
た
用
例
で
は
例
外
な
く
目
的
を
表
す
。
旧

約
の
そ
の
全
て
の
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
列
王
記
上
八
章
四
一
節
、
詩
篇
二
三
篇
三
節
、
二
五
篇
一
一
節
、
一
二
一
篇
四
節
、
七
九

一
四
三
篇
一
一
節
、
イ
ザ
ヤ
書
四
八
章
九
節
、
六
六
章
五
節
、

と
い
う
意
味
で
し
か
あ
り
得
な
い
」
、
と
。

篇
九
節
、

一
O
六
篇
八
節
、

一
O
九
篇
二
一
節
、

エ
レ
ミ
ヤ
室
百
一
回
章

- 61ー

七
・
二
一
節
、

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
ニ

O
章
九
・
一
四
・
二
二
・
四
四
節
、
歴
代
誌
下
六
章
三
二
節
、
以
上
で
あ
る
。
従
っ
て
不
度
者
も
主
観

と
い
う
意
味
に
と
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
即
ち
敬
度
者
・

的
な
目
的
意
識
と
し
て
は
、
「
神
の
御
名
の
為
に
」
兄
弟
達
を
追
い
出
し
た
、

不
度
者
の
対
立
と
い
う
の
は
、

一
方
の
側
に
立
つ
て
の
説
明
で
あ
っ
て
、
主
観
的
に
は
両
者
と
も
敬
度
な
つ
も
り
で
い
た
、
と
と
る
方
が

こ
こ
で
の
事
態
の
深
刻
さ
を
穿
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

一

O
)♂

「
君
達
の
兄
弟
達
」

の
発
言
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
。

致
し
て
い
る
。

第
三
イ
ザ
ヤ
書
の
幾
つ
か
の
箇
所

(
五
六
ノ
七
、

こ
れ
が
瑚
笑
的
な
言
辞
の
引
用
だ
、
と
い
う
点
で
は
解
釈
者
は
一

六
O
ノ
一
五
、
六
一
ノ
三
・
七
・
一

O
、
六
五
ノ
一
三
・
一
四
・
一

(
問
)

マ
イ
レ
ン
パ

l
ク
は
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ウ
リ

八
・
一
九
)

(
削
)

?
チ
は
「
喜
び
」
と
い
う
概
念
が
こ
の
節
と
続
く
段
落
(
特
に
六
六
ノ
一

O
)
を
結
び
付
け
て
い
る
点
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
ヴ
ェ

で

敬
度
者
の
待
望
す
る

「
喜
び
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

北
大
文
学
部
紀
要



第
一
一
一
イ
ザ
マ
豊
富
価
税
然
史
緒
論

{
叫
山
}

ス
タ
!
?
ン
に
よ

一
節
以
下
な
ど
と
結
び
付
く
可
能
性
が
あ

だ
が
「
詞
故
こ
の
酬
明
り
と
鰭
し
み
、
が
、
救
済
の
告
知
に
酉
執
す
る
者
連
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
は
詳
ら
か

る
べ
き
将
来
の
救
い

「
ヤ
ハ
ウ
広
が
畿
や
ら
れ
ま
す
よ
う

と
い
う
言
い
方
は

な
い
。
或
い
は
、

る
敬
愛
審
議
が
、
そ
の
敵
対
者
譲
に
と
っ
て
は
よ

け
な
い
鎮
向
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ヘ
と
ヴ
品
ス
タ
ー
マ
ン
は
付
言
し
て
い

加

、一

に
見
え
た
義
実
の
問
題
雷
攻
、
受
け
付

/同句、

一
一、--'

五
節
は

の
文
脈
の
中
で
ど
う
位
麓
付
け
ら
れ
る
か
。
五
節
を
一
七
節
と
結
び
付
け
る
解
釈
者
逮

ず
デ
、
チ
ェ
イ
ン
、

デ
ィ
ル
マ
ン

I
キ
了
ア
ル
、

ブ
ォ
ル
ツ
、

フ
ォ

1
ラ

!

は
当
然
、

テ
ク
ス
ト
伝
承
で
は
軒
故
問
節
が
切
り
議
さ
れ
た
の
か
、

品
リ
ガ

i
は
五
枇
却
を

に
説
開
閉
し
て
い
な
い
。

節

説
明
で
ぢ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
遺
櫨
な
が

J¥  

の

み
な
す
。
「
主
題

a
節
〉
は
以
下
で

い
う
方
向
に
、
第
一
一
一
に
、
ー
で
ハ
ウ
ェ
の
敵
は
恥
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
方
向
に
、

つ
の
方
向
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

部
ち
第
一
に
、

ヤ
ハ
ウ
ェ
は
ヤ
ハ
ウ
忠
の

62ー

の
方
向
(
六
節
及
び

四

bp-一

に
よ
っ
て
枠
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

で
あ
る
。
し
か
も
第
一
の
方
向

然
し
、
ヴ
ェ
ス
タ

撲
を
喜
ぶ
だ
ろ

一
回

b
l
ム
ハ
欝
の
敵
は
諸
問
誌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
後
述
三
八
)
鉾
熊
す

つ
命
品
、
り
ζ

の
敵
達
は

かw

そ
れ
だ
け
で
独
立
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
孤
立
さ
せ
た
訳
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
取
り
も
惑
ざ
ず
五
節
の
泣
置
付
け
と
い
う
間
い
を
無
識
し

(
問
問
}

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
パ
ウ
ザ
ヅ
チ
は
、
ヴ
ェ
ス
タ

1
γ

ン

の
「
君
達
の
兄
弟
速
い
と
は
別
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ス
タ
!
?
ン
ば

ヲ
ガ

i
と
違
っ
て
、

に
従
い
つ
つ
も
、
問
時
に
こ
の
間
い
に
答
え
よ
う
と
試
み

「
籍
条
者
が
何
故
こ
の
五
節
の

持
十
答
え
る
に
難
く
な
い
。
繍
集
者
は
間
関
ら
か
に
、

て
い
る
。

い
わ
《
、

こ
こ
に
挿
入
し

ゐ
矯
況
を
、
五
節
笠
間
様
に
教
毘
ー
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
人
々
の
そ
れ
と
だ
ぶ
ら

然
し
と
の
答
え
で
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
パ
ウ
リ
ヂ
都
内
故
六
六
章
一
丸
節
が

v:l:. 

第
一
一
一
イ
ザ
ヤ

の
新
し
い
聞
き
手
に
弱
点
化
向
け
る

し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
ヘ

と



ハ
欝
以
下
の

に
入
れ
ら
れ
た
か
、
と
い
う
聞
い
に
答
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
何
故
他
な
ら
ぬ
こ
こ
に
、
郊

に
置
か
れ
た
か
、
と
い
う
簡
い
に
は
答
え
な
い
か
ら
で
あ

中
ハ
章
四
節
ま
で
と

第
三
イ
ザ

〈
六
節
を
め
ぐ
っ

J

(
一
二
)
一
」
ハ
節
で
神
畿
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

(
山
川
)

い
」
(
ヴ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
)
。

思
ル
サ
レ
ム
神
設
が
既
に
再
建
さ
れ
て
い

と
解
す
る
外
は
な

と
は
誰
か
。

市
)

パ
ウ
り

γ
チ
の
考
え
は
こ
う
で
あ
る
、
「
七
i

四
節
で
は
教
回
出
向
で
の

を
返
す
』
〈
鐙
シ
閉
ノ
九
以
下
参
照
。
他
に
イ
ザ
一
一
一
一
ノ
四
、

万a

ノ

八
〉
と
い
う
表
識
は
外
敵
に
向

け
て
、
襲
わ
れ
る
の

か
ら
、
六
鯖
の

も
諸
問
問
銭
安
拐
し
て
い
る
の
で
あ

と
o 

然
し
六
節
も
何
も
独
り
七

i

凹
節
だ
け
で
、
な
く
J
七
J
-
七
館
、
一
史
に
は
直
襲
五
節
哲
也
関
連
付
け
て
考
え
る
な
ら
、
、
こ
の
「
敵
達
」
は

{
山
間
)

こ
と
も
可
能
と
な
る
(
フ
ォ
!
日
ブ

1
参
照
〉
。
ま
た
「
仇
を
哨

で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
内
部
の
不
産
者
で
も
あ
り
得
る

よ
結
び
付
け
て
b

解
す
る
か
と
い
う
問
題
と
の

の
内
部
の
反
対
派
と
よ
る

，-63 

ル
)
の
対
象
は
決
し
て
い
つ
も
イ
ス
ラ
叫
ル
の
外
轍

(
例
え
ば
イ
ザ
六
五
ノ
六
)
。
そ
れ
故
こ
の
問
題
は
、
六
節
な
前
後
ど
の
欝

新
た
に
向
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
Z
E患
の
ど

〈
七
i
九
鱗
を
一
め
ぐ
っ
て

V

〆'働、、

ル
サ
レ
ム
ば
飽
に
多
く
の
心
配
事
令
換
え
て
い
た
と
は
い

五
役
純
中
葉
で
も
ま
だ
・
入
門
村
過
密
に
つ
い
て
だ
吟
は
心
配
し
で
い
な
か
っ
そ
れ
だ
け
に
繍
閥
解
放
直
後
の
持

サ
レ
ム
が
再
建
さ
れ
て
皆
帰
還
す
る
と
い
ら
)
完
全
な
救
い
な
、
ど
単
な

ネ
ー
で
、
、
ャ
書
七
章
四
節
、

九
一
一
ノ
一
・
二
も
併
熊
)
iJ為

ら
知
ら
れ
る
よ
う

伐
に
は
な
お
さ
ら
)

一
イ
ザ
ヤ
に
よ

れ
た
門

北
大
文
学
部
一
紀
要



第
三
イ
グ
ヤ
醤
編
集
史
緒
論

る
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
緩
ま
る
の
で
は
な
い
か
、

(
山
山
)

と
人
々
が
恐
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
懇
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
い
〈
パ
ウ
ジ
ヅ
チ
)
。
然

ま
た
入
節
の
混
同
を
も
っ
て
始
ま
る

(

山

段

階
畿
の
援
問

uH
疑
問
文
を
諸
費
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
判
ソ
ー
ス
タ

i
マ
ン
が
七
!
九
節
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は

し
六
六
章
七
!
八
節
は
、
砲
丸
章
一
一

G
i一
二
錦
織
や
五

{

間

判

}

(

山

間

)

で
あ
る
(
ツ
イ
ン
メ
リ
。
パ
ウ
ヲ
ッ
チ
も
静
照
v
o

節
な
ど
に
晃
ら
れ
る
第
ニ
イ
ザ
ヤ
に
よ
あ
祖
国
復
興
の
イ
メ
ー
ジ
の
再
現

の
問
い
は
第
一
一
イ
ザ
ヤ

/ 

'-" 

の

廷
し
い
で
あ
ろ
う
、
即
ち
、

ま
り
こ
の
桂
信
の
イ
メ
ー
ジ
が
簡
ら
ず
も
描
き
出
し
て
い
る
の
は
、
第

イ
ザ
ヤ
の
使
伎
が
生
み
出
さ
れ
た
情
説
が
こ
こ
ほ
ど
は
っ
き
り
出
て
い
る
所
は
他
に
殆
ど
な
い
。

て〉

イ
ザ
ヤ
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
救
い
が
中
道
に
し
て
挫
折
し
た

と
い
う
情
況
で
あ
る
」
、
と
。
或
い

す
れ
ば
、
戦
争
や
破
壊
も
な
し
に
。
:
;
:
神
は
イ
ス
ヲ

に
、
「
品
ダ
の
閣
は
檎
国
民
議
を
一
挙
に
取
り
戻
す
:
:
:
し
か
も
『
苦
し
む
』
こ
と
な
く
、

ル
へ
の
新
し
い
救
い
の
業
を
始
め
給
う
た
り
こ
れ
が
完
成
に
支
で
至
ら
な
い
筈

- 64ー

が
あ
ろ
う
か
同

八
一

O
i
一
一
節
含
め
ぐ
っ
て
〉

(
叫
叩
}

〈
一
五
)
ボ
ナ

i
ル
は
群
衆
の
シ
オ
ン
へ
の
歓
呼

(
閣
)

し
ろ
ヴ
ス
タ
!
?
ン
等
と
共
に
「
第
二
イ
ザ
ヤ
へ
の
強
い
依
存
」
を
克
て
取
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

は
詩
第
二
一
二
鱗
や
二
一

の
摘
柑
?
を
思
わ
ぜ
る
、

こ
こ
で
は
む

O
i
 
節
の
歓
呼
の
声
は
、

ノ
五

b
、
ム
ハ
五
ノ

^ 

第
一
一
イ
ザ
ヤ
の
五
問
章
一
・
閉
・
五
節
等
を
患
い
趨
こ
さ
せ
る
の
で
あ
る
(
他
に
第
一
ニ
イ
ザ
ム
ハ
一
ノ

(
町
山
)

も
比
較
の
こ
と
。
な
お
ツ
イ
ン
メ
リ
併
照
〉
。

。
、
六

二
イ
ザ
ヤ

(密

O
ノ
一
、

四
九
ノ
一

に
由
来
し
、

よ
く
使
わ
れ
る

(
五
七
ノ
一

八
、
六
一
メ

『
穀
め
る
』
と
い
う
語
が
こ
こ
で
は

と
い
う
一
世
間
葉
と
対
に
な
っ
て
捷
わ
れ
て
い
る
。
但
し
後
者
は
第
三
イ

(

問

)

節

}

一
イ
ザ
ヤ
に
は
出
て
来
な
い
い
〈
パ
ウ
ヲ
ッ
チ
。
ツ
イ
ン
メ
リ
ー
も
併
照
〉
。
な
お
一

O
i
一
一
郊
の
み
な
ら

ヤ
に
の
み
六
罰
登
場
し
、



一
二

i
一
関
惑
で
も
同
じ
だ
が
、

シ
オ
ン

人
称
で
、
民
は

人
称
で
語
ら
れ
て
い
る
の
が
、

の
で
あ
る
しー

ヴ

ス」
!;{で

i り
もす ママ

ン126議委
'-"'~で

ーあ
る。

「第

イ

ザ
ヤ
で
は
シ
オ
ン
と
畏
は
一
つ
な
の

こ
こ
で
は
略
者
は
分
離
し
て
出

人

一
一
!
一
回
節
会
め
ぐ
っ
て
〉

(
一
六
)
ムノ、

b
欝
の
背
後
に
は
間

b
蔀
が
あ
り
、

一
八
節
が
あ
る

(
山
間
)

〈
ツ
イ
ン
メ
リ
参
顛
〉
。

間
様
に
六
六
章

あ
り
、
ム
ハ

密

a
節
の
背
後
に
は
ふ
ハ

O
章
五

a
節、

(
山
明
)

四
銭
が
あ
る
。
ヶ
ス
ラ
ー
は

穴
章
一
二

c
-
d簡
の
背
後
に
は
四

b
第、

に
六
六
掌
一
回

a
p節
の
背
後
に

四
九
章
一
一
一

一
c
節
の
背
後
に
は
六

c
務
、
六

O
章
四
b
鮪
が

。
章
五

b
節
、
六

一
六
位
制
と

節
に
つ
い
て
、

を
与
え
る
母
シ
オ
ン
と
い
う
表
象
を
、

預
一
山
内
総
務
自
身
神
学
的
見
地
か
ら
訂
正
し

て
い
る
、

と
の
印
象
い
を
持
っ
た
。

「
ヤ
ハ
ウ
?
を
女
性
の
形
明
、
叙
述
す
る
こ
と
は
沼
約
の
簡
の
箇
所
で
は
厳
に
粧
ま
れ
て
き
た
が
、
こ

こ
で
初
め
て
そ
の
'
館
一
統
が
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
。

(
一
七
〉

d-vymwa宅
(
彼

〈滋

パ
ウ
リ
ハ
ッ
チ
は
議
題
民
、
そ
の
他
殆
ど
の
註
解
者
は
不
農
者
と
と
る
。

六
節
と
を
繋
げ
る
畿
き
を
し
て
い
る
。 と

は
誰
か

/同ヘ

併
問
熊
U

。下内ソ
l

サ
マ
り
ヤ

ヴ
ェ
ス
タ

i
γ

-65 

お
フ
ォ
ル
「
ツ
に
よ
れ
ば

間

b
p節
は
一
密

a
簡
潔
で
と
一
五

人

二
ハ
節
を
め
ぐ
っ
て
〉

{
m
w
)
 

ヴ
品
ス
タ
!
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
六
爺
で
告
げ
ら
れ
た
、
諸
冨
誌
に
対
す
る
持
の
審
判
明
は
、

一
六

〆'、、
簸
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
・
:
;
こ
こ
で
の
教
は
、

い
神
顕
現
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
の
よ
う
に
そ
の
都
度
イ
ス
ラ
エ
ル

し
た
者
逮

な
の
で
は
な
く
、

一
般
で
あ

と

北
大
文
学
部
総
事



第
一
ニ
そ
ザ
ヤ
審
続
検
知
耐
火
緒
論

〈
…
七
節
を
め
ぐ
っ
て

V

(mm) 

(
一
九
)
ぶ
ナ

1
ん

は

相

似

た

表

現

を

、

イ

ザ

ヤ

六

七
一
一
一
鱗
一
九
節
、
レ
ピ
詑
七
章
一
二
節
、
一
一
章
一

0
・
二
九
・
一
節
の
諸
処
に
見
出
し
て
い

{間〉

五
・
七
節
と
ム
ハ
ム
ハ
章
一
七
篤
と
の
親
近
伎
に
は
注
目
し
て
い
る
。
ケ
ス
ラ

i
は
、
六
六
怒
一
七
節
を
六

{

m

g

(

沼
)

な
い
か
さ
考
え
た
。
ヴ
品
ス
タ
!
?
ン
は
こ
れ
か
}
可
能
と
み
な
し
て
い
る
。
ブ
ォ
ル
ツ
は
一
z
V
M

節
を
一
一
一

i
m出
節
(
或
い

(
市
川
)

マ
イ
レ
ン
バ

i
ク
は
こ
れ
に
批
判
的
で
あ
る
。

キ
エ
ル殆

ど
の

a 註
節解…
に者 O
繋~
げ六一
得五 一
る 章節
の一、

で
iま

b 

に
五

i
六
節
〉

と
共
に
、

手
に
滞
ず
る
け
か
、

い
わ
く
、

マ
ノ
ゆ
ペ
ル
ツ
そ
の
他
の

t土

七
節
を
三

1
ポ
舗
に
繋
げ
る
が
、

形
式
的
に
も
文
体
的
に
も
こ
の
処
践
は
不
適
切
で
あ

六
鑓
と
…
人
i
二
四
郊
の
繋
ぎ
と
し
て
作
ら
れ
た
」
と
主
張
し
つ
つ
も
、
こ
の
主
張
を
具
体
的
に
展
開
す
る
に
は

(mg 

こ
の
連
関
で
組
問
問
に
植
す
る
の
は
、
パ
ウ
リ

γ
チ
の
次
の
観
察
で
あ
る
。

と

然
し
マ
イ
レ
ン
パ
ー
ク
も
「

66-"-

七
節
が
一

i

カミ

'つ

ご
七
節
は
鶴
見
的
な
性
格
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
議

国
民
へ
の
審
判
と
い
う
側
醤
し
か
持
っ
て
い
な
い
直
前
六

l

六
館
の
断
片
に
、

の
地
仰
の
民
の
内
部

不
可
避
で
あ
る
と
い

う
契
穣
を
付
け
加
え

(二

ov
，
〆
四
川
町
民
ぶ
H
V

包
F
σ
蕊
仲
間
同
判
明
。

w
y
(真
ん
中
の
一
入
門
な
い
し
一
つ
〕

(mu 

uv

ン
パ
;
ク
当
該
筒
所
に

る
の
で
あ
る
」
。

い
〉
の
様
々
な
解
釈
の

に
つ
い
て
は
、

竹ず

イ

や
理
解
不
可
協
な
形
で
書
か
れ
て
い
る

レ
ぃ
。
何
れ
に
せ
よ
テ
ク
ス
ト
が
壊
れ
て
い
る

{
問
)

〈
パ
ウ

F
Y
チ
〉
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(
マ
イ
レ
ン
パ

i

か
、
或
い
は
現
代
の
我
々
に
は
も
は

〈

八
!
一
一
ニ
節
を
め
ぐ
っ

一
'
こ
節
の
告
の
叩
お
き
(
彼
ら
か
ら
〉
が
荷
を
揺
す
か
、

に
つ
い
日
て
解
釈
は
一

に
い
分
か
れ
る
。

は
「
イ
ス
ラ
ザ
ム
ル

〈一一一
Ui



人
の
う
ち
か
ら
い
の

に
と
り
、

る
の
で
あ
ろ
タ
か
r
p
Nソ
年
ス
タ
!
?

の
考
察
の
出
発
点
は
、
正
に
こ
の
開
い
に
あ
っ
た
。
複
は
次
の
よ
う

て
い
る
二

O
節
主
関
連
付
け
て
考
え

「
諸
問
問
誌
の
う
ち
か

の
意
に
解
す
る
の
で
あ
る
。
、
何
故
こ
の
よ
う
に
解
釈
が
分
か
れ

る
。
一
郎
ち
、

鮪

を
J

勺
久
山
ブ
叫
ル
人
に
つ
い

か

の

意

味

で

あ

「
彼
ら
の
う

節
で
一
単
一
万
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
と
す
れ
ば
二

2ま

「
イ
ス
ラ
応
ん
よ
の
う
ち

然
し
元
来
の
テ
ダ
ス
ト
で
は
一
人
・
一

つ
い
て
語
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
慰
問
山
山
M
A
W

慢
も
当
然
「
諸
国
民
の
う
ち
か
ら
」
の

二
一
節
の
前
代
米
関
の
普
遍
救
務
主
義
は
捕
囚
後
の
京
続
的
な
で
タ
ヤ
教
徒
の
ヰ
に
は
行
き
過
ぎ
に
響
念
、
被
ら
は
意
識
的
に

{
市
川
)

主
義
的
な
視
点
か
ら
こ
れ
か
〕
訂
正
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
訂
正
が
一
一

0
・
こ
こ

i
二
四
箆
で
あ
る
。
別
の
笹
震
で
ヴ
品
ス
タ
!
マ

ン
は
も
ム
ハ
ム
ハ
章
二

O
節
と
二
一
一
部
の
間
に
五
九
章
一
一
一
節
念
挿
入
す
べ
き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
谷
川
M
W
M
2

ロ
の
開
題
を
別
の
接
点
か
ら
論
じ

{患

で
い
る
の
は
ゼ
I
ム
ス
ド
ル
ブ
で
、
彼
は
こ
れ
を
本
文
批
判
上
争
わ
れ
る

g
w
w
o
r
a
g
gマ
4
4
q
3
5
と
い
う
設
い
潤
し
と
の
関
連
で

考
察
し
て
い
る
。
彼
は

zw-内

AMY9aBd司
ogHOJ三可
1
5
乃
奈
川

owozd凶
器
問
。
訟
判

1MU
と
本
文
の
子
管
支
で
読
み
換
え
る
こ
と
に
は

反
対
す
る
。
と
い
う
の
は
、
祭
司
と
レ
ピ
入
会
}
区
附
加
す
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
い
る
元
来
の
テ
ク
ス
ト
宏
、
拘
故
よ

碍
者
を
平
和
的
に
設
議
す
る
読
み
方
に
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
そ
の
必
熱
性
が
現
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ

み
換
え
の
可
能
性
で
あ
る
。
「
冠
詞
令
付
け
て
い
る
マ
ソ
レ
ァ
ト
従
う
な
ら
ば
、

た
だ
神
殿
紋
織
と
の
類
比
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
節
も

に
な
る
。

一
八
・
一
九
・

の
為

を=

寵
カミ
れ
蜘て

L 、
る
人
々 U土
の母
在音
務の
は読
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、
る

な
く
て
釘
ダ
マ
と
冠
調
な
除
い

っ
て

B
m
v
m
g
は
諮
欝
民
を
指
す
こ
と
と
な
る
。

『
祭
司
に

;
i
-
採
用
す
る
』

e

と
訳
、
す
な
ら
ば
、
な
る
ほ

法
問
様
に
可
龍
だ
が
、
:
:
:
然
も
藷
愚
民
が
既
に
祭
司
の
役
割
安
}
果

そ
う
で
は

イ
ス
ラ
エ
ル

る
こ
ん
}

る一一

O
節
を
隣
設
す
れ
ば
、
こ
の
解
釈
の

は
一
一
緩

る
が
、
然
し
そ
う
す
る
と
二
二
範
の
摘
、
w援
が
理
解
周
期
難
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、

ス
ラ
エ

勺
げ
る
こ
と

北
大
文
学
部
紀
要



ヤ
書
編
集
史
綴
論

に
よ
っ
て
ど
う
し
て
イ
ス
ラ
且
ル
の
生
物
学
的
な
存
続
が
確
保
さ
れ
得
る
の
か
、

ス
ド
ル
フ
は
次
の
よ
ろ
に
結
論
す
る
、
「
如
上
の
解
釈
だ
と
こ
の
よ
う
な
難
点
が
生
ず
る
の

一
一
次
的
な
挿
入
と
み
な
し
、
惑
や
}
藍
接
二

O
欝
に
結
び
付
け
て
考
え
る
の
が
妥
当
な
線
で
あ

よ
く
わ
か

t

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
い
。

こ
こ
か
ら
ゼ

i
ふ

結
晶
ブ
ォ

1
一フ

i

二
一
節
を

と

八

…
閉
館
を
め
ぐ
っ
て
〉

{
問
)

エ
担
ガ
!
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
最
も
後
代
の
付
加
が
恐
ら
く
六
六
章

〆問、

一一一一、-'

一
一
一
節
で
結
び
の

…
一
一
…
欝
で
あ
ろ
う
。

々
に
仕
上
最
け
て

こ
れ
は
編
集
者
の
手

に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
編
集
者
の
作
だ
と
す
る
と
、

こ
の
編
集
者
は

ら

自
ら
こ
れ
か
}
台
無
し
に
し
て
み
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
4
4
0
V
M
C
、
"
と
い

い
方
が
そ
も
そ
も
、
こ
れ
が
議
集
句
に

に
付
け
足
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し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
然
も
こ
の
付
加
が
な
さ
れ
た
持
問
は
、

か
な
り
新
し
い
と
思
わ
れ
る
。

9
7
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

郡
山
凶

σぴ
h
H
2
H
H

お
よ
び

a
H
O
円
円
A
V
M
M

は
全
く
後
代
の
一
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
地
獄
と
い
う
観
念
も
後
代
の
産
物
で
あ
る
」
。

パ
ウ
リ

な
る
」
、

(
伽
)

て
い
る
い
か
ら
で
あ
る
。
ゼ

i
ム
ス
ド
ル
ブ
は
、
周
一
訟
の
時
代
を
め
ぐ
る
こ
う
し

る
。
と
い
う
の
は
、
「
旧
約
で
初
め
て

に
続
く

0/ 

と
っ
て
は
二
部
節
の
み
が
「
か
な
り
後
代
の
人
の

飛
罰
に
つ
い

な
い
。
一
八

i
一
九
節
と
の
用
語
上
の
対
応
に
基
づ
い
て
こ
こ
な
解
釈
す
る
と
、
一

に
は
余
り
関
心
会
示
さ

四
節
の
同
添
加

3
5
が
前
故

人

i
…
九
節
で
裁
か
れ

た
諮
問
闘
員
で
な
く
、

ま
た

の

w
v
t
i
Z
Z吋
が
裁
き
を
髭
れ

々
で
あ
り
得
な
い
の
か
、

詳
ら
か
と
し
な
い
。

然
も
こ
の
、

裁
き
・
を
免
れ
た
人
々
は
、
ニ

O
節
で
ヤ
ハ
ウ
ェ

し
て

か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
止
に

一
一
一
節
の
描
出
?
と
対
中
必
ず
る
の
で

告
の
る
。

「
就
中
間
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

一
五

i
一
六
節
と
の
比
較
か
ら
こ
の
間
態

い
光
が
投
ぜ
か
け
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
、

恥で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、

一
八
!
一
九
簡
が
諸
悶
民
へ
の
審
判
判
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
な
ら
ば
、

人
爵
以
下
は

し
て
一
五

i
ム

ノス



節
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
て
、
二
二
節
と
二
三

i
二
四
節
の
聞
で
区
切
る
よ
り
、
む
し
ろ
一
六
節
と
一
八
節
以
下
の
間
で
区
切
っ
た
方
が
よ

い
か
ら
で
あ
る
。
二
三

i
こ
四
節
の
成
立
時
期
が
遅
い
と
い
う
こ
と
は
確
か
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
八
節
以
下
と
分
つ
理
由
に
は
な

ら
な
い
」
。

で
公
問
え
た
か
、

以
上
で
、
前
節
で
従
来
の
研
究
史
を
顧
慮
し
て
区
切
っ
た
最
小
単
一
克
ご
と
に
、
何
が
釈
義
上
問
題
で
あ
り
、
研
究
史
は
そ
れ
に
ど
こ
ま

研
究
史
が
ま
だ
充
分
答
え
て
い
な
い
解
釈
者
の
十
字
架
と
し

そ
の
大
略
は
通
覧
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

て
残
る
の
は
、

会
己
・
(
四
)
・
(
七
)
・
(
一

O
)
・
(
一
一
)
・
(
一
一
一
一
)
・
(
一
七
)
・
(
二
一
)
・
(
二
二
)

つ
解
い
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
一
一
一
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

の
諸
点
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で

そ
の
相
互
の
緊
密
な
連
闘
の
中
で
、

以
上
見
て
来
た
通
り
、

編
集
的
視
点
か
ら
一
つ
一

従
来
の
研
究
が
既
に
何
ら
か
の
適
切
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あ
ろ
う
。

以
下
の
我
々
の
課
題
は
、
こ
れ
あ
の
解
釈
者
の
十
字
架
を
、

な
解
答
を
与
え
て
い
る
。
以
下
編
集
史
的
考
察
を
進
め
る
上
で
、
依
拠
す
べ
き
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

d 

編

集

史

的

考

察

最
小
単
元
相
互
の
連
関

前
々
節
1
0
で
我
々
は
、
個
々
の
出
来
る
限
り
小
さ
い
単
元
を
抽
出
し
た
。
前
節
C

で
は
そ
の
単
位
ご
と
に
、
釈
義
上
の
問
題
を
取
り
出

1 

し
、
研
究
史
を
振
り
返
り
つ
つ
論
点
を
整
理
し
た
。
本
節
で
の
我
々
の
最
初
の
課
題
は
、
そ
れ
ら
二
二
の
問
題
点
を
踏
ま
え
っ
て
単
元

相
互
の
連
関
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
七

i
九
節
、

一
O
l
一
一
節
、

一二

l
一
四
節
の
連
関
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
七

l
九
節
は
、
第
二
イ
ザ
ヤ
に
よ
っ
て
告
知

北
大
文
学
部
紀
要



第
三
イ
ザ
ヤ
室
一
回
編
集
史
緒
論

さ
れ
た
シ
オ
ン
の
救
済
は
中
道
に
で
挫
折
す
る
こ
と
は
な
い
、
J

と
力
強
く
予
言
し
て
い
る
。

一
C
l
r
一
節
は
、
そ
の
救
済
が
実
現
し
た

時
の
爆
発
的
な
喜
び
を
、

シ
オ
ン
の
民
に
向
け
て
歌
い
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
一
一
一
ー
一
四
節
は
、
更
に
そ
の
救
済
の
描
写
を
、

一
層
具

体
的
に
諸
国
民
と
の
関
連
で
敷
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
こ
の
三
つ
の
部
分
に
は
、

述
の
展
開
が
あ
る
。
然
も
著
者
は
第
ニ
イ
ザ
ヤ
の
色
々
な
章
句
を
知
悉
し
、
そ
の
意
味
を
意
図
的
に
改
変
じ
つ
つ
も
そ
れ
ら
に
依

t

拠
し
て

い
る
こ
と
は
、
逐
一
前
節
(
一
四
)
、
(
一
五
)
、
ご
六
)
で
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
我
々
は
従
っ
て
、
「
捕
因
解
放
直
後
の
時
代
」
〔
バ

(
印
)

ウ
リ
ッ
チ
。
上
述
(
一
四
)
参
照
〕
の
同
一
の
著
者

i
ー
こ
れ
を
我
々
は
、
第
二
イ
ザ
ヤ
に
依
拠
し
た
救
済
預
言
と
い
う
特
質
に
鑑
み
て
、

一
応
第
三
イ
ザ
ヤ
そ
の
人
と
考
え
る
訳
だ
が
ー
ー
が
、
捕
囚
帰
還
・
シ
オ
ン
復
興
が
漸
く
端
緒
に
つ
い
た
ま
ま
挫
折
す
る
筈
は
な
い
と
の

確
信
に
基
づ
い
て
叙
述
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
七
l
一
四
節
を
一
纏
ま
り
の
単
元
と
考
え
る
こ
と
に
何
ら
支
障
は
な
い
と
考
え
る
。

で
は
続
く
一
五
・
一
六
節
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
一
こ
れ
を
七
l
一
四
節
と
切
り
離
す
積
極
的
理
由
は
な
い
こ
と
に
注

(m) 

意
し
て
お
こ
う
。
フ
ォ
ル
ツ
の
言
う
よ
う
に
ー
「
一
四

b
p節
が
前
後
を
繋
ぐ
役
割
り
を
果
た
し
て
お
り
」
、
一
五
|
一
六
節
で
詳
述
き
れ

る
審
判
に
既
に
一
四

b
p節
が
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
一
五

l
二
ハ
節
は
七
!
一
四
節
と
一
纏
め
に
考
え
た
方
が
妥
当

な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
一
五

l
一
六
節
は
六
節
の
叙
述
を
展
開
し
つ
つ
七
!
一
四
節
を
枠
付
け
で
い
る
と
い
う

ー

(

問

)

ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
説
〔
前
節
(
一
八
)
参
照
〕
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
七

l
一
六
節
が
一
纏
ま
り
な
ら
ば
、
↑
五
|
一

六
節
も
ま
だ
神
肢
が
再
建
さ
れ
で
い
な
か
っ
た
「
捕
因
解
放
直
後
の
時
代
」
の
作
で
あ
り
、
神
殿
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
六
節
よ
り
前

ジ
オ
ン
の
救
い
を
め
ぐ
る
、

主
題
の
一
貫
性
と
、
叙
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に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
六
節
は
私
見
に
よ
れ
ば
、

は
ま
だ
そ
の
点
に
つ
い
て
詳
論
す
る
場
所
で
は
な
い
。

む
し
ろ
五
節
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

〉
」
」
F

」

今
続
い
て
は
、

一
l
二
節
と
一
二
1
j

四
節
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
節
の
(
四
)
で
言
及
し
た
と
お
り
、

ま
ず
問
題
な
の
は
、



と
い
う
問
題
で

(
附
)

あ
る
。
こ
れ
を
も
し
後
者
と
と
る
と
、
「
そ
う
す
る
と
三
節
を
一

l
二
節
と
は
っ
き
り
分
離
す
る
こ
と
と
な
る
」
(
ヴ
ェ
ス
タ
I
マ
ン
)
。
そ

三
節
で
論
難
さ
れ
℃
い
る
の
が
、

正
統
的
な
奉
献
そ
の
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
異
教
祭
儀
と
混
合
し
た
奉
献
な
の
か
、

れ
に
対
し
て
前
者
と
と
れ
ば
、

い
と
思
う
。

一
et--
二
節
と
三
|
四
節
は
対
と
な
っ
て
一
つ
の
単
元
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
は
そ
の
方
が
よ

一
!
二
節
も
一
一
一
|
四
節
も
と
も
に
、
神
の
言
葉
に
従
わ
な
い
行
為
(
二

b
・
四

b
節
)

の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、

又

に
も
陰
に
陽
に
言
及
し
て
お
り
、
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
を

(
仰
)

述
べ
て
い
る
と
み
な
す
の
が
素
直
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
ヴ
ェ
ス
タ

1
マ
ン
は
、
一
ニ
節
を
正
統
的
な
奉
献
と
と
る
と
、

「
旧
約
の
他
の
箇
所
で
奉
献
に
つ
い
て
批
判
的
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
」
、
余
り
に
強
い
批
判
と
な
っ
て
し
ま
う
、

(

削

)

(

間

)

と
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
〔
前
節
(
四
)
参
照
。
同
様
の
意
見
は
マ
イ
レ
ン
バ
l
ク
、
サ
ッ
ソ
ン
等
〕
。
然
し
こ
れ
は
実
は
事
実
に
反
す
る
。

エ
レ
ミ
ヤ
室
百
七
章
二
二

l
三
八
節
な
ど
は
、
第
一
二
イ
ザ
ヤ
に
は
な
い
歴
史
的
観
点
も
交
え
て
の
奉
献
一
般
へ
の

然
も
一
節
で
神
殿
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
二
節
で
神
の
言
葉
そ
の
も
の
へ
の
傾
聴
を

そ
の
結
果
と
し
て
神
に
顧
み
ら
れ
ず
罰
を
受
け
る
こ
と

(二

b
・
四

a
節
)

根
本

z

的
批
判
で
あ
る

促
し
た
著
者
が
、
奉
献
そ
の
も
の
を
こ
こ
で
否
定
し
た
か
ら
と
い
っ
て
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
加
之
こ
の
解
釈
を
七
十
人
訳
、

(
他
に
ホ
セ
六
ノ
六
併
照
)
。
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ア
モ
ス
書
五
章
二
五
節
、

ヴ

ノレ

ガ
ー
タ
，
そ
し
て
グ
ム
ラ
ン
写
本

a
が
支
持
す
る

t

に
お
い
て
お
や
で
あ
る

〔
前
節
(
四
)
参
照
〕
。

さ
て
一
，
plat

四
節
を
物
し
た
の
は
第
一
ニ
イ

ザ
ヤ
で
も
編
集
者
で
も
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
我
々
の
知
っ
て
い
る
編
集
者
は
神
殿
も
奉
献
も
重
ん
じ
て
お
り

(
五
六
ノ
五
・
七
)
、

六
五
章
一
二

b
・
C

節
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が

た
、
と

E

す
る
決
め
手
は
な
い
。
六
六
章
一
ト
四
節
の
著
者
が
六
五
章
一
二
節
を
知
っ
て
お
り
そ
れ
を
模
倣
じ
た
と
も
、
或
い
は
そ
の
逆
で

ま
た
六

O
l六
二
章
か
ら
知
ら
れ
る
第
三
イ
ザ
ヤ
の
救
済
告
知
の
文
体
は
こ
こ
に
は
一
切
見
て
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〔
前
節
(
五
)
参
照
〕
、

四
b

・
c
節
は

だ
か
ら
と
い
っ
て
編
集
者
が
六
五
章
二
一

b
・
¢
節
か
ら
取
っ
て
来

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
『
ζ

で
あ
や
ふ
や
な
推
論
は
避
け
で
一
応
一
1

四
節
を
一
纏
ま
り
と
考
え
た
い
。

北
大
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第
三
イ
ザ
ヤ
書
編
集
史
緒
論

然
し
神
肢
も
奉
献
も
重
視
す
る
編
集
者
は
、
そ
れ
と
相
入
れ
な
い
異
質
の
思
想
を
、
何
の
予
も
加
え
ず
に
こ
こ
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
否
、
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
ち
。
三
節
が
正
統
的
な
奉
献
批
判
と
も
そ
う
で
な
い
と
も
斯
く
も
両
義
的
に
解
さ
れ
て
き
た
の
は
、
実

は
編
集
者
が
そ
れ
な
り
の
伏
線
を
敷
い
で
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
即
ち
一
七
節
と
の
関
連
で
読
め
ば
、
一
ニ
節
は
異
教
的
な
奉
献

(
間
)

の
批
判
と
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
パ
ウ
リ
ッ
チ
が
、

一
七
節
は
補
足
的
な
性
格
で
あ
り
、
諸
国
民
審
判
を
歌
っ
て
い
る
六
!
一
六
節
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
内
部
の
分
裂
批
判
の
契
機
を
付
け
加
え
た
と
言
う
〔
前
節
(
一
九
)
参
照
〕
時
、
そ
れ
は
正
し
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
二

七
節
は
更
に
コ
一
節
の
奉
献
に
も
、
元
来
の
正
統
的
性
格
に
異
教
的
臭
い
を
付
け
足
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
七
節
は
、
こ

の
よ
う
に
二
重
の
効
果
を
込
め
た
編
集
句
で
あ
り
、
こ
の
編
集
者
の
伏
線
の
敷
き
方
は
五
六
章
一

l
八
節
の
場
合
と
同
様
周
到
で
あ
る
。

最
後
に
、

一
八
・
一
九
二
二
節
と
二

0
・
一
一
一
一
!
二
四
節
を
分
け

-72-

一
八
l
二
四
節
の
統
一
性
に
つ
い
て
間
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(m) 

る
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
ン
説
〔
前
説
(
二
一
)
参
照
〕
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
全
く
不
可
能
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
然
し
根
拠
不
充
分
と
言

(
川
町
)

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
パ
ウ
リ
ヅ
チ
は
正
し
く
も
、
ヴ
ェ
ス
タ

1
7
ン
説
の
不
備
を
指
摘
し
つ
つ
、
別
の
解
釈
の
可
能
性
を
呈
示
し
て
い

る
。
い
わ
く
、
「
二

O
節
目
国
頭
お
よ
び
末
尾
の
『
供
え
も
の
』
と
い
う
言
葉
が
、
宗
教
儀
式
に
か
な
っ
た
行
為
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を

連
れ
戻
す
こ
と
を
指
す
と
い
う
点
に
、
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
ン
は
注
目
し
て
い
る
。
然
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
諸
国
民
が
重
要
な
評
価
を

得
た
と
い
う
こ

O
節
の
も
う
一
つ
の
大
切
な
局
面
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
残
れ
る
者
達
と
、
彼
ら
の
証
言
に
基
づ
い
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
に

帰
依
し
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
神
と
認
め
る
者
達
と
は
、
こ
こ
で
祭
儀
に
参
加
し
て
よ
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二

O
節
は
私
に
は
、

九
節
ま
で
で
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
限
定
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
予
想
以
上
の
展
開
を
見
せ
る
一
二
節
を
準
備
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
残
れ
る
者
達
、
諸
国
民
改
宗
者
達
は
、

二
O
節
で
は
単
に
祭
儀
に
参
加
す
る
資
格
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け

だ
が
、
二
一
節
で
は
更
に
、
彼
ら
の
う
ち
か
ら
『
祭
司
と
レ
ピ
人
』
、

つ
ま
り
聖
所
に
仕
え
る
者
(
ヴ
ェ
ス
タ
l
マ
ン
)
が
出
る
だ
ろ
う
、



と
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
こ
の
よ
う
に
見
る
限
り
何
も
ヴ
ェ
ス
タ
一
I
マ
ン
の
よ
う
に
一
八
|
二
四
節
の
段
階
を
二
つ
の
層
に

分
け
る
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
入

l
一
一
四
節
に
は
全
体
と
し
て
、
五
六
章
一

l
八
節
と
少

(
間
)

フ
ォ

l
ラ
!
と
共
に
二
一
節
を
二
次
的
な
付
加
と
す
る
ゼ
I
ム
ス

な
か
ら
ぬ
並
行
箇
所
が
見
ら
れ
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
ま
た
私
は
、

(
問
)

ド
ル
フ
説
〔
前
節
つ
二
)
参
照
〕
に
も
賛
成
で
き
な
い
。
ゼ

l
ム
ス
ド
ル
フ
は
二
二
節
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
物
学
的
存
続
が
一
一
一
節
の
叙

述
か
ら
は
保
証
さ
れ
な
い
と
い
う
点
が
、
問
題
だ
と
し
た
。
然
し
一
二
節
が
何
故
二
二
節
の
内
容
を
保
障
す
る
機
能
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
か
、
を
詳
ら
か
と
し
な
い
。
然
も
異
邦
の
残
れ
る
者
な
い
し
改
宗
者
が
祭
司
・
レ
ピ
人
の
よ
う
な
重
要
な
職
務
に
携
わ
る
に
至
る

の
な
ら
ば
、
二
二
節
は
最
早
イ
ス
ラ
エ
ル
人
・
非
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
分
け
て
前
者
へ
の
救
い
の
み
に
固
執
す
る
民
族
主
義
的
な
段
階
を
既

に
越
え
、
普
遍
救
済
主
義
的
視
点
か
ら
両
者
ひ
っ
く
る
め
て
二
人
称
で
語
り
掛
け
て
い
る
、
と
解
す
る
方
が
妥
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
元
来
の
文
脈
か
ら
一
二
節
を
削
除
す
る
ゼ

I
ム
ス
ド
ル
フ
説
は
そ
の
論
拠
を
失
う
の
で
あ
る
。
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(
山
川
)

二
四
節
が
旧
約
で
初
め
て
永
遠
の
審
判
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
で
あ
る
。
然
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
パ
ウ
リ
ッ
チ
の
よ

(
閣
)

う
に
、
直
ち
に
こ
れ
を
後
代
の
付
加
と
み
な
す
の
は
、
性
急
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
特
に
ゼ
l
ム
ス
ド
ル
フ
の
所
論
参

(
問
)

照
〕
。
ま
た
二
一
一
一
節
に
関
す
る
エ
リ
ガ

I
の
解
釈

〔
前
節
(
二
二
)
、

〔
同
じ
く
(
二
二
)
参
照
〕
も
、

必
ず
し
も
説
得
力
が
な
い
。
と
い
う
の
は
話
法
的
目
立

と
い
う
言
い
方
が
「
後
の
付
加
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
」
と
は
隈
ら
な
い
し

(
間
)

i
ム
ス
ド
ル
フ
も
併
照
)
、

(
イ
ザ
六
五
ノ
二
回
、

エ
ゼ
四
七
ノ
ニ
二
参
照
。
ま
た
ゼ

ま
た
私
見
に
よ
れ
ば
五
世
紀
後
半
以
降
に
活
動
し
た
編
集
者
が

E
σ
σ
m
H
F
H
週
と
い
う

(

悶

)

(

悦

}

葉
」
を
使
う
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
結
論
的
に
は
フ
沙
ル
ツ
、
マ
イ
レ
ン
バ

l
ク
ら
と
共
に
、

八
l
二
四
節
を
一
貫
し
て
編
集
者
の
手
に
帰
す
る
の
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
論
を
纏
め
る
な
ら
ば
こ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
七
l
一
六
節
は
第
三
イ
ザ
ヤ
の
作
で
あ
り
、

「
全
く
後
代
の
言

む
し
ろ
一

一
!
l
四
節
は
ま
た
別
の
作
者
に
帰
せ

北
大
文
学
部
紀
要



第
一
一
不
吠
最
重
編
集
史
緒
論

ら
れ
、
そ
れ
ら
の
前
後
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
五
・
六
・
一
七
節
、
更
に
は
全
巻
の
結
び
で
あ
る
一
八
i
二
四
節
は
か
な
り
高
レ
蓋
然
性
を

も
っ
て
編
集
者
の
手
に
帰
せ
ら
れ
る
、
と

J

自
然
じ
こ
れ
ら
の
節
は
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
編
集
者
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
編
集
意
図
の

許
に
‘
夫
々
の
箇
所
陪
ち
り
ば
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
我
々
は
、
こ
の
点
を
間
い
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
六
章
一
八

i
こ
四
節
と
五
六
章
一
|
八
節
の
呼
応

「
第
三
イ
ザ
ヤ
書
の
官
頭
(
五
六
ノ
一
1
1
八
)
と
末
尾
(
六
六
ノ
一
入

l
二
四
)
を
後
代
の
付
加
と
み
な
す
点
は
、
五
六

l
六
六
章
の

そ
の
他
の
部
分
を
単
一
の
も
の
と
見
る
解
釈
者
(
ケ
ス
ラ
l
)
も
含
め
て
、
殆
ど
全
て
の
解
釈
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
、

(
附
)

ェ
ス
タ

l
マ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
我
々
も
基
本
的
に
は
異
議
を
挟
さ
む
余
地
は
な
い

2 

と
ヴ

(
厳
密
に
は
、
我
々
は
五
六
ノ

-74-

五

as--
五

b
p
・
六

l
八
を
編
集
句
と
み
な
す
が
、

そ
れ
ら
を
含
む
現
在
の
五
六
ノ
一

l
I
入
の
形
を
作
り
そ
れ
を
第
一
ニ
イ
ザ
ヤ
書
の
回
目

頭
に
置
い
た
の
は
編
集
者
、
だ
左
考
え
る
の
で
基
本
的
に
矛
盾
し
な
い
)
。

の
み
な
ら
ず
、

こ
の
回
国
頭
と
末
尾
に
我
々
は
次
の
よ
う
な
諸
々

の
相
似
た
表
現
・
思
想
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

五
六
章
八
節
に
三
度
繰
り
返
さ
れ
る

DB-ug
と
い
う
言
葉
は
、
六
六
章
一
'
八
節
に
も
出
て
来
る
。

(
市
)

ェ
の
将
来
の
行
為
を
『
集
め
る
』
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
」
(
パ
ウ
リ
γ

チ)。

円
何
日

σσ
品
川
明

(
イ
)

然
も
両
節
と
も
「
ヤ
ハ
ヴ

と
い
う
言
葉
と
の
関
連
で
五
六
章
六
l
八
節
お
よ
び
六
六
章
一
入
l
二
一
ニ
節
の
中
心
思
想
を
普
遍
救
済
主
義
と
い
う

言
葉
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(

ロ

)

〆F町、、ν

ー
¥..v 

ま
ヒ
フ
ィ
ル
+
丘
(
-
な
い
し
が
]
)
V
R
門
向
。
島
町
即
日
と
い
う
言
い
廻
し
は
五
六
章
七
節
と
六
六
章
二

O
節
に
見
出
さ
れ
る
。

五
六
章
七
節
の

σ
2
F
片

OHUE-EF目
な
い
し

σ
E
F
l件。匂
E
E
r
と
同
一
視
さ
れ
る
。

六
六
章
二

O
節
の

Z
F
芸
巧
日
付
は
、

〆'‘、

ノ、

¥、，/



供
え
物
め
種
類
も
そ
れ
を
供
え
る
人
も
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
然
し
「
色
々
な
供
え
物
を
神
般
に
捧
げ
る
こ
と
は
、
五

(
問
)

六
章
七
節
で
も
六
六
章
二

O
節
で
弘
前
提
さ
れ
て
い
る
」
(
パ
ウ
リ
ッ
チ
)
。

(
へ
)
一
六
六
章
二
二
節
の
「
子
孫
」
お
よ
び
寸
名
」
と
い
う
主
要
概
念
は
、
文
字
通
り
に
(
五
六
ノ
五
に
二
度

Z
B
が
出
て
来
る
)
、

(
市
)

或

い

は

内

容

的

に

(

パ

ウ

リ

ヌ

チ

参

照

)

。

(
ホ
)

(
五
六
ノ
三
・
五
)
、

や
は
り
五
六
章
一
ニ
el--

七
節
に
登
場
す
る

五
六
章

J
7一
四
・
六
節
が

Eσ
ず
宮
町
?
を
強
調
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
六
六
章
二
三
節
も

E
σ
g
F
を
重
視
し
て
い
る
。

~
叶
第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
書
の
導
入
部
と
結
尾
部
の
著
者
は
好
ん
で

}
g
?
と
い
う
語
を
用
い
る
。
五
六
章
二

b
・
六

c
・
七

c
節
お
よ

(
似
)

び
六
六
章

t

一
入
・
二

0
・
二
一
ユ
(
'
ニ
四
)
節
を
参
照
せ
よ
」
会
ウ
リ
ッ
チ
)
。

ト
(
チ
)

吋
以
上
の
諸
点
に
於
て
緊
密
に
呼
応
連
関
す
る
五
六
章
一
ー
パ
節
と
六
六
章
一
八
!
ニ
四
節
を
、
私
も
第
三
イ
ザ
ヤ
書
全
体
の
編
集
枠
と

編
集
句

h

五
節

さ
て
五
六
章
一
一
|
八
節
の
釈
義
を
通
じ
て
、
我
々
は
こ
の
編
集
者
像
を
或
る
程
度
闇
明
し
得
た
ー
と
信
ず
る
。
特
に
編
集
の
方
法
に
関

し
て
は
、
彼
は
元
来
の
断
片
五
六
章
一

l
五

aα

・
五

b
α
節
に
実
に
巧
み
に
五

a
p
・
五

b

p
・
六
|
入
節
を
挿
入
付
加
し
、
元
来
の
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じ
で
、
安
ん
じ
て
同
一
の
編
集
者
の
手
に
帰
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

3 

断
片
を
生
か
し
つ
つ
ー
も
そ
れ
を
新
し
い
時
代
情
況
と
彼
の
中
心
思
想
に
適
合
す
る
深
い
意
味
を
込
め
る
意
匠
に
長
け
て
い
た
こ
と
を
、
見

た
0
4

と
こ
ろ
が
従
来
の
研
究
が
こ
ぞ
っ
て
主
張
学
る
よ
う
に
、
六
六
章
に
関
し
て
こ
の
編
集
者
は
単
に
一
八
!
二
四
節
を
付
加
し
た
だ
け

だ
と
い
う
の
で
は
、
こ
の
編
集
者
ら
じ
い
本
領
は
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
普
遍
救
済
主
義
思
想
を
単
に
取

っ
て
付
け
た
に
過
ぎ
な
‘
い
か
ら
で
あ
石
。
そ
こ
で
、
五
六
章
に
あ
の
よ
う
な
編
集
過
程
を
見
出
し
た
我
々
と
し
て
は
、
六
六
章
に
於
て
も

北
太
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ヤ
書
編
集
史
緒
論

ろ
う
。
前
々
裏

(
1
)

入
i
一
一
凶
節
以
外
の
縮
問
所
に
こ
の
一
議
集
者
に
相
応
し
い
…
意
味
深
い
意
監
が
菟
て
取
れ
な
い
か
な
鰭
う
ζ

と
が
、
次
に
必
要
と
な
る
で
あ

で
我
々
は
勉
に
五
二
ハ
・
…
七
欝
が
編
集
匂
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
の
編
集
の
妙
子
は
、
こ
れ
ら
の
用
意

入

i
一
一
四
節
の
付
加
だ
け
で
は
患
い
も
よ
ら
な
い
深
い
意
味
宏
六
六
療
全
体
に
与
え
返
し
て
い
る
の

周
到
な
灘
集
勾
の
挿
入
に
よ
り
、

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
銭
か
ら
見
て
う
。
先
ず
五
節
の
ヤ
ハ
ウ
広
教
団
を
追
い
出
さ
れ
た
者
達
と
追
い
出
し
た
者
達
の
対
立
が
、
具
体
的
に
部
門
を
め
ぐ

っ
て
の
、
如
何
な
る
派
繍
結
五
の
対
立
で
あ
っ
た
か
、
会
開
闘
う
て
お
き
た
い
公
約
節
C

の
〈
七
〉
誹
議
〕
。

(
前
}

ド
ウ
1
ム
は
こ
こ
に
捕
囚
帰
還
の
ぞ
ダ
ヤ
人
と
サ
マ
ラ
ヤ
人
の
対
立
を
晃
た

l
ニ
・
笈
以
下
参
照
)
。
黙
し
ド
ゥ

1
ム
が
典
範
と
す
る
イ
ザ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
サ
マ
ヲ
ヤ
人
一
派
が

ザ
六
二
ノ
八

i
九
、
本
へ
一
一
一
ノ
一
一
一
三
以
下
、

開
ノ

ニ
意
八
i
九
鮪
に
は
は
っ
き
り

(
制
)

「
野
蛮
人
に
等
し
い
絞
等
だ
と
罵
ら
れ
て
い
る
の
だ
」
、

さ
さ
か
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
六
一
一
家
人

l
九
拙
却
を
素
直
に
統
ん
で
懇
の
殆
ど
全
て
の
鼓
解
者
と
共
に

と
考
え
れ
ば
、
六
六
章
五
節
に
の
み
サ
マ
ヲ
ヤ
人
と
機
的
側
か
ら
錆
還
し
た
ユ
ダ
ヤ
入
の
対
立
が
出

〈
守
口
b
I
口
市
川
W叩
阿
部
吋
〉
と
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と
す
る
ド
ゥ
1
ム
の
解
釈
は
い

の
呉
邦
人

に
過
ぎ
る

こ
と
と
な
る
。{思

ブ
ォ
ル
ツ
の
解
釈
は
こ
う
で
あ
る
。
終
末
論
的
な
衿
の
言
葉
の
実
現
を
恐
れ
つ
つ

的
・
文
化
的
権
力
を
挙
擦
し
安
穏
と
し
却
っ
て
終
末
論
的
な
神
の
顕
襲
安
酬
明
笑
っ
て
い
る

h

h

(

的
問
)

と
な
る
情
況
で
あ
る
、
と
。
な
お
ツ
ォ

i
ラ
ー
も
ほ
ぼ
閥
じ
意
見
で
あ
る
。

(
閣
)

こ
の
穫
の
見
解
を
訟
判
す
る
の
は
マ
イ
レ
ン
パ
ー
ク
で
あ
る
。

し
て
い
る
敬
度
な
者
逮
と
、

の
対
立
が
、
六

教
的
・
政
治

の
背
景

ζ

れ
に
対
し

い
わ
く
、

フ
ォ
ル
ツ
は
こ
こ
を
終
末
論
的
に

る
c
i
-
-
-
だ
が
こ
こ
の
表
現
が
強
諾
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
信
心
機
い

の
敬
度
さ

:
・
:
こ
こ
で
神
の

い
わ
れ
る
の



方
の
グ
ル
ー
プ
は
信
停
と

効
験
に
依
り
頼
ん
で
い
る
の

r

る
。
:
:
:
ニ
引
の
グ
ル
ー
プ
が
は
っ
き
り
分
離
し
て
い
る
。

へ
の
信
模
に
よ
っ
て
生
き
、
他
方
の
グ
ル
ー
プ
は
有
診
の
神
殿
と
異
教
的
な
牲
え
の
制
度
の

は
明
ら
か
に
五

b
-
c
簡
で
具
体
的
に
一
諮
ら
れ
て
い
る

る。

る
か
ら
、

a
欝
の

γ

イ

ν
ン
バ

l
グ
の
よ
う
に
律
法
と
龍
一
言
警
の
総
体
と
い
う
の
は
無
理
だ

「
神
の

然
し
我
々
捻
マ
イ
レ
ン
パ
;
グ
ー
と
は
別
の
次
の
一
一
つ
の
理
由
か
ら
、

ブ
ォ
ル
ツ
や
フ
ォ

i
ラ
i
の
説
に
も
従
え
な
い
。
第
一
に
こ
の

つ
の
根
拠
は
、

の
テ
ダ
ス
ト
~
伝
承
で
侍
故
一
向
節
が
切
り
離
さ
れ
た
か

〆品、

)
で
指
議
し
た
よ
う
に
、

が
出
て
来
る

七
節
と
結
び
付
け
て
読
む
読
み
方
に
あ
る
が
、
前
館
の

で
き
な
い
限
り
i
i後
ら
は
こ
の
点
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が

i
i

潟
)

…
に
、
備
え
ば
ブ
ォ

i
ラ
i
が
、
五
節

こ
の
よ
う
な
節
の

は
怒
意
的
に
な
す
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
援
り
に
於

の
敬
農
な
者
の
敵
対
者
を
「
イ
ス
ラ
且
ル
の
持
を
裏
切
り
他
の
衿
に
仕
え
る
者
」
と
み
な
す
論
拠
は
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
単

に
一
つ
の
鐙
瀦
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
こ
の
点
の
具
体
的
判
断
念
品
怒
し
鐙
え
て
、
「
六
五
章
一
節
以
下
や
六
六
章
一
一
一
節
で
(
異
教
〉
祭
畿
に

奔
っ
て
非
難
さ
れ
る
人
々
が
こ
こ
〈
六
六
ノ
五
)
で
も
鰐
鶏
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
:
;
:
判
然
と
し
な
い
」
〔
前
節
〈
七
〉
参
娯
可

{

間

山

〉

(

山

間

)

ヴ
ェ
ス
タ

i
マ
ン
の
ガ
が
知
的
議
実
な
統
み
と
い
え
よ
う
。
な
る
ほ
ど
グ
ェ
ス
タ
!
?
ン
、
又
そ
れ
に
従
う
パ
ウ

p
ッ
チ
も
、
数

殺
の
対
立
を
六
六
家
五
節
の
一
誌
の
背
景
と
し
て
推
観
す
る
。
然
し
ニ
人
と
も
こ
の
敵
対
者

(
防
)

な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
は
い
み
じ
く
も
己
れ
の
解
釈
の
臨
界
に

参
賠
〕
。
い
わ
く
、

済
の
約
束
に
悶
執
す
る
敬
愛
者
と
そ
の

の
か
、
に
つ
い
て

が
具
体
的

つ
い
て
繰
り
悲
し
但
し
書
き
な
付
け
て
い
た
〔
前
第

ら
は
わ
か
ら
な
い
」
、
或
い
は
又
、
「
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
よ
り
詑
つ

ガ
が
他
方
を
何
故
憎
ん
で
い
る
の
か
、
デ
グ
ス
ト
か

か
れ
て
い

は
旧
約
中
ど
こ
に
も
な
い
」
等
々
。

新
く
し
て
従
来
の
研
究
史
上
現
わ
れ
た
誌
上

つ
の
説
の
鍔
れ
も
そ
れ
な
り
の
難
点
と
限
界
含
有
し
て
お
り
、
こ
の
路
側
磁
の
奥
行
き
の
諜

北
大
文
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務
紀
委
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第
…
…
…
イ
ザ
主
量
集
史
緒
論

さ
を
患
わ
ざ
る
を
鐸
な
い
の
で
あ
る
。

4 

五
節
解
釈
の
第
四
の
可
能
性

然
し
〈
そ
れ
に
つ
い
て
沼
約
中
ど
こ
か
に
よ
り
は
つ
か
れ
て
い
る
〉
よ
う
な
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
果
た
し
て

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か

Q

部
、
ち
、
告
捕
四
機
撃
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
サ
ザ
ヲ
ヤ
人
で
も
な
く
、

φ
教
済
の
一
約
末
に
終
末
論
的
に
題
執
す
る
者
と
そ

れ
を
轍
笑
う
者
で
も
な
く
、
一
廓
ん
に
は
又
、
金
持
悼
法
と
預
皆
同
者
に
訴
え
ら
れ
た
神
の
言
葉
を
信
ず
る
者
と
神
駿
・
祭
儀
に
依
り
頼
む
者
で
も
な

く
、
そ
う
で
な
い
第
四
の
可
能
倣
が
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
こ
こ
に
至
っ
て
、
あ
の
、
エ
ズ
ラ
・
ネ
へ
ミ
ヤ
惑
が
問
題

と
し
、
イ
ザ
ヤ
議
五
六
章
一

i
八
節
と
六
六
章
一
八

i
一
一
関
節
の
編
集
者
が
液
一
服
し
て
い
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
対
立
を
思
い
鶴
こ
さ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
日
一
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
に
改
宗
し
た
敬
愛
な
異
邦
人
連
と
、
新
た
に
注
目
さ
れ
出
向
し
た
申
命
記
律
法

い
て
彼
ら
を
排
斥
し
よ
う
と
し
た
者
達
の
対
立
に
外
な
ら
な
い
。
さ
て
こ
の
う
ち
前
者
の
特
質
は
「
彼
〈
衿
)
の

ぷ}ム
d
v
m
M
g
〈
六
六
ノ
五

av
と
い
う
言
い
廻
し
に
集
約
釣
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
前
欝
の

に
栢
州
似
た
一
奮
い
慈
し
は
旧
約
全
体
で
爽
は
他
に
イ
ザ

-'-
ノ、

ニ
節
、

の

醤
所

て に
高 し
込、 iJ込

とマ出

な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
編
集
者
が
こ
こ

の
こ
れ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
ぶ
ズ
ラ
書
の
商
畿
所
の
文
脈
で
は
、
人
々
が
戦
く
字
削
尽
の
ふ
さ
神
〈
g
H
O
E
E
)

〈
仏

dymw三
塁
)
な

の

L 、

〈自
2
4孟
)
が
具
体
的
に
は
ゆ
命
記
二
一
一
一
家
間
j
七
欝
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
必

つ
ま
り
そ
こ
で
は
、

従
っ
て
異
邦
人
な
追
い
出
す
者
が
、
神

六
帯
平
五
節
で
は
逆
に
、

に
戦
く
人
達
の
お
一
体
な
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
と
こ
イ
ヂ

追
い
出
さ
れ
る
者
が
神
の

戦
く
人
々
に
外
な
ら
な
い
。

に
取
っ
て
、
神
の

ぷ
ズ
ラ
室
一
同
の

戦
ノ
九
弘
泰
と

78 -



は
、
申
命
記
律
法
を
盾
に
民
族
主
義
的
な
偏
狭
に
執
す
る
者
の
謂
で
は
な
く
、
そ
う
で
は
な
く
て
む
し
ろ
、
合
同
て
語
ら
れ
た
聖
な
る
律
法

〔日
v

を
も
新
し
い
歴
史
情
況
の
許
に
敢
え
て
「
撤
回
」
〔
ド
ン
ナ
l
。
前
章
二
・

c
i
(五
)
参
照
〕
す
る
生
き
た
神
の
救
い
の
約
束
に
、
震
え

つ
つ
槌
る
者
で
あ
る
こ
と
を
、
逆
に
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エ
ズ
ラ
と
並
ん
で
こ
の
言
い
廻
し
が
出
て
来
る
も
う
一
つ
の
、
然
も
最
寄
り
の
箇
所
は
、
同
じ
イ
ザ
ヤ
書
六
六
章
の
二
節
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
神
の
言
葉

(
a
d
v
仰ユヨ)
に
戦
く

(
σ
m
H
『

ω島
町
)
人
と
は
直
前
六
六
章
一
節
と
の
対
比
か
ら
、
当
然
神
殿
派
の
反
対
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
す
れ
ば
す
ぐ
続
く
段
落
(
六
六
ノ
五
)
で
同
じ
く
神
の
言
葉
官
。

σ
F
M
5
5
)
に
戦
く

(σ
常
包
げ
)
と
言
わ
れ
て
い
る
人
々

も
や
は
り
神
殿
派
の
反
対
、
即
ち
、
編
集
者
が
問
題
の
中
心
と
し
て
い
た
、
神
股
か
ら
追
わ
れ
た
異
邦
人
改
宗
者
と
み
な
す
の
が
最
も
妥

当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
も
六
六
章
二
節
の
神
の
言
葉
に
戦
く
人
は
汁
低
い
人
」
と
も
「
心
砕
か
れ
た
人
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
正
に
、
教
団
の
異
分
子
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
追
放
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
(
五
六
ノ
三

b
)
、
遂
に
は
実
際
追
放
さ
れ
(
六

ハ
メ
五

b
)
、
廟
笑
わ
れ
て
い
る

(
六
六
ノ
五
C
)
、
異
邦
人
改
宗
者
の
姿
に
い
み
じ
く
も
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

-79ー

こ
の
よ
う
に
解
し
て
初
め
て
「
君
達
の
兄
弟
達
」
の
皮
肉
も
ま
た
最
も
生
き
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
五
六
章
三
|
五
節
の
元

来
の
テ
グ
ス
ト

(五

a
p
・
五

b
p節
を
除
く
)

で
は
異
邦
人
改
宗
者
に
向
け
て
〈
神
殿
か
ら
追
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
神
殿
に

於
て
記
念
の
名
・
永
遠
の
名
が
君
達
に
与
え
ら
れ
る
〉
と
の
神
の
約
束
が
告
げ
ら
れ
て
い
た
。
異
邦
人
改
宗
者
は
こ
の
約
束
に
一
鰻
の
希

望
を
託
し
戦
き
つ
つ
固
執
し
て
い
た
。
然
し
結
局
彼
ら
は
神
殿
を
追
わ
れ
、

そ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
彼
ら
を
追
い
出
し
た
者
達
は
、

斯
く
し
て
、

こ
の
神
の
約
束
は
果
た
さ
れ
ず
希
望
は
一
旦
根
絶
や
し
に
さ

れ
た
か
に
見
え
た
。

八
こ
れ
で
も
お
前
達
の
所
謂
神
は
崇
め
ら
れ
る
の
か
。

お

前
は
宣
同
べ
る
の
か
〉
、

と
意
地
悪
く
皮
肉
り
噺
っ
て
い
る
の
だ
。

神
殿
に
留
ま
る
神
の
約
束
に
固
執
し
て
い
た
者
が
神
肢
を

追
わ
れ
た
と
い
う
背
景
か
ら
解
し
て
初
め
て
、

こ
の
皮
肉
は
従
来
の
三
つ
の
解
釈
で
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
決
定
的
な
き
っ
さ
を
以
て

北
大
文
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紀
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史
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饗
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
き
つ
い
皮
肉
を
以
て
神
蔵
派
は
、
今
や
決
定
的
に
優
位
に
立
っ
て
、
神
肢
か

い
出
向
し
た
者
達
を
…
一
熔
め

然
し
、
と

続
く

ハ
ム
ハ
ム
ハ
ノ
五

d
〉
と
。
だ
が
今
や
決
礎
的
に
勝
利
し
た
神
殿
絞
が
蔀
荷

に
し
て
恥
た
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
が
、
六
節
で
あ
り
、
又
一
回

b
!
二
ハ
節
で
あ
る
と
患
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
神
毅
で
:
:
:

仇
を
返
し
」
〈
ム
ハ

b
〉
、
「
怒
り
を
激
し
く
擦
や
し
」
(
一
五

b
て
そ
し
て
「
火
と
鎖
を
以
て

鮪
は
続
け
る
。

な
受
け
る
の
は
後
ら

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
、

ば
持
い
よ
う
〈
五
六
ノ
七
の
お
-
務
総
ザ
と
六
六
ノ
五
の

一
円
尚
一
追
放
滋
れ
た
呉
邦
人
を
「
我
が

る
山
に
来
品
、
口

我
が
祈
り
の
家
〈
鰐
ち
神
般
〉

ノ、

で玖 こ
裏、と

ヤ
ハ
ウ
ェ
が
そ
の

を
追
放
さ
れ

の
新
し
い
情
況
に
対
応
し
て
伝
え
た
、

六
ノ
七

l
八
、
六
六
ノ
一
八

l
ニ

〈
五
六
ノ
七
)
と
の
神
の
雪
薬
を
、
呉
邦
人
が
神
鞍

に
き
、
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
く
ま
で
彼
は
普
灘
数
済
主

80一

義
的
な
展
望
に
立
っ
て

ゆ
命
記
律
法
、
な
議
に
取
り
民
族
主
義
的
な
偏
狭
を
弘
て
安
謹
を
寅

こ
そ
、
真
に
生
き
た
仙
仰
の
一
甘
口
葉
に
戦
か

中
ハ
ノ
ニ
・
五
)
な
い

結
局
は
恥
じ

裁
か
れ
る

い
放
っ
て
い

る
の

五
b
s
e節
の
目
。
器
開
ぺ
m
H
M

跡
。
同
回
目
に
つ
い
て
で
あ
る
〔
前
第
(
九
)

る
場
合
目
的
を
表
わ
す
の
が
常
な
の
で
、
後
に
「
簿
め
を
受
け
る
い
〈
五

d
節
〉
不
農
者
逮
も
主
観
的
に
は
ヤ
ハ
ウ

溜
な
追
い
出
し
た
、
と
い
う
解
釈
が
恐
ら
く
最
も
事
態
の
深
刻
さ
を
穿
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
統
も
開
決
議
も
主
観
的
に
は
神
の
為
に
行
動

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
真
に
ヤ
ハ
ウ
品
の
名
の
為
に
行
為
す
る
の
は
む
し
ろ
ヤ
ハ
ウ
品
会
叩
…
一
一
向
棄
に
戦
く
異
邦
人
だ
、
と
い
う

点
を
強
調
し
て
正
大
家
六
節
に
編
集
者
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
名
を
愛
す
る
呉
邦
入
」
の
ア
勾
を
加
え
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
'
勿
論
こ
の
問
。
川
口
州
ぺ
相
W
3

・pv
理
由
に
と
れ
ば
、
神
の
言
葉
に
戦
く
者
議
が
神
の
名
を
崇
め
る
の
で
胡
散
臭
く
思
っ
た
神
数
派
が
こ
れ
を
追
い
出
し
た
、
と
い
う
意
掠

こ
の

ワ

g
m〆M
M

は

Z
B
と
共
に
能
わ
れ

の
名
の
為
に
数
度
表



に
な
る
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

の
名
」
・
「
永
遠
の

が
与
え
ら
れ
る
と
五

a
α
e
五
b

或
い
は
又
こ

α
節
で
繰
り
迭
し
強
議
さ
れ
て
い
た
呉
邦
人
に
対
し
そ
の
名
の
放
に
妬
ん

め
て
編
集
者
に
よ
っ
て
一
費
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な

こ
れ
を
追
い
出
し
た
、

そ
の
場
合
こ
の

艇
の

〈
六
六
ノ
一
一
一
一
)

て
第
一
一
一
の
解
釈
は
問
。
間
州

EHH

と
り
可
能
性
は
低
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
く
こ
れ

し
も
い
つ
も
議
然
と
匹
別
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
或
い
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
含
蓄
も
込
め
て
縮
集
者
は
こ

し
れ
な
い
。
鰐
れ
に
せ
よ
一
つ
の
こ
と
は
確
か
だ
。
館
六
章
五
節
の
窓

E
と
い
う
一
語
に
五
い
し
六
六
季
の
編
集
匂
と
の

こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
潔
取
と
口
災
前
は
必
ず

い
た
の
か
も

探
い
呼
応
連
関
が
晃
て
取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

5. 

五
・
六
節
は
鰐
故
こ
こ
に
罷
か

治、

以
上
の
よ
う
に
論
じ
来
た
る
な
ら
ば
、
中
ハ
ム
ハ
意
五
節
に
、
異
邦
人
改
宗
者
と
、
彼
ら
を
ゆ
命
記
律
法
に

い
て
神
殿
か
ら
排
斥
し
た

ユ
ダ
ヤ
人
と
の
対
立
を
読
む
こ
と
は
、

刊
誌
品
内
山
伊
豆
ム

agM附与
-
Z
5
・
忽
怒
広

の
語
義
か
ら
推
し

め
て
蓋
然
性
の

い
こ
と
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が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
恕
わ
れ
る
。
ま
た
六
節
の
叙
述
が
五
範
と
同
じ
背
繁
念
前
提
と
し
て
お
り
、

五
節
と
密
接
に
連
関
し
て

つ
の
単

一
万
念
形
成
し
て
い
る
こ
と
も
同
様
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
患
わ
れ

前
獲
で
我
々
は
、
異
邦
人
改
宗
者
を
追
い
出
し
た
神
験
設
が
却
っ
て

る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
五
館
末
建
な
受
け

℃
、
と
れ
を
敷
桁
し
具
体
的
に
展
開
し
た
の

縮、，ぃ
A
a
d

J

ノ
告
珂

「
衿
難
か
ら
の

ヤ
ハ
ウ

の
敵
に
仇
を
返
す
芦
い
な
る
表
現

で
あ
る
こ
と
を
見
究
め
た
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
初
め
て
、
ば
ら
ば
ら
の
ニ
つ
の
断
片

い
と
思
わ
れ
た

六
範
が

実
は

っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
来
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
寸
前
館
三
二
〉

で

た
六
節
の

北
大
文
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付
け
の
問
題
に
附
随
す
る
二
・
一
ニ
の
論
点
も
片
付
け
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
一
万
来
の
テ
ク
ス
ト
一
!
四
・
六
節
に
編
集
句
と
し
て

(
前
)

ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
の
言
う
と
お
り
、

五
節
の
み
が
挿
入
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

に
つ
い
て
は
、

「
六
節
で
神
殿
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
が
既
に
再
建
さ
れ
て
い
た
、

と
解
す
る
外
は
な
い
」

〔
前
節

〆-、

一一、ー"
参
照
〕

の
に
対
し
、

一
l
四
節
で
は
明
ら
か
に
神
殿
は
ま
だ
建
設
中
か
も
し
く
は
計
画
中
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一

i
四
節
と
六
節
が
元
来
同

(
間
)

じ
文
脈
を
形
成
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
六

a
節
は
五

a
節
と
同
様
「
新
し
い
話
の
始
ま
り
」
と
い
う
印

(
悦
)

象
を
与
え
し
か
も
六
節
か
ら
七
節
へ
の
繋
り
は
「
説
明
困
難
」
だ
、
と
い
う
ヴ
ェ
ス
タ

I
マ
ン
の
観
察
が
或
る
程
度
当
た
っ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
六
節
は
元
来
の
テ
グ
ス
ト
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
編
集
者
が
五
節
と
共
に
こ
こ
に
置
い
た
可

能
性
が
高
く
な
ろ
う
。
た
だ
我
々
は
ヴ
ェ
ス
タ

1
マ
ン
の
よ
う
に
五
節
と
六
節
を
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
両
者
に
共
通
の
主
題

と
歴
史
的
背
景
を
見
て
取
り
得
る
し
又
見
て
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

- 82ー

以
上
の
点
を
押
さ
え
た
上
で
我
々
は
、
編
集
者
が
何
故
こ
の
短
い
編
集
句
五
l
六
節
を
外
で
も
な
い
、
六
六
章
一

1
四
節
と
七
節
以
下

の
聞
に
置
い
た
の
か
、

を
問
わ
な
く
て
は
な
あ
な
い
。
こ
の
点
は
前
節
の
/戸、、

一、-ノ
で
見
た
通
り
、
当
然
答
え
ら
る
べ
く
し
て
従
来
ど
の

研
究
者
に
よ
っ
て
も
充
全
に
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
聞
い
で
あ
る
。
上
に
述
べ
来
た
っ
た
我
々
の
解
釈
に
立
っ
て
、

こ
の
間
い
に
某
か
の

解
答
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
の
解
釈
は
一
層
高
い
蓋
然
性
を
持
つ
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
l
四
節
の
背
景
と
し
て
神
殿
建
設
を
め
ぐ
る
或
る
種
の
対
立
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
連
関
で
、
神
殿
派
と
神

殿
か
ら
排
斥
さ
れ
た
派
の
対
立
を
歌
っ
た
五
節
と
、
前
者
へ
の
神
殿
で
の
報
い
を
歌
っ
た
六
節
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
次
の
よ
う
な
五
つ
の
方
向
か
ら
こ
の
聞
い
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
即
ち
、

第
一
に
、

第
二
に
、
こ
の
神
股
派
は
四

b
節
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
「
語
っ
た

(岳

σ
σ
R
)
」
こ
と
に
「
聞
か

(
Z
E
m
J
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る



の
に
対
し
、
こ
れ
と
の
対
比
に
於
て

が
遂
に
神
酸
か
ら
排
斥
さ
れ
た
派
で
あ
る
こ
と

一
i
閉
節
で
ヤ
ハ
ウ
↑
ェ
の

五
節
盟
議
マ

ハ
ウ
ェ
の

〈

t
v
v
m
?山
、
}
困
者
げ
と
に

〈

gHHM何
回
。

γ
一

し
よ
う
と
し
た
。

第一一一に、

マコ

こ
と
に

な
か
っ
た
」
人
に
対
崎
ず
る
の
は

ず
る
為
編

に
戦
く
者
(
ザ
凶
器
《
京

〆M
l
内山ふ
vyh嗣】守山)」

そ
れ
が
具
体
的
に
誰
で
る
る
か

〈

}
g
M
V
J
怠
詑
S

£i
守
山
沙
問
山
】
る
ご
と
い
う
こ
の
独
特
の
表
現

(
二
節
)

で
あ
る
が
、

tま

「
設
の
言
葉
に
戦
く

ロ
関
節

を
参
照
〕

に
繰
り
悲
し
た
よ
、

彼
ら
を
め
ぐ
る

五

i
ム
ハ
節
の
叙
述
を
こ
こ

し、

と
考
え
ら
れ
る
の

る。

吏
に
第
四
に
編
集
者
は
、

ヤ
ハ
ウ
ェ
の

は
持
も
排
銭
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
教
済
合
北
日
時
り
る
も
の
で
は
な
く
、
民
族
主
義
を
越
え
た

視
点
か
ら
呉
邦
人
へ
の

る
、
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
為
五

i
六
節
を
こ
こ
に
震
い

る。

の
イ
ス
ラ
品
ル
救
済
の
約
束
を
指
す
の
で
は
な
〈
、

-
未
来
に
間
関
か
れ
る
も
の
だ
と
い

く
こ
こ
に

か
れ
て
い

- 83… 

そ
れ
と
関
連
し

に
、
五
節
は
、

れ
る
神
の

神
の
言
葉
が
樹
え
ば
セ
節
以
下
に
仮
え
ら
れ
る
よ
う
な
過
去

る
、
と
考
え
、
ら
れ
る
。

以
上
衣
つ
の
答
え
の
う
ち
初
め

つ
に
関
し
て
は
、
前
項
ま
で
の
議
論
に

い
て
そ
の
ま

得
る
か
と

第

間
・
第
五
の
点
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
一
点
を
め
ぐ
っ
て
以
下
若
予
の
説
明
を
揚
足
し
て

ぃ
。
そ
の
こ
と

大
節
、
七
!
二
回
欝
を
加
え
た
編
集
者
の
編
集
意
翻
合
同
闘
う
こ
と
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

先
ず
五

i
六
舗
を
験
い
た
地
の
文
が
ど
う
続
く
か
、
と
い
う
問
題
か
ら
入
り
た
い
。

人
々
と
、
心
静
か
れ
ヤ
ハ
ウ
誌
に
戦
く
人
々
之
の
対
立
が
描
か
れ
て
い

は
同
時
に
、

tま

一
i
四
節
で
は
神
援
な
作

し
祭
議
に
奔
る

一
節
で
は
、

品
ル
サ
レ
ム

そ
れ
に
対
し
続
く
七
l

(八

c
・一

O
a
節〉

に
約
束
さ
れ
た
救
い
が
成
就
し
な
い
答
は

ぃ
、
と
の
狂
お

の
予
惑
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

北
大
文
学
部
紀
婆
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史
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一
i
四
節
の
神
の
言
葉
に
戦
く
人
と
は
や
は
り
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
救
済
の
約
束
に
固
く
立
つ
人
と
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
一
六
節
)
「
敵
達
」
(
一
四

b
節
)
も
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
救
い
の
裏
面
と
し
て
こ

(
削
)

れ
を
圧
迫
し
て
い
た
諸
国
民
で
あ
る
公
算
が
高
い
。
即
ち
ヴ
ェ
ス
タ

1
マ
ン
が
伝
承
史
的
に
跡
付
け
た
よ
う
に
、
一
四

b
p
l
一
六
節
が

「
諸
国
民
へ
の
審
判
」
を
語
っ
て
い
る
と
、
我
々
も
元
来
の
テ
ク
ス
ト
の
第
一
義
的
な
意
味
と
し
て
は
考
え
た
い
。

(
間
)

ヴ
ェ
ス
タ

l
マ
ン
に
若
干
補
い
つ
つ
、
伝
承
史
的
な
対
応
箇
所
を
以
下
列
挙
し
て
お
く
な
ら
ば
、
例
え
ば
エ
レ
ミ
ヤ
書
二
五
章

と
す
る
と
、

一
四

b
p
l
一
六
節
で
「
裁
か
」
れ
る

一
五
l
一
ニ
八
節
、

の
文
脈
で
、
神
の
顕
現
と
諸
国
民
へ
の
神
の
審
判
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
又
イ
ザ
ヤ
書
六
回
章
一
節
で
は
「
敵
」
を
意
味
す
る
語

(
六
六
ノ
一
四
の

d
ヨ
宮
戸
で
な
く
包
円
だ
が
)
が
明
確
に
諸
国
民
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
似
た
言
い
廻
し
も
多
く
諸
国

は
ハ
バ
グ
グ
書
三
章
八
節
、

イ
ザ
ヤ
書
二
二
章
一

l
二
二
節
、

そ
し
て
特
に
イ
ザ
ヤ
書
三

O
章
二
七

l
一
二
三
節
は
、

我
々
の
箇
所
と
同
様

民
へ
の
神
顕
現
の
叙
述
に
登
場
す
る
。
例
え
ば
、

日耳目内問
σげ
m

w

(

戦
車
)

}s-1gbm吋
(
全
て
の
肉
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な
る
者
)

は
エ
レ
ミ
ヤ
書
二
五
章
三
一
節
、

が
同
】
}
阿
(
怒
り
)

は
エ
レ
ミ
ヤ
書
二
五
章
一
ニ
七
・
三
八
節
、

ハ
バ
ク
ク
童
画
一
ニ
ヰ
草

節、

σ
p
d加
(
火
を
も
っ
て
)

五
一
章
一
三
一
・
五
八
節
、
ナ
ホ
ム
書
二
章
四
節
、

は
文
字
通
り
で
は
な
い
が
イ
ザ
ヤ
書
二
九
章
六
節
、
二
一

O
章一ニ

O
節
に
、
そ
し
て

σ
2
0
σ
F
(剣
)
は
エ
レ

ミ
ヤ
書
二
五
章
一
六
・
二
七
・
三
一
節
、
四
六
章
一
六
節
、
四
七
章
六
節
、
五

O
章
二
ハ
節
、
五
一
章
五

O
節
、
ア
モ
ス
書
一
章

は
エ
レ
ミ
ヤ
書
四
九
章
二
節
、

σ。
-mFP-uFhV1・

向
川
町

V

(
火
炎
を
も
っ
て
)

一
一
節
、
ナ
ホ
ム
書
三
章
三
節
、
ゼ
パ
ニ
ヤ
書
二
章
一
二
節
に
夫
々
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

(
間
)

だ
が
ド
ヮ

l
ム
は
こ
の
「
敵
達
」
を
諸
国
民
で
は
な
く
サ
マ
リ
ヤ
人
と
と
り
、
そ
の
他
殆
ど
の
註
解
者
は
イ
ス
ラ
エ
ル
内
部
の
不
度
者

達
と
解
す
る
O
J

何
故
こ
の
よ
う
に
解
釈
の
ず
れ
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
勿
論
五

l
六
・
一
七

l
二
四
節
と
い
う
編
集
句
を
挿

入
し
た
現
在
の
テ
ク
ス
ト
の
全
体
の
文
脈
に
於
て
は
そ
う
も
読
み
得
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
が
取
り
も
直
さ
ず
、
五
ー



中
ハ
・
一
七

i
一
一
間
節
を
加
え
て
全
体
の
文
脈
を
改
変
し
た
、

そ
う
マ
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

の
綴
集
意
図
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

蕊
・
六
・
一
七
i

間
関
拙
隊
合
欠
く
元
来
の
テ
ク
ス
ト
…
!
四
・
七

i

ム
ハ
節
は
、

シ
オ
ン
へ
の
数
い

七

間

b
p節
)

へ
の
審
判
村
〈
一
四

b
p
i
コ
ハ
第
)

従
っ
て
又
、
「
心
砕
か
れ
て

イ
ス
ラ
品
ル
へ
の
神
の
救
済
の
約
束
に
閤
執
す
る
、
と
い

て
い
た
。

戦

一
義
的

く

と
い
う
会
議
に
富
む
茨
識
を
込
討
中
に
、

に
閤
定
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
。

〈一一

b
p節
)

確
か
に
繍
器
解
放
後
の
一
時
躍
イ
ス
ラ
品
ル
に
は
、

神
盤
・
捺
儀
を
重
視
す
る
占

イ
ザ
ヤ
以
来
の
イ
ス
ラ
品
ル
数
撲
の
頭
言
に
闘
執
す
る
者
と
、
そ
れ
な

対
立
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
も
し
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
救
い
が
成
就
す

る
と
す
れ
ば
、

そ
れ

一
に
諸
国
誌
へ
の
裁
き
を
意
味
し
、

L 、

一
一
に
衿
の
恩
藤
と
し
て
の
教
済
の
一

に
欝
ま
り
得
ず
、

却
っ
て
衿
震
・

へ
と
奔
っ
た
者
へ
の
裁
き
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

に
着
目
し
、
開
民
族
議
議
的
な
一
織
り
を
修
叩
比
す
る
、
こ
の
編
集
者
独
協
の
普
遍
救
済
主
義
的
な
繍
集
句
て
八
i
一一

守
一
七
節
を
補
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ー
四
節
で
論
難
さ
れ
て
い
る
の
が

へ
の
言
及
と
の

よ
る
自
己
救
済
の

の
議
関
紙
は
、
こ
の
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審
判
の
ニ

に、一一一

i
西
節

加
え

神
殿
・
祭
儀
一
般
で
は
な
く
、
特
に
異
教
的
な
そ
れ
で
あ
る
含
み
を
与
え
、
そ
れ
と
関
連
し
て

即
応
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
品
ル
内
部
の
不
農
者
逮
を
も
指
す
よ
う

関口

b
p
i
一
六
枇
織
の

も
諸
国

の
広
が
り

に
、
当
時
の
神
殿
含
め
ぐ
る
異
邦
人
と

異
邦
人
誹
斥
派
の
対
立
を
普
選
救
済
中
止
畿
的
な
読
点
か
ら
裁
断
し
た
神
の
言
葉
五
1

大
部
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
識
問
調
的
な
意
味
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
o
i

二
一
節
の

か
れ
て

戦
く
者
遣
を
私
は
顧
み
る
」
と
い

い
方
に
、

よ
り
普
遜
的
な
意
味
念
与
え
る
こ
と
に
成
功
し

史
的
構
況
に
却
し
て
そ
う
で
あ
る
。
鰐
ち
、
イ
ス
ラ
五
ル
の
全
て
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
嘉
ぜ
お
れ
る
の
で
は
な
く
、

と
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
二
重
の

に
於
て
で
あ
る
。

一
つ
は
こ
こ
で
の
窪

ま

一
概
に
裁

北
大
文
学
部
紀
要



ヤ
審
編
集
史
緒
論

か
れ
る
の
で
も
な
い

こ
こ
で
衿
の

戦
く
と
い
う
の
は
向
も
契
約
撞
抑
に
基
づ
い
て
イ
ス
ラ
品
ル
の
救
諦
の
約
束
に

に
し
が
み
つ
く
こ
と
で
な
く
、
そ
う
で
は
な
く
て
嬢
的
に
神
の
言
葉

i
iそ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
れ

i
ー
に
戦
く
こ
と
を
意

味
し
、
そ
の
よ
う
な
人
だ
け
が
題
懇
を
陪
わ
ず
神
に

二
一
館
参
照
。
な
お
五
六
章
四
・
六
節
の
「
契
約
」
は
、

ら
れ
る
、
と
い

ブ

*こ
ツこ
fレ17に
がv 新

正し
しく
く込
指め
諮ら
し れ
てる
L 、こ
ると
よと
うな
にる、。

な
契
約
議
停

教
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
)

い
る
の
で
あ
る
。

へ
の
揺
さ
ぶ
り
が
こ
こ
に
は
読
み
取
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
救
済
が
も
っ
と
普
遍
的
見
地
か
ら
晃
産
さ
れ
て

第

に
こ
の
「
我
が
一
言
葉
い
が
街
か
と
一
一
一
言
え
ば
、
そ
れ
は
過
去
の
特
殊
な
救
済
の
告
知
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
在
な
い
し
未
来
に

語
ら
れ
る
衿
の

一
般
と
い
う
普
遍
的
な
性
格
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
錨
集
者
が
「
ヤ
ハ
ウ
品
の
誉
棄
を
聞
け
、
後
の
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に
戦
く
人
達
」
と
い
う
呼
び
掛
け
で
始
ま
り
、
す
ぐ
続
い
て
そ
の
衿
の
一
言
葉
が
語
ら
れ
る
五
l
六
節
を
、
明
ら
か
に
ニ
節
を
意
識
し
て

こ
こ
に
挿
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
新
し
い
意
味
で
あ
る
。
郎
ふ
り
、
神
の
言
葉
に
戦
く
と
は
、
如
何
か
過
去

た
一
言
葉
に

開
制
執
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
そ
し
て
将
来
諮
ら
れ
る
生
き
た
神
の

専
を
澄
ま
し
議
従
ず
る
こ
と
を
意
味
し
、

で
過
去
の
特
殊
的
と
い
う
よ
り
、

-
米
米
に
諾
か
れ
た
滋
悶
灘
的
性
格
を
与
え
ら
れ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
我
が
一
言
葉
」
の
静
翠
的
な
意
味
付
け
な
め
ぐ
る
二
つ
の

は
そ
の
ま
ま
、

五

i
中
ハ
節
が
伺
故
こ
こ
に

れ
た
か
、

と
L 、

の
中
心
問
題
に
対
す

先
に
掲
げ

の
答
え
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

6 

;l: 

と

め

前
節
で
解
釈
者
の

し
て
残
さ
れ
た

-
(
西
〉
・

-〈一

0
7
(
一
、地〆'. 
/峨、~

…
一
一
)
・
(
一
七
)
・
〈

…
)
・
合
=
む
を



本
節
で
は
編
集
史
的
視
点
か
ら
逐
一
解
い
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
イ
ザ
ヤ
書
六
六
章
の
編
集
の
歴
史
の
諸
段
階
を
闇
明
し
得
た

か
と
思
う
。
前
節
で
答
え
残
し
た
間
い
は
要
す
る
に
、
六
六
章
の
編
集
過
程
と
編
集
意
図
は
何
か
、
と
い
う
一
つ
の
聞
い
に
収
束
し
た
。

最
後
に
論
点
を
振
り
返
っ
て
要
約
し
な
が
ら
、
こ
の
聞
い
に
答
え
て
結
び
と
し
た
い
。

(
1
)
 
編
集
者
は
先
ず
一
八
l
二
四
節
を
補
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

シ
オ
ン
の
救
い
の
み
を
扱
っ
て
い
た
元
来
の
テ
ク
ス
ト
に
、
品
品
目

遍
救
済
主
義
的
な
諸
国
民
へ
の
救
い
の
告
知
と
い
う
側
面
を
与
え
た
。

(
2
)
 
続
い
て
こ
の
編
集
者
は
一
七
節
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
祭
儀
そ
の
も
の
が
批
判
さ
れ
て
い
る
元
来
の
テ
ク
ス
ト
三

i
四
節
に
、
特
に
異
教
的
祭
儀
に
、
対
す
る
批
判
と
い
う
意
味
を
も
込
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
四

b
p
l
一
六
節
の
諸
国
民
へ
の
審
判

イ
ス
ラ
エ
ル
内
部
の
不
度
者
へ
の
審
判
と
い
う
意
味
合
い
を
含
め
た
の
で
あ
る
。

の
叙
述
に
も
、

(
3
)
 
更
に
編
集
者
は
五
l
六
節
を
挿
入
し
、
こ
の
審
判
の
対
象
が
イ
ス
ラ
エ
ル
内
部
の
、
呉
邦
人
を
排
斥
し
た
神
殿
派
で
も
あ
る
こ
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と
を
示
唆
L
、
逆
に
普
遍
救
済
主
義
的
な
視
点
か
ら
編
集
者
の
同
時
代
的
な
関
心
の
中
心
を
占
め
て
い
た
、
神
殿
か
ら
追
放
さ
れ
た
異
邦

人
改
宗
者
、

へ
救
済
の
告
知
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

(
4
)
 
そ
の
こ
と
は
更
に
、
二

b
節
と
五

a
節
に
繰
り
返
さ
れ
る
、

「
神
の
言
葉
に
戦
く
」

と
い
う
表
現
に
普
遍
的
な
性
格
を
与
え
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
過
去
の
特
殊
な
救
済
の
約
束
に
固
執
す
る
こ
と
で
な
く
、
現
在
ま
た

未
来
全
て
の
人
に
普
遍
的
に
向
け
て
語
ら
れ
る
生
き
た
神
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
し
聴
従
す
る
、
と
の
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
と
連
関
し
て
、
神
に
裁
か
れ
る
「
敵
」
と
は
、
単
に
諸
国
民
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
異
教
祭
儀
に
奔
る
不
度
者
だ
け

な
の
で
も
な
ノ
¥
何
よ
り
も
自
己
救
済
の
途
と
し
て
の
神
殿
・
祭
儀
に
頼
み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
救
済
の
約
束
と
民
族
主
義
的
な
偏
狭
に

(
5
)
 

身
を
固
め
る
、
そ
し
て
今
自
由
に
新
し
く
語
ら
れ
る
生
き
た
神
の
言
葉
に
聴
こ
う
と
し
な
い
、
全
て
の
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
指
し
て

北
大
文
学
部
紀
要



し、

た
の
で

を第
イ

ド サエ
ン ャ
ナ 書
168編
の)集

言墨
う翠
旧剛

約
唯

の

「
聖
な
る
テ
ク
ス
ト
の
撤
回
レ
〔
上
述
ニ
章

c
l
(五
)
参
照
〕

で
あ
る
五
六
章
一
|

八
節
を
以
て
始
ま
っ
た
第
三
イ
ザ
ヤ
童
日
は
斯
く
し
て
六
六
章
に
至
っ
て
そ
れ
と
対
応
し
つ
つ
編
集
者
に
よ
る
、
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
一

つ
の
宗
教
改
革
の
試
み
と
し
て
結
ぼ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
内
容
的
な
要
約
に
加
え
て
最
後
に
形
式
的
な
側
面
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
も
第
三
イ
ザ
ヤ
書
官
頭
の
編
集

作
業
と
の
呼
応
連
関
が
読
み
取
れ
る
。
即
ち
、
編
集
者
の
直
接
の
関
心
は
な
る
ほ
ど
、
同
時
代
の
異
邦
人
改
宗
者
を
普
遍
救
済
主
義
的
な

根
本
思
想
に
基
づ
い
て
激
励
し
、
併
せ
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
覚
醒
を
促
す
点
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
彼
は
五
六
章
の
場
合
と
同
様
己

(
6
)
 

れ
の
思
想
を
た
だ
直
接
的
に
主
張
す
る
こ
と
を
慎
み
、
そ
う
で
は
な
く
て
己
れ
の
断
片
的
な
編
集
句
を
元
来
の
テ
ク
ス
ト
に
巧
み
に
ち
り

ば
め
、
却
っ
て
全
体
と
し
て
重
畳
す
る
意
味
の
厚
み
と
普
遍
性
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
六
六
章
の
編
集
意
図
と
編
集
過
程
の
概
要
で
あ
る
。
五
・
六
・
一
七
・
一
八
|
二
四
節
は
六
六
章
全
体
の
文
脈
の
中
で
一
見

ば
ら
ば
ら
で
謎
に
満
ち
た
挿
入
匂
に
す
ぎ
な
い
か
に
見
え
つ
つ
実
は
、
斯
様
な
重
畳
の
意
図
と
、
計
算
し
尽
く
さ
れ
た
効
果
を
秘
め
た
、

編
集
者
の
意
匠
を
究
め
た
画
龍
点
晴
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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四

編
集
者
像
を
め
ぐ
っ
て

本
稿
の
第
二
・
一
ニ
章
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
福
音
神
学
部
の
イ
ェ
レ
ミ
ア
ス
教
授
の
主
催
す
る
演
習
(
一
九
八
一
年
一
一
一
月
一

一
日
お
よ
び
一
九
八
二
年
七
月
二
日
)
に
於
て
、
ま
た
一
l
l
四
章
の
概
略
は
日
本
聖
書
学
研
究
所
の
例
会
(
一
九
八
五
年
九
月
二

に
於
て
、
夫
々
口
頭
発
表
し
た
。
何
れ
も
質
疑
応
答
を
含
め
三
|
五
時
間
に
及
び
、
議
論
す
べ
き
諸
点
は
ほ
ぼ
議
論
し
尽

一
日
)

く
し
た
か
と
思
う
。
そ
の
時
々
の
、
師
友
と
の
熱
の
あ
る
議
論
を
感
謝
を
以
て
想
い
起
こ
す
次
第
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
議
論



の
後
幾
人
か
の
方
に
は
護
然
と
次
の
よ
う
な
向
印
象
が
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ぉ
、

〈
弱
々
の
議
論
は
宜
し
い
。

然
し
全
体
と
し

て
斯
く
も
複
雑
な
編
集
作
業
合
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
如
何
に
も

。
と

に
過
ぎ
ぬ
の
で
は
な
い
か
〉
、

と
の
よ
う
な
得
批
評
の

以
上
の
議
は
余
り
に
穿
ち
過
ぎ
た
一
つ
の
仮

つ
つ
最
後
に
、
持
故
こ
の
よ

想
定
せ
ざ

か
っ
た
か
、

の
必
然
性
を
顧
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

先
ず
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

て
解
釈
は
仮
説
た
る
こ
と
を
越
え
る
こ
と

ぃ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
穿
っ
た
も
の
と
な
る

は
、
一
婦
に
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
穿
っ
た
も
の
か
密
か
に
拠
る
。
テ
ク
ス

ト
が
も
し
穿
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
解
釈
も
穿
っ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

と
こ
ろ
が
第
三
イ
ザ
ヤ

の

こ
の
二
つ
の
テ
グ
ス
ト
は
編
集
衰
の
巧
み
な
意
匿
に
よ
っ
て
ま
に
と
に
穿
っ
て
お
り
、
表
掻
的
な
解
釈
を
寄
令
付
け
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
換
雲
す
れ
ば
、

こ
の
テ
ダ
ス
ト
に
は
以
下
の
よ
う
な
解
釈
上
の
難
問
、
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と

に
謂
附
け
め
、
こ

の

連

関

つ

つ

整

合

的

に

遂

な
か
ろ
う
か
。
解
釈
上
の
難
問
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の

れ

解
い
て
い
く
持
、
解
釈

っ
た
も
の
と
な
ら
笈
る
を
得
な
か
っ
た
の

- 89. 

っ
h
h
o:
 

Z 

の

名

詞

告

な

分

諮

問

料

芳

江

企

き

を

一

の

先

行

す

る

A
M

ず宮町四
]

M

J

ひ
と
設
列
し
て
、
宮
内
凶
器
雪
山
氏
僚
に
掛
か
る
よ
称
号
2
H
関
係
文
に
一
纏
め
に
組
入
れ
て
果
た
し
て

つ
の
動
詞
、

の
可
広
告
ぉ
円
。

及
び
ワ

の
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
玄
六
章
二
!
閉
館
の
一
一
一
世
間
い
廻
L

六
b
第
を
付
け
足
し
、
全
体
と
し
て
ば

な
文
体
を
有
す
る
五
六
章

ム
ハ
捕
の
構
成
を
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
の

3
、
呉
邦
入
改
宗
者
が
イ
ス
ラ
お
ル
人
と
共
に
ヤ
ハ
ウ

麗
し
て
い
る
五

第
と
、
呉
邦
人
改
設
者
が
既
に

北
大
文
学
部
紀
委



第
一
ニ
イ
ザ

の
外
に
い
る
七
欝
と
、
同
一
単
一
河
内
で
の
こ
の
歴
史
的
背
景
の
兵
り
を
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
。

4
、
語
会
が
震
し
く
、
異
る
意
味
を
繰
り
返
し
閉
じ
単
語
で
表
わ
そ
う
と
す
る
、
又
付
加
部
分
の
な
い
単
純
な
佼
衰
の

ぷ
き
号
丸
岡
4
4
V

を
用
い
る
五
六
紫
一

i
玄

aα

・
五
b
β
麓
と
、
そ
れ
に
対
し
諮
殺
の
貧
し
さ
は
見
ら
れ
ず
、
又

HHMdmぴ
ぴ

S

HM山
内
容
富
山
主
幹
芯
ば
と
い
っ
た
付
加
の
つ
い
た
、
然
も
別
形
の
使
者
笠
宮
築
同
H
t
z
g
ょ
a
w
o
m
m
q
主
同
省
HH
を
用
い
る
五

a
p
-
五

b
p
二ハ
i
八
節
と
、
こ
の
持
者
の
文
体
上
の
異
悶
を
ど
う
説
明
す
べ
き
な
の
か
。

w 。，

5
、
M
V
帥
吋
仰
己
目
M

〆}
i
守山
vym日
立
な
い
し
類
訟
の
表
現
が
侶
約
全
体
で
イ
ザ
ヤ
警
六
六
章
一
一
-

O
章
一
一
一
節
の
蹄
欝
所
に
し
か
出
て
来
な
い
と
い
う
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

6
、
六
六
章
一
一
一

a
b節
で
論
議
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
当
な
祭
犠
そ
の
も
の
な
の
か
、
不
当
な
神
巌
で
の
そ
れ
な
の
か
、
或
い

は
異
教
的
な
祭
儀
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
揺
が
出
て
来
る
の
は
そ
も
そ
も
開
放
な
の
か
。

ニ乙

ズ

90 

7
、
六
六
章
五
欝
の
よ
玄
5
5
5
Z
H
H
t
A
V
W芝
居

E
d
m丘円四九
wwymwMMHoghH.8%富山

と
は

体
誰
な
の
か
。

こ
れ
は
果
た

し
て
サ
マ
リ
ヤ
人
な
の
か
、
終
末
論
的
な
救
済
の
約
束
会
戦
笑
う
者
な
の
か
、

或
い
は
ま
だ
裂
の
解
釈
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
た
ま
た
神
慰
・
祭
犠
に
棚
織
り
頼
む
者
な
の
か
、

8
、
そ
も
そ
も
五
・
六
節
は
前
後
の
文
巌
と
ど
う
続
く
の
か
。

9
、
六
六
章
六
‘
一
四

b
p
i
一
六
鰐
の
、
神
に
裁
か
れ
る

国
民
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
内
部
の
異
教
祭
畿
に
奔
る
不
良
者
か
、
或
い
は
他
の

つ
の
派
閥
と
は
具
体
的
に
は
鰐
を
指
す
の
か
。
そ
も
そ
も
持
故
こ
の
よ
う
に
色
々
な
解
釈
の
可
能
投
が

と
は
設
を
指
す
の
か
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
外
教
で
あ
る
語

課
、
そ
追
い
出
し
て
神
間
臓
に
一
っ
て
い
る
一
派
な

の
か
。
最
後
の
解
釈
の

存
在
す
る
の
か
。



10 

五

人

i
一
一
四
節
に
相
似
た
奮
い
廻
し
が
頼
関
唱
す
る
の
は
荷
設
か
。
錦
え
ば
、

ρ
山σσ
向山知

(
五
六
ノ
七
/
六
六
ノ
ニ

O
)、

〈
な
い
し
が
日
〉

叩

阿

州

四

吋

ぷ

cm凶日同白山

mw命
治
同

ムノ、

i
入
館
と
六

六
ノ
八
/
六
六
ノ
{
八
て
ぴ
ひ
ヒ
フ
ィ
ル
ム
{
噌
銭
円

ノ
五
/
六
六
ノ
一
一
二
)
、

加
h
w
H

》ぴ川山仲町

六
ノ
二
・
四
二
ハ
/
六
六
ノ
二
一
一
一
)
、
山
内
ゑ

六
ノ
二

b
-
六
c
/
六
六
ノ
一
八
・

。
二
一
一
一
一
〉
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
解
釈
上
の
問
問
題
点
の
強
ど
は
、
従
来
充
全
に
解
か
れ
る
は
お
ろ
か
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
開
題
で
あ
る
こ
と
が
見
過
ご
し

に
さ
れ
て
来
た
。
上
に
論
じ
て
来
た
編
集
史
的
仮
説
は
、
こ
れ
ら
が
問
懇
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
率
磁
に
認
め
、
そ
し
て
そ
れ
ら
一

に
矛
盾
な
く
解
く
一
つ
の
試
議
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
解
釈
は
全
て
叙
説
に
過
ぎ
な
い
。

て
い
る
諸
問
題
合
広
範
に
複
野
に
入
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ら

つ
一
つ

は
、
そ
の
解
釈
が

に
整
合
的
に
解
い
て
い
る
か
で

あ
る
。
如
上
の
訟
の
議
論
に
対
し
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
漉
懇
と
し
た
箆
象
を
持
た
れ
る
ん
向
き
に
お
額
い
し
た
い
の
は
、
も
し
こ
の

披
説
を
取
ら
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
に
代
る
ど
の
よ
う
な
錠
説
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
仮
設
に
依
れ
ば
上
に
挙
、
げ
た
務
関
揺
が
ど

こ
ま
で
包
挺
的
・
整
合
的
に
解
か
れ
得
る
か
を
呈
示
す
る
こ
と
、
或
い
は
上
に
挙
げ
た
諸
問
題
が
そ
も
そ
も
釈
義
の
上
で
鵠
題
に

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
を
挙
げ
て
論
駁
し
て
下
さ
る
こ
と
、
成
い
は
又
私
の
気
付
い
て
い
な
い
私
の
行
論
の
議
統
合
発
見

の
侍
れ
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
都
内
れ
か
の
方
向
に
ひ
ょ
っ
と
す
る

ど
こ
ま
で
テ
ク
ス
ト

91 

し
私
の
仮
説
が
成
り
立
た
な
い
こ

て
下
さ
る
こ
と
、

十
ど
変
だ
議
論
が
生
成
発
展
し
て
行
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
伺
れ
に
せ
よ
、
単
な
る
印
象
批
評
は
不
毛
で
あ
ろ
う
。

第
一
章
で
確
認
し
た
漏
り
、
本
稿
イ
ザ
ヤ
謹
冒
頭
と
米
騒
な
め
ぐ
る
一
編
集
史
的
考
鱗
は
、
全
体
の
問
問
題
連
関
の
中
で
は
、
次
の

よ
う
な
一
ヴ
の
基
礎
作
業
の
役
鱒
り
を
怒
っ
て
い
た
。
即
ち
、
最
も
有
効
な
形
で
第
一
一
一
イ
ザ
ヤ
警
の
編
集
者
像
を
闇
明
し
、
以
下
第
三
イ

ザ
ヤ
警
の
他
の
て
行
く
時
、
そ
の
鱒
集
者
像
に
擦
ら
し
て
鱗
集
者
の
筆
を
探
り
出
し
て
行
く
、

の
為
の
基
礎
作
業
だ
っ

北
大
文
学
部
紀
姿



第一一一イザ

た
の
で
あ
る
。

で
は
以
上
の
考
察
か
ら
ど
の
よ
う
な
籍
集
者
像
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
か
、
時
代
・
場
一
段
・
情
説
・
思
想
・
一
編
集
方
法
の

五
つ
に
分
け
て
要
約
し
、
考
察
の
機
な
繋
ぐ
こ
と
と
し
た
い

G

こ
の
鱗
集
者
は
エ
ズ
一
ブ
・
ネ
ヘ
ミ
ヤ
の
同
時
代
人
で
あ
る
。
従
勺
て
彼
の
揺
勤
時
期
は
、

九
八
年
と
と
る
か
に
よ
る
が
、
恐
ら
く
紀
元
前
五
世
紀
後
半
、
降
っ
て
も
四
世
紀
初
頭
で
あ
ろ
う
〈
イ
ザ

八
時
代
〉

エ
ズ
ラ
の
ス
ル
サ
レ
ム
様
還
の

年
代
を
部
五
八
年
と
と
る
か

五
六
ノ
七
!
八
、

ノ
二
・
五
・
二

〈
場
所
〉

後
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
活
動
し
た

こ
の
編
集
者
を
取
り
巻
い
て
い
た
歴
史
的
・
地
翠
的
情
、
況
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
捕

じ
、
六
六
ノ
六
・

。

〈
情
況

ν

口
比
受
け
容
一
れ
ら
れ
た
呉
邦
人
改
宗
者
が
、

る
に
及
ん
で
、
教
団
か
ら
排
斥
さ
れ
い
う
情
況
で
あ
る

品
、
タ
ヤ
人
の
絡
血
を
重
ん
じ
た
申
命
記
律
法
〈
申

ノ

四

92 -

底
解
放
後
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
に

七
〉
が
新
た
に

ム
ハ
ノ
七
、

六
六
ノ

に
は
、

J

ア
ィ
ア

ス
ボ
ラ
の
品
ダ
ヤ
人
及
び
異
邦
人
改
宗
者
が
現
在
な
い

い
将
来
Z

ル
サ
レ
ム
に
上
っ
て
来
る
こ
と
令
制
期
待
さ
れ
た
情
説
で
あ
っ
た

六
ノ
七

i
入、

ノ
一
入

i
ニ
0
1
或
い
は
又
当
時
人
々
は
紫
怠
日
を
殊
の

た
こ
と

(
笈
六
/

六
六
ノ

異
教
的
祭
畿
の
影
響
に
髄
ま

て
い
た
こ
と

ムハノ

七〉、

な
ど
も
窺
え

〈
思
想
〉
e

に
挙
げ
る
べ
き
は
、

良
排
斥
さ
れ
た
呉
邦
人
改
宗
者
を
一
持
び
ヤ
ハ
ウ
ェ
教
団
に

(
五
六
ノ
ム
ハ
!
七
、
六
六
ノ
五

i
六〉。

る
べ
き
で
あ
る
、

と
の
欝
議
救
済
主
義
的
な
思
想
マ
あ
る

こ
の
根
本
思
想
は
次
の
間
つ
の
方
向
に

る

∞

呉

邦

人

も

ユ

ダ

ヤ

人

と

間

様

祭

可

識

に

つ

く

こ

と

が

出

来

る

号

神

の

の
数
溶
告
知
に
圏
執
す
る
こ
な
く
、
そ
う
で
は
な
く
て
む
し
ろ
現
在
な
い
し
米
来
に
全
て
の
人
に
向
け
て
語
ら
れ
る
、

ム
ハ
ノ
二
一
)
。

イ
ス
ラ
エ
ル
ヘの

聴
き
詑
う
こ
と
な
意
味
す
る

ノ
五

i
六)。

@ 
吏

込
ん
で
言
え
ば
、

品
ダ
ヤ
人
と
て

に
基
づ
い
て



て
救
わ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
今
真
に
袴
の

に
較
か
な
い
限
り
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
裁
き
を
受
け
る

(
六
六
ノ

。

の
よ

い
律
法
を
撤
闘
す
る
こ
と
も
辞
す
べ
き
で
は
な
い

(
五
六
ノ
六
i
匂〉。

告
そ
の
際
玄

こ
の
う
ち
第
四
の
は

で
あ
る

市
中
命
記
一
一

こ
と
に
、
間
約
中
他
に
類
健
が
な
い
程
革
命
的
な
も
の
で
あ
る
。
な
の
形
読
と
い
う
思
想
も
民
約
中
こ
の
編
集
者
に

ハ
ム
ハ
メ
二
回
)
。
そ
の
遮
憾
で
こ
の
編
集
者
に
終
末
論
的
な
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
六
六
ノ
ニ
二
)
。

〈
編
集
方
法
〉
こ
の
寵
集
者
誌
、
可
能
な
擦
り
露
一
ア
グ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
編
集
勾
は
最
少
限
に
嬰
め
つ
つ
、
然
し
的
確
な
位

ち
り
ば
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
味
探
長
で
多
義
的
で
又
場
合
に
よ
っ
て
は
普
選
前
な
意
味
合
出
繰
り
込
み
、
又
原
一
ア
ク
ス

置
に
そ
れ

ト
の
思
盟
を
弱
げ
る
こ
と
な
く
そ
れ
を
鋪
集
者
の

の
時
代
に
新
し
く
議
会
ず
る
よ
う
に
改
変
す
る
妙
手
で
あ
っ
た

〈
例
え
ば
、

張中ハノ一一一
1
1
七
、
ん
ハ
ム
ハ
ノ

b
、一ニ
i
回、

一
一
出

b
i
ムノ、

た
だ
原
テ
グ
ス
ト
を
改
変
す
る
こ
と
も

六
ノ
四
)
、

又
自
分
自
身
の
か

い
出
手
元
を
付
加
す
る
と
と
も
全
く
排
除
し
た
訳
で
は
な
い

ム
ハ
ノ
一
入

i
ニ
密
〉
。

な

援
の
編
集
は
綾

-93-

終
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
編
集
後
の
後
伐
の
挿
入
と
す
べ
き
留
所
が

鵠
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
が
、

イ
ザ

一
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